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(57)【要約】
一実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレン
ドは、ａ）少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤と、ｂ
）（ｉ）α，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー
（ｉｉ）非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽
和モノマーおよび（ｉｉｉ）エチレン性不飽和の疎水性
修飾会合性モノマーを含むモノマー混合物から重合させ
た少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーとを含む。他の
実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンド
は、ａ）少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤と、ｂ）
（ｉ）α，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー（
ｉｉ）非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和
モノマーおよび（ｉｉｉ）エチレン性不飽和の疎水性修
飾会合性モノマーを含む混合物から形成された少なくと
も１つの疎水性修飾ポリマーと、ｃ）脂肪酸でエステル
化されたアルコキシ化メチルグルコースエーテルから選
択される少なくとも１つの二次増粘剤とを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤と、
（ｂ）（ｉ）少なくとも１つのα，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー、
　　　（ｉｉ）少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマ
ーおよび
　　　（ｉｉｉ）少なくとも１つのエチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマー
を含むモノマー混合物から重合させた少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーと
を含む界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項２】
　成分（ａ）と成分（ｂ）の重量比が約０．３：１～約５００：１の範囲である、請求項
１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項３】
　成分（ｉ）が式（ＩＩＩ）：

【化７】

［式中、Ｒ１は水素、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ１

２アルキル基であり、Ｒ２は水素、－Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１

～Ｃ１２アルキル基であり、Ｘ１およびＸ２は独立に、水素または直鎖状もしくは分枝鎖
状Ｃ１～Ｃ１２アルキル基から選択されるが、ただし、Ｘ１とＸ２がどちらも存在する場
合はＸ１およびＸ２の少なくとも１つが水素であり、Ｘ１だけが存在する場合はＸ１は水
素である］
に従う少なくとも１つのα，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマーから選択される、
請求項１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項４】
　Ｒ１が水素、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ２～Ｃ１０アル
キル基であり、Ｒ２が水素、－Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ２～Ｃ１

０アルキル基であり、Ｘ１が水素または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ２～Ｃ１０アルキル基
であるが、ただし、Ｘ１とＸ２がどちらも存在する場合はＸ１およびＸ２の少なくとも１
つが水素であり、Ｘ１だけが存在する場合はＸ１は水素である、請求項３に記載の界面活
性剤－ポリマーブレンド。
【請求項５】
　成分（ｉ）が、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、アシルオキシプロピオン酸、
マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、アコニット酸、二塩基酸もしくは三塩基酸の半エス
テルもしくはモノエステルまたはその２つ以上の適切な混合物から選択される、請求項３
に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項６】
　成分（ｉｉ）が式（ＩＶ）：
【化８】

（式中、Ｒ３は水素または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ８アルキル基であり、Ｒ４は
直鎖状または分枝鎖状Ｃ１～Ｃ１２アルキル基である）
に従う少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマーから選
択される、請求項１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
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【請求項７】
　Ｒ３が水素または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ４アルキル基であり、Ｒ４が直鎖状
または分枝鎖状Ｃ１～Ｃ８アルキル基である、請求項６に記載の界面活性剤－ポリマーブ
レンド。
【請求項８】
　Ｒ３が水素またはメチル基であり、Ｒ４が直鎖状または分枝鎖状Ｃ１～Ｃ４アルキル基
である、請求項６に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項９】
　成分（ｉｉ）が、Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリレート、Ｃ１～Ｃ４アルキルメタクリレー
トまたはその２つ以上の適切な混合物である、請求項６に記載の界面活性剤－ポリマーブ
レンド。
【請求項１０】
　成分（ｉｉｉ）が式（Ｖ）：
【化９】

［式中、Ｒ５は直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ３～Ｃ６０アルキル基またはＣ５～Ｃ３５アル
カリール基であり、前記アルカリール基は直鎖状または分枝鎖状アルキル部分に１～２５
個の炭素原子を有し、アリール部分に４～１０個の炭素原子を有し、ｘは約３～約２００
の範囲の整数であり、ｙは０～約１００の範囲の整数であり、Ａは式（ＶＩ）：

【化１０】

（式中、各Ｒ６は独立に、水素、直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ８アルキル基または－
Ｃ（Ｏ）ＯＨから選択され、Ｒ７は水素または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ８アルキ
ル基であり、上記式（Ｖ）と結合する連結基Ｚは－ＣＨ２－または－Ｃ（Ｏ）－である）
に従う不飽和カルボン酸またはアリルアルコールの残基である］
に従う少なくとも１つのエチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーから選択される、
請求項１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項１１】
　Ｒ５が、直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ６～Ｃ５５アルキル基またはＣ７～Ｃ３０アルカリ
ール基であり、前記アルカリール基が直鎖状または分枝鎖状アルキル部分に２～２２個の
炭素原子を有し、アリール部分に５～８個の炭素原子を有し、ｘが約６～約１００の範囲
の整数であり、ｙが１～約７５の範囲の整数であり、各Ｒ６が独立に、水素、直鎖状もし
くは分枝鎖状Ｃ２～Ｃ６アルキル基または－Ｃ（Ｏ）ＯＨから選択され、Ｒ７が水素、直
鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ６アルキル基または－Ｃ（Ｏ）ＯＨである、請求項１０に
記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項１２】
　前記モノマー混合物中の成分（ｉ）、（ｉｉ）および（ｉｉｉ）の量が以下の通り、
　　（ｉ）少なくとも１つのα，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマーが約２．５重
量％～約７５重量％であり、
　　（ｉｉ）少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマー
が約０重量％～約９０重量％であり、
　　（ｉｉｉ）少なくとも１つのエチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーが約０．
５重量％～約４０重量％である、
請求項１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
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【請求項１３】
　パーソナルケア製品、ヘルスケア製品、ハウスホールドケア製品、施設および産業用ケ
ア製品または産業用途品に添加される、請求項１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド
。
【請求項１４】
　パーソナルケア製品、ヘルスケア製品、ハウスホールドケア製品、施設および産業用ケ
ア製品または産業用途品に添加され、少なくとも約４，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する
製品をもたらす、請求項１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項１５】
　前記アミノ酸界面活性剤が式：
【化１１】

（式中、Ｘは１０～２２個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素基を表し、Ｙは
水素またはメチルであり、Ｚは、水素、－ＣＨ３、－ＣＨ（ＣＨ３）２、－ＣＨ２ＣＨ（
ＣＨ３）２、－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＨ２Ｃ６Ｈ５、－ＣＨ２Ｃ６Ｈ４ＯＨ
、－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ３、－（ＣＨ２）４ＮＨ２、－（ＣＨ２）３ＮＨＣ
（ＮＨ）ＮＨ２、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋、－（ＣＨ２）２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋から選択
され、Ｍは塩形成カチオンである）
で表されるアミノ酸界面活性剤から選択される、請求項１～１４のいずれかに記載の界面
活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項１６】
　前記ブレンドが、１つもしくは複数の非イオン性界面活性剤、１つもしくは複数のカチ
オン性界面活性剤、１つもしくは複数のアミド界面活性剤またはその混合物をさらに含む
、請求項１～１５のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項１７】
　前記ブレンドがエステル化されたアルコキシ化メチルグルコシドをさらに含む、請求項
１～１６のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーは、
　　（ｉ）アクリル酸、メタクリル酸およびその混合物から選択される少なくとも１つの
α，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー、
　　（ｉｉ）Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリレート、Ｃ１～Ｃ４アルキルメタクリレートおよ
びその混合物から選択される少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性
不飽和モノマー、および
　　（ｉｉｉ）セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化
（メタ）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポ
リエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート、セロチル
ポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート
、メリシルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ラセリルポリエトキシ化（メタ）アク
リレート、ノニルフェノールポリエトキシ化（メタ）アクリレート、トリスチリルフェノ
ールポリエトキシ化（メタ）アクリレート、パルミルポリエトキシ化イタコネート、ステ
アリルポリエトキシ化イタコネート、ベヘニルポリエトキシ化イタコネート、パルミルポ
リエトキシ化マレエート、ステアリルポリエトキシ化マレエート、ベヘニルポリエトキシ
化マレエート、パルミルポリエトキシ化アリルエーテル、ステアリルポリエトキシ化アリ
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ルエーテル、ベヘニルポリエトキシ化アリルエーテルから選択される少なくとも１つのエ
チレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーであって、上記モノマーのポリエトキシ化部
分が１５～約６０個のエチレンオキシド繰り返し単位を含むモノマー
を含むモノマー混合物から重合させる、請求項１～１７のいずれかに記載の界面活性剤－
ポリマーブレンド。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーが、アクリレート／ベヘネス－２５メタクリ
レートコポリマーである、請求項１～１８のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレ
ンド。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤が、Ｎ－アシル化グルタミン酸のモノカルボ
ン酸塩およびジカルボン酸塩、Ｎ－アシル化アラニンのカルボン酸塩、Ｎ－アシル化グリ
シンのカルボン酸塩、Ｎ－アシル化サルコシンのカルボン酸塩ならびにその混合物から選
択される、請求項１～１９のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤塩が、そのナトリウム塩、カリウム塩、アン
モニウム塩およびＴＥＡ塩から選択される、請求項２０のいずれかに記載の界面活性剤－
ポリマーブレンド。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤が、ココイルグルタミン酸ナトリウム、ココ
イルアラニン酸ナトリウム、ココイルグリシン酸カリウムおよびその混合物から選択され
る、請求項１～２１のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項２３】
　アミノ酸界面活性剤組成物において泡量を安定化させるための方法であって、
（ｉ）アクリル酸、メタクリル酸およびその混合物から選択される少なくとも１つのα，
β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー、
（ｉｉ）Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリレート、Ｃ１～Ｃ４アルキルメタクリレートおよびそ
の混合物から選択される少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽
和モノマー、および
（ｉｉｉ）セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メ
タ）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエ
トキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート、セロチルポリ
エトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メ
リシルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ラセリルポリエトキシ化（メタ）アクリレ
ート、ノニルフェノールポリエトキシ化（メタ）アクリレート、トリスチリルフェノール
ポリエトキシ化（メタ）アクリレート、パルミルポリエトキシ化イタコネート、ステアリ
ルポリエトキシ化イタコネート、ベヘニルポリエトキシ化イタコネート、パルミルポリエ
トキシ化マレエート、ステアリルポリエトキシ化マレエート、ベヘニルポリエトキシ化マ
レエート、パルミルポリエトキシ化アリルエーテル、ステアリルポリエトキシ化アリルエ
ーテル、ベヘニルポリエトキシ化アリルエーテルから選択される、少なくとも１つのエチ
レン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーであって、上記モノマーのポリエトキシ化部分
が１５～約６０個のエチレンオキシド繰り返し単位を含むモノマー
を含む混合物から重合させた十分な量の疎水性修飾ポリマーを添加するステップを含む方
法。
【請求項２４】
　前記疎水性修飾ポリマーは、（ｉ）約３０重量％～約５０重量％の前記少なくとも１つ
のα，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー、（ｉｉ）約３０重量％～約７０重量％
の前記少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマー、およ
び（ｉｉｉ）約７．５重量％～約１５重量％の前記少なくとも１つのエチレン性不飽和の
疎水性修飾会合性モノマーを含むモノマー混合物から重合させる、請求項２３に記載の方
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法。
【請求項２５】
　前記十分な量の前記疎水性修飾ポリマーを、前記アミノ酸界面活性剤組成物の全重量に
対して０．１重量％～約１０重量％の範囲の量で添加する、請求項２３～２４のいずれか
に記載の方法。
【請求項２６】
　前記アミノ酸界面活性剤が、Ｎ－アシル化グルタミン酸のモノカルボン酸塩およびジカ
ルボン酸塩、Ｎ－アシル化アラニンのカルボン酸塩、Ｎ－アシル化グリシンのカルボン酸
塩、Ｎ－アシル化サルコシンのカルボン酸塩ならびにその混合物から選択される、請求項
２３～２５のいずれかに記載の方法。
【請求項２７】
　前記アミノ酸界面活性剤塩が、そのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩および
ＴＥＡ塩から選択される、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記アミノ酸界面活性剤が、ココイルグルタミン酸ナトリウム、ココイルアラニン酸ナ
トリウム、ココイルグリシン酸カリウムおよびその混合物から選択される、請求項２３～
２７のいずれかに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の分野）
　本発明は、様々なパーソナルケア、ヘルスケア、ホームケアおよびクレンジング製品に
おいて有用な界面活性剤－ポリマーブレンドに関する。一実施形態では、本発明の界面活
性剤－ポリマーブレンドは、（ａ）少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤と、（ｂ）（ｉ
）α，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー；（ｉｉ）非イオン性、共重合性α，β
－エチレン性不飽和モノマーおよび（ｉｉｉ）エチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノ
マーを含むモノマー混合物から重合させた少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーとを含む
。他の実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、（ａ）少なくとも１つ
のアミノ酸界面活性剤と、（ｂ）（ｉ）α，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー；
（ｉｉ）非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマーおよび（ｉｉｉ）エチ
レン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーを含む混合物から形成された少なくとも１つの
疎水性修飾ポリマーと、（ｃ）脂肪酸でエステル化されたアルコキシ化メチルグルコース
エーテルから選択される少なくとも１つの二次増粘剤とを含む。本発明の界面活性剤－ポ
リマーブレンドは、これらに限定されないが、パーソナルケア製品、ヘルスケア製品、ハ
ウスホールドケア製品、施設および産業用ケア製品を含む様々な製品ならびに産業用途品
において有用である。
【背景技術】
【０００２】
　（発明の背景）
　界面活性剤は、湿潤剤、洗剤および乳化剤として、水性のパーソナルケア、ハウスホー
ルドケアおよび産業および施設用ケア配合物において広く使用されている。パーソナルケ
アクレンジング製品（例えばシャンプー、ボディソープ、洗顔クレンザー、液体ハンドソ
ープ等）、ハウスホールドケアクリーニング製品（例えば硬表面クリーナー、洗濯用洗剤
、食器洗い用洗剤、自動食器洗い器用洗剤、シャワー用クレンザー、浴室用クリーナー、
洗車用洗剤等）ならびに産業および施設用ケアクリーナー（高力価クリーナー、洗剤等）
において、界面活性剤パッケージは、洗浄性配合物における最も重要な成分の１つである
。これらの組成物は一般に、活性な洗浄性構成成分として１つまたは複数の界面活性剤の
混合物を含む。界面活性剤は、１）汚れた基材の湿潤性を向上させ、２）その基材から汚
れおよび／または皮脂をほぐし出し、３）水性洗浄媒体中のほぐされた汚れ／皮脂粒子を
乳化、安定化および／または懸濁化させる。
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【０００３】
　基本的には、どの部類の界面活性剤（例えばカチオン性、アニオン性、非イオン性、両
性）もクレンジングまたはクリーニング用途に適しているが、実際には、大部分のパーソ
ナルケアクレンザーおよびハウスホールドクリーニング製品は、アニオン性界面活性剤、
または一次洗浄剤としてのアニオン性界面活性剤と他の界面活性剤の部類から選択される
１つもしくは複数の二次界面活性剤との組合せと配合される。アニオン性界面活性剤は、
その優れた洗浄性および発泡性のため、クレンザーおよびクリーニング製品における洗浄
剤としてしばしば用いられる。消費者の観点からは、泡の量と安定性は、消費者が受けと
めるその組成物の洗浄効果と直接関係する。発生する泡量が大きければ大きいほど、また
泡が安定していればいるほど、消費者にはその組成物の見かけの洗浄作用がより効果的で
あると思われる。これらの配合物において従来から利用されているアニオン性界面活性剤
には、アルキル硫酸塩およびアルキルベンゼンスルホン酸塩が含まれる。これらの界面活
性剤は効果的な洗浄剤であり、大きな泡量をもたらし、優れた泡安定性を有するが、これ
らは重度の眼刺激物であり、一部の過敏なヒトに軽度から中程度の皮膚炎症をもたらす恐
れがある。したがって、水性クレンジング組成物が非常に泡立ちよくかつマイルドである
ことが消費者にとって益々重要になってきている。
【０００４】
　アニオン性硫酸塩により引き起こされる刺激性をエトキシ化により低減させることがで
きることは公知である。しかし、刺激性の低減は、それに応じた泡量の減少を伴う。例え
ば、高発泡性の界面活性剤であるラウリル硫酸ナトリウムは著しい眼の炎症を引き起こす
。これに対して、ラウレス－１２硫酸ナトリウム（１２個のエトキシ基を含む対応するエ
トキシレート）はほぼ完全に非刺激性であるが性能の劣る発泡剤である（非特許文献１を
参照されたい）。エトキシ化アルキル硫酸塩の低発泡性は他の多くの出版物に報告されて
いる。例えば特許文献１は、その分子に６個以上のエトキシ基が付加されると、アルキル
（Ｃ１０～Ｃ１８）硫酸塩の発泡性が劇的に低下することを開示している。アニオン性界
面活性剤の刺激性の悪影響を弱める他の試みが、泡を発生させるアニオン性界面活性剤の
一部を非常にマイルドな二次界面活性剤で置き換えることによってなされている。特許文
献２の開示によれば、アニオン性界面活性剤を非イオン性および／または両性界面活性剤
と一緒に使用する。しかし、クレンジングまたはクリーニング組成物中のアニオン性界面
活性剤の量を減少させると、その組成物の洗浄および発泡特性に悪影響を及ぼす。
【０００５】
　結果として、消費者のマイルドで高発泡性のクレンザーへの要求に適合するように、ア
ミノ酸界面活性剤などのマイルドな界面活性剤がよりしばしば使用されている。アミノ酸
ベースの界面活性剤は、皮膚や眼へのそのマイルドさ、毛髪や皮膚に対するコンディショ
ニングの利益、発泡特性および皮脂の存在下で安定した泡プロファイルを維持する能力に
ついて公知である。さらに、これらの界面活性剤は、野菜油やアミノ酸などの天然由来の
再生可能資源から誘導される点で環境に優しいものである。しかし、エトキシ化アルキル
硫酸塩界面活性剤と比較して、アミノ酸ベースの界面活性剤は、市場で一般に入手できる
レオロジー調整剤または増粘剤と配合する場合、増粘させるのが困難であり、発泡能力の
低下の問題があるので配合するのが容易ではない。
【０００６】
　液体クレンザーまたはクリーナーは、良好な泡プロファイルを生み出す能力を維持しな
がら、理想的な粘度を実現するように配合しなければならない。理想的な粘度は、より濃
度の薄い製品と比較して、使用の際の製品の取り扱いおよび分注の制御を可能にする。パ
ーソナルケアのクレンジング用途では、濃厚でリッチな高発泡性のシャンプーまたはボデ
ィクレンザーは、感覚および使用上の観点から消費者の興味をそそるものである。理想的
な粘度プロファイルによって、水平でない身体の表面に施用しても流れ落ちない使いやす
い製品の配合が可能になる。液体ボディクレンジング組成物のシア・シニングプロファイ
ルは、低いせん断条件でより高い粘度を示し、高いせん断条件でより低い粘度を示して製
品の施用および身体からのその除去を助けるはずである。これらの特性は、クレンジング
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組成物をヒトの皮膚や毛髪に局所的に施用する場合、特に有用である。
【０００７】
　天然由来と合成由来の両方の多くのレオロジー調整剤が公知である。天然由来のレオロ
ジー調整剤には、例えばカゼイン、アルギン酸塩、トラガカントゴムならびにメチルセル
ロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロースおよびカルボメト
キシセルロースを含む変性セルロースが含まれる。これらの天然産物は、その増粘効率が
変動し、一般に低い流動性とレベリング特性をもたらす。これらはまた微生物の攻撃も受
けやすく、追加的な抗菌剤の存在を必要とする。合成由来のレオロジー調整剤には、種々
のアクリルポリマーおよび無水マレイン酸コポリマーが含まれる。これらのいくつかはｐ
Ｈ依存性であることが分かっており、他は加水分解的に不安定であり、いくつかは粘度を
効果的に増大させるために大量の増粘剤を必要とし、他は水系で通常見られる種々の成分
に対して敏感であり、さらに他は粘度を所望のレベルまたは適切なレベルまで増大させる
ために大量の塩を必要とする。
【０００８】
　上記に鑑みて、当技術分野では、組成物の泡プロファイルに悪影響を及ぼすことなく、
アミノ酸ベースの界面活性剤を含むクレンジング組成物を増粘させるのに適したレオロジ
ー調整剤が必要とされている。さらに、当技術分野では、優れた透明性、優れた流動特性
および低使用レベルでの流れの美しさを提供する増粘系も必要とされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許第４，１３２，６７８号明細書
【特許文献２】米国特許第４，７２６，９１５号明細書
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】Ｓｃｈｏｅｎｂｅｒｇ、「Ｂａｂｙ　Ｓｈａｍｐｏｏ」、Ｈｏｕｓｅｈ
ｏｌｄ　＆　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　６０（１９７９
年９月）
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　（発明の要旨）
　本発明は、様々なパーソナルケア、ヘルスケア、ホームケアおよびクレンジング製品に
おいて有用な界面活性剤－ポリマーブレンドに関する。一実施形態では、本発明の界面活
性剤－ポリマーブレンドは、（ａ）少なくとも１つのアミノ酸ベースの界面活性剤と、（
ｂ）（ｉ）α，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー；（ｉｉ）非イオン性、共重合
性α，β－エチレン性不飽和モノマーおよび（ｉｉｉ）エチレン性不飽和の疎水性修飾会
合性モノマーを含む混合物から重合させた少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーとを含む
。他の実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、（ａ）少なくとも１つ
のアミノ酸ベースの界面活性剤と、（ｂ）（ｉ）α，β－エチレン性不飽和カルボン酸モ
ノマー；（ｉｉ）非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマーおよび（ｉｉ
ｉ）エチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーを含む混合物から重合させた少なくと
も１つの疎水性修飾ポリマーと、（ｃ）脂肪酸でエステル化されたエトキシ化メチルグル
コースエーテルから選択される少なくとも１つの二次界面活性剤とを含む。本発明の界面
活性剤－ポリマーブレンドは、これらに限定されないが、パーソナルケア製品、ヘルスケ
ア製品、ハウスホールドケア製品、施設および産業用ケア製品を含む様々なクレンジング
およびクリーニング製品ならびに産業用途品において有用である。
【００１２】
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、その固有の不都合な特性を有するパーソナ
ルケア、ハウスホールドケア、ヘルスケアならびに施設および産業用ケア組成物中のアニ
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オン性界面活性剤（例えばアルキル硫酸塩およびアルキルベンゼンスルホン酸塩ならびに
そのエトキシ化誘導体）を置き換えるのに使用するか、あるいは、アニオン性界面活性剤
の量を減少させるのと組み合わせてこれらの悪影響を軽減するのに使用し、同時にそうし
た組成物の所望の洗浄、発泡および粘度特性を維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の選択されたアミノ酸界面活性剤－ポリマーブレンド配合物を比
較する粘度曲線のグラフである。
【図２】図２は、電解質添加の悪影響を例示する選択されたアミノ酸界面活性剤－ポリマ
ーブレンド配合物についての粘度曲線のグラフである。
【図３】図３は、アニオン性および両性界面活性剤と組み合わせた本発明の選択されたア
ミノ酸界面活性剤－ポリマーブレンド配合物を比較する粘度曲線のグラフである。
【図４】図４は、エステル化されたアルコキシ化メチルグルコシドと組み合わせた本発明
の選択されたアミノ酸界面活性剤－ポリマーブレンド配合物についての相乗効果を例示す
る粘度曲線である。
【図５】図５は、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンド配合物と配合物ブランクを比較
する泡量プロットである。
【図６】図６は、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンド配合物と配合物ブランクの泡量
の減衰を経時的に比較する泡安定性プロットである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　（発明の詳細な説明）
　本発明は、様々なパーソナルケア製品用の増粘剤として有用な界面活性剤－ポリマーブ
レンドに関する。一実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、（ａ）少
なくとも１つのアミノ酸ベースの界面活性剤と、（ｂ）（ｉ）α，β－エチレン性不飽和
カルボン酸モノマー；（ｉｉ）非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマー
および（ｉｉｉ）エチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーを含む混合物から形成さ
れた少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーとを含む。他の実施形態では、本発明の界面活
性剤－ポリマーブレンドは、（ａ）少なくとも１つのアミノ酸ベースの界面活性剤と、（
ｂ）（ｉ）α，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー；（ｉｉ）非イオン性、共重合
性α，β－エチレン性不飽和モノマーおよび（ｉｉｉ）エチレン性不飽和の疎水性修飾会
合性モノマーを含む混合物から形成された少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーと、（ｃ
）脂肪酸でエステル化されたエトキシ化メチルグルコースエーテルから選択される少なく
とも１つの二次界面活性剤とを含む。本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、これら
に限定されないが、パーソナルケア製品、ヘルスケア製品、ハウスホールドケア製品、施
設および産業用ケア製品を含む様々なクレンジングおよびクリーニング製品ならびに産業
用途品において有用である。
【００１５】
　本発明のポリマーおよび組成物は、本明細書で説明する成分、要素およびプロセス概要
説明を含む、それからなる、またはそれから本質的になることが適切であり得る。本明細
書で例示的に開示される本発明は、本明細書で具体的に開示されていない任意の要素の非
存在下で適切に実施することができる。
【００１６】
　一実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、直線状、非架橋型の疎水
性修飾ポリメタクリル酸多価電解質ポリマーである。一実施形態では、本発明の界面活性
剤－ポリマーブレンドは、マイルドな高発泡性の洗浄剤を必要とするクレンジング組成物
において優れた増粘効率を有する。
【００１７】
　本明細書で用いる「中程度の量の電解質」は、組成物中に存在する１つまたは複数の電
解質の量が、組成物の全量に対して約４重量％未満、約３重量％未満、約２重量％未満、
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約１．５重量％未満、さらには約１重量％未満であることを意味する。
【００１８】
　アミノ酸界面活性剤　－　成分（ａ）
　本発明の一実施形態では、マイルドな高発泡性の洗浄剤として有用なアミノ酸ベースの
界面活性剤は、アミノ酸塩のα炭素に位置するアミン基がＣ１０～Ｃ２２脂肪酸誘導体で
アシル化されたα－アミノ酸のカルボン酸塩から誘導される。本発明を実施するのに適し
たアミノ酸ベースの界面活性剤には、式：
【００１９】
【化１】

で表される界面活性剤が含まれる。式中、Ｘは１０～２２個の炭素原子を有する飽和また
は不飽和炭化水素基を表し、Ｙは水素またはメチルであり、Ｚは水素、－ＣＨ３、－ＣＨ
（ＣＨ３）２、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２、－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＨ２Ｃ

６Ｈ５、－ＣＨ２Ｃ６Ｈ４ＯＨ、－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ３、－（ＣＨ２）４

ＮＨ２、－（ＣＨ２）３ＮＨＣ（ＮＨ）ＮＨ２、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋、－（ＣＨ２

）２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋から選択され、ダッシュ記号はアミノ酸構造中のそれぞれのＹ置換
基と窒素原子との間の結合を表す。Ｍは塩形成カチオンである。一態様では、Ｘは、直鎖
状または分枝鎖状Ｃ１０～Ｃ２２アルキル基および直鎖状または分枝鎖状Ｃ１０～Ｃ２２

アルケニル基から選択される基を表す。一態様では、Ｍ＋は、ナトリウム、カリウム、ア
ンモニウムおよびトリエタノールアミン（ＴＥＡ）から選択される。
【００２０】
　上記界面活性剤は、例えばアラニン、アルギニン、アスパラギン酸、グルタミン酸、グ
リシン、イソロイシン、ロイシン、リシン、フェニルアラニン、セリン、チロシンおよび
バリンなどのα－アミノ酸から誘導することができる。これらのアミノ酸のカルボン酸塩
は、塩基によるそれぞれのアミノ酸の中和などによって常法で生成させることができる。
中和されたアミノ酸のα炭素に位置するアミン基を、周知のショッテン－バウマン反応に
よって塩基の存在下、脂肪酸ハライド（アシルハライド）でアシル化してアミドを得、そ
れによって所望の界面活性剤反応生成物を生成する。
【００２１】
　アミノ酸カルボン酸塩のアシル化に適したアシルハライドには、アシルクロリド、ブロ
ミド、フロリドおよびアイオダイドが含まれる。アシルハライドは、飽和または不飽和、
直鎖状または分枝鎖状Ｃ１０～Ｃ２２脂肪酸をチオニルハライド（ブロミド、クロリド、
フロリド、アイオダイド）と反応させることによって調製することができる。代表的なア
シルハライドには、これらに限定されないが、塩化デカノイル、塩化ドデカノイル（塩化
ラウロイル）、塩化ココイル（ココナツオイルに由来する脂肪酸クロリド）、塩化テトラ
デカノイル（塩化ミリストイル）、塩化ヘキサデカノイル（塩化パルミトイル）、塩化オ
クタデカノイル（塩化ステアロイル）、塩化９－オクタデセノイル（塩化オレオイル）、
塩化エイコサノイル（塩化アラキドイル）、塩化ドコサノイル（塩化ベヘノイル）および
その混合物から選択されるアシルクロリドが含まれる。他のアシルハライドには、上記脂
肪酸のブロミド、フロリドおよびアイオダイドが含まれる。アシルハライドの調製方法な
らびにアミノ酸をアシル化するための代替法は、２００８年８月２１日公開の米国特許出
願公開第２００８／０２００７０４号に記載されている。この出願を参照により本明細書
に組み込む。



(11) JP 2013-530257 A 2013.7.25

10

20

30

40

50

【００２２】
　適切なアミノ酸ベースの界面活性剤には、これらに限定されないが、Ｎ－アシル化グル
タミン酸のモノおよびジカルボン酸塩（例えばナトリウム、カリウム、アンモニウムおよ
びＴＥＡ）、例えばココイルグルタミン酸ナトリウム、ラウロイルグルタミン酸ナトリウ
ム、ミリストイルグルタミン酸ナトリウム、パルミトイルグルタミン酸ナトリウム、ステ
アロイルグルタミン酸ナトリウム、ココイルグルタミン酸二ナトリウム、ステアロイルグ
ルタミン酸二ナトリウム、ココイルグルタミン酸カリウム、ラウロイルグルタミン酸カリ
ウムおよびミリストイルグルタミン酸カリウム；Ｎ－アシル化アラニンのカルボン酸塩（
例えばナトリウム、カリウム、アンモニウムおよびＴＥＡ）、例えばココイルアラニン酸
ナトリウムおよびＴＥＡラウロイルアラニネート；Ｎ－アシル化グリシンのカルボン酸塩
（例えばナトリウム、カリウム、アンモニウムおよびＴＥＡ）、例えばココイルグリシン
酸ナトリウムおよびココイルグリシン酸カリウム；Ｎ－アシル化サルコシンのカルボン酸
塩（例えばナトリウム、カリウム、アンモニウムおよびＴＥＡ）、例えばラウロイルサル
コシン酸ナトリウム、ココイルサルコシン酸ナトリウム、ミリストイルサルコシン酸ナト
リウム、オレオイルサルコシン酸ナトリウムおよびラウロイルサルコシン酸アンモニウム
ならびに上記界面活性剤の混合物が含まれる。
【００２３】
　本明細書のパーソナルケア、ハウスホールドケアならびに産業および施設用ケア組成物
に含めることができるアミノ酸ベースの界面活性剤の量は、界面活性剤が含まれる組成物
の全重量に対して、本発明の一態様では約３重量％～約５０重量％、他の態様では約５重
量％～約４０重量％、他の態様では約８重量％～約３０重量％、さらに他の態様では約１
０重量％～約２５重量％の範囲であってよい。重量は全て、活性物質１００パーセントに
対する重量である。
【００２４】
　疎水性修飾増粘ポリマー　－　成分（ｂ）
　本発明の一実施形態では、上記のアミノ酸ベースの界面活性剤と組み合わせるのに有用
な疎水性修飾増粘ポリマーは、ポリマー主鎖中に疎水性置換基を含む疎水性修飾アルカリ
溶解性コポリマーである。一態様では、本発明のポリマー成分（ｂ）は、（ｉ）α，β－
エチレン性不飽和カルボン酸モノマー；（ｉｉ）非イオン性、共重合性α，β－エチレン
性不飽和モノマーおよび（ｉｉｉ）エチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーから重
合させた水性乳化コポリマーである。
【００２５】
　成分（ｉ）は式（ＩＩＩ）：
【００２６】
【化２】

［式中、Ｒ１は水素、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ１

２アルキル基であり、Ｒ２は水素、－Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１

～Ｃ１２アルキル基であり、Ｘ１およびＸ２は独立に、水素または直鎖状もしくは分枝鎖
状Ｃ１～Ｃ１２アルキル基から選択されるが、ただし、Ｘ１とＸ２がどちらも存在する場
合はＸ１およびＸ２の少なくとも１つが水素であり、Ｘ１だけが存在する場合はＸ１が水
素である］による少なくとも１つのα，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマーから選
択される。他の実施形態では、Ｒ１は水素、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状もしく
は分枝鎖状Ｃ１～Ｃ１０アルキル基であり、Ｒ２は水素、－Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状
もしくは分枝鎖状Ｃ２～Ｃ１０アルキル基であり、Ｘ１は水素または直鎖状もしくは分枝
鎖状Ｃ２～Ｃ１０アルキル基であるが、ただし、Ｘ１とＸ２がどちらも存在する場合はＸ

１およびＸ２の少なくとも１つが水素であり、Ｘ１だけが存在する場合はＸ１が水素であ
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る。本発明のさらに他の実施形態では、Ｒ１は水素、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖
状もしくは分枝鎖状Ｃ３～Ｃ８アルキル基であり、Ｒ２は水素、－Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または
直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ３～Ｃ８アルキル基であり、Ｘ２は水素または直鎖状もしくは
分枝鎖状Ｃ３～Ｃ８アルキル基であるが、ただし、Ｘ１とＸ２がどちらも存在する場合は
Ｘ１およびＸ２の少なくとも１つが水素であり、Ｘ１だけが存在する場合はＸ１が水素で
ある。さらに他の実施形態では、Ｒ１は水素、メチル、直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ

４アルキル基または－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＸ２であり、Ｒ２は水素、直鎖状もしくは分枝鎖
状Ｃ１～Ｃ４アルキル基または－Ｃ（Ｏ）ＯＸ２であり、Ｘ１は水素または直鎖状もしく
は分枝鎖状Ｃ１～Ｃ４アルキル基であるが、ただし、Ｘ１とＸ２がどちらも存在する場合
はＸ１およびＸ２の少なくとも１つが水素であり、Ｘ１だけが存在する場合はＸ１が水素
である。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値
（炭素原子数値を含む）または限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及
されていない追加的な範囲を形成することができる。
【００２７】
　成分（ｉ）の酸モノマーの例には、これらに限定されないが、アクリル酸、メタクリル
酸、クロトン酸、アシルオキシプロピオン酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、アコ
ニット酸、二塩基酸もしくは三塩基酸の半エステルもしくはモノエステル、例えばマレイ
ン酸のモノブチルエステルまたはその２つ以上の適切な混合物が含まれる。他の実施形態
では、アクリル酸、メタクリル酸またはその混合物が成分（ｉ）の酸モノマーとして使用
される。
【００２８】
　成分（ｉｉ）は式（ＩＶ）：
【００２９】
【化３】

（式中、Ｒ３は水素または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ８アルキル基であり、Ｒ４は
直鎖状または分枝鎖状Ｃ１～Ｃ１２アルキル基である）による少なくとも１つの非イオン
性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマーから選択される。他の実施形態では、Ｒ

３は水素または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ４アルキル基であり、Ｒ４は直鎖状また
は分枝鎖状Ｃ２～Ｃ８アルキル基である。さらに他の実施形態では、Ｒ３は水素またはメ
チル基であり、Ｒ４は直鎖状または分枝鎖状Ｃ１～Ｃ４アルキル基である。ここで、本明
細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値（炭素原子数値を含む
）または限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な
範囲を形成することができる。
【００３０】
　成分（ｉｉ）の非イオン性モノマーの例には、これらに限定されないが、Ｃ１～Ｃ４ア
ルキルアクリレートおよびメタクリレート、例えばメチルアクリレート、エチルアクリレ
ート、ブチルアクリレート、エチルメタクリレートまたはその２つ以上の適切な混合物が
含まれる。
【００３１】
　成分（ｉｉｉ）は式（Ｖ）：
【００３２】
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【化４】

［式中、Ｒ５は直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ３～Ｃ６０アルキル基またはＣ５～Ｃ３５アル
カリール基であり、そのアルカリール基は直鎖状または分枝鎖状アルキル部分に１～２５
個の炭素原子を有し、アリール部分に４～１０個の炭素原子を有し、ｘは約３～約２００
の範囲の整数であり、ｙは０～約１００の範囲の整数であり、Ａは式（ＶＩ）：
【００３３】

【化５】

（式中、各Ｒ６は独立に、水素、直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ８アルキル基または－
Ｃ（Ｏ）ＯＨから選択され、Ｒ７は水素または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ８アルキ
ル基であり、上記式（Ｖ）と結合する連結基Ｚは－ＣＨ２－または－Ｃ（Ｏ）－である）
と一致する残基である］による少なくとも１つのエチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モ
ノマーから選択される。他の実施形態では、Ｒ５は直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ６～Ｃ５５

アルキル基またはＣ７～Ｃ３０アルカリール基であり、そのアルカリール基は、直鎖状ま
たは分枝鎖状アルキル部分に２～２２個の炭素原子を有し、アリール部分に５～８個の炭
素原子を有し、ｘは約６～約１００の範囲の整数であり、ｙは１～約７５の範囲の整数で
あり、各Ｒ６は独立に、水素、直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ２～Ｃ６アルキル基または－Ｃ
（Ｏ）ＯＨから選択され、Ｒ７は水素、直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ６アルキル基ま
たは－Ｃ（Ｏ）ＯＨである。さらに他の実施形態では、Ｒ５は直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ

８～Ｃ５０アルキル基またはＣ８～Ｃ２２アルカリール基であり、そのアルカリール基は
、直鎖状または分枝鎖状アルキル部分に２～１４個の炭素原子を有し、アリール部分に６
～８個の炭素原子を有し、ｘは約７～約７５の範囲の整数であり、ｙは２～約５０の範囲
の整数であり、各Ｒ６は独立に、水素、直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ５アルキル基ま
たは－Ｃ（Ｏ）ＯＨから選択され、Ｒ７は水素、直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ５アル
キル基または－Ｃ（Ｏ）ＯＨである。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のとこ
ろと同じように、個々の数値（炭素原子数値を含む）または限界を組み合わせて、開示さ
れていないかつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することができる。
【００３４】
　さらに他の実施形態では、Ｒ５は直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１０～Ｃ４０アルキル基ま
たはＣ８～Ｃ２２アルカリール基であり、そのアルカリール基は、直鎖状または分枝鎖状
アルキル部分に２～１４個の炭素原子を有し、アリール部に６～８個の炭素原子を有し、
ｘは約１０～約６０の範囲の整数であり、ｙは０～約３０の範囲の整数であり、Ａはアリ
ルアルコールの残基またはアクリル酸、メタクリル酸もしくはイタコン酸基の残基である
。さらに他の実施形態では、Ｒ５は直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１０～Ｃ４０アルキル基ま
たはＣ８～Ｃ２２アルカリール基であり、そのアルカリール基は、直鎖状または分枝鎖状
アルキル部分に２～１４個の炭素原子を有し、アリール部分に６～８個の炭素原子を有し
、ｘは約１６～約２５の範囲の整数であり、ｙは０～約３０であり、Ａはアリルアルコー
ルの残基またはアクリル酸、メタクリル酸もしくはイタコン酸基の残基である。ここで、
本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値（炭素原子数値を
含む）または限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されていない追加
的な範囲を形成することができる。
【００３５】
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　上記に照らして、本発明の成分（ｃ）を形成させるのに使用される成分（ｉｉｉ）（エ
チレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマー）の適切な例には、これらに限定されないが
、セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート（ＣＥＭ）、セテアリルポリエトキシ化（
メタ）アクリレート（ＣＳＥＭ）、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ア
ラキジルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート
（ＢＥＭ）、セロチル（ｃｅｒｏｔｙｌ）ポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モンタ
ニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキシ化（メタ）アクリレー
ト、ラセリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ノニルフェノールポリエトキシ化（
メタ）アクリレート（ＮＥＭ）、トリスチリルフェノールポリエトキシ化（メタ）アクリ
レート（ＴＥＭ）、パルミルポリエトキシ化イタコネート（ＰＥＩ）、ステアリルポリエ
トキシ化イタコネート（ＳＥＩ）、ベヘニルポリエトキシ化イタコネート（ＢＥＩ）、パ
ルミルポリエトキシ化マレエート（ＰＥＭＬ）、ステアリルポリエトキシ化マレエート（
ＳＥＭ）、ベヘニルポリエトキシ化マレエート（ＢＥＭＬ）、パルミルポリエトキシ化ア
リルエーテル（ＰＥＡＥ）、ステアリルポリエトキシ化アリルエーテル（ＳＥＡＥ）、ベ
ヘニルポリエトキシ化アリルエーテル（ＢＥＡＥ）が含まれる。上記モノマーのポリエト
キシ化部分は、約３～約２００個のエチレンオキシド繰り返し単位、約５～約１００個の
エチレンオキシド繰り返し単位、さらには約１５～約６０個のエチレンオキシド繰り返し
単位を含む。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の
数値または限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的
な範囲を形成することができる。
【００３６】
　一実施形態では、本発明のブレンドの成分（ｂ）の少なくとも１つの疎水性修飾ポリマ
ーを生成するための適切な重合反応において使用される成分（ｉ）、（ｉｉ）および（ｉ
ｉｉ）の量は以下の通りである：（ｉ）１つまたは複数のα，β－エチレン性不飽和カル
ボン酸モノマー約２．５重量％～約７５重量％；（ｉｉ）１つまたは複数の非イオン性、
共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマー約０重量％～約９０重量％および（ｉｉｉ）
１つまたは複数のエチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマー約０．５重量％～約４０
重量％。他の実施形態では、成分（ｉ）、（ｉｉ）および（ｉｉｉ）の量は以下の通りで
ある：（ｉ）約５重量％～約７０重量％；（ｉｉ）約５重量％～約８５重量％および（ｉ
ｉｉ）約１重量％～約３０重量％。さらに他の実施形態では、成分（ｉ）、（ｉｉ）およ
び（ｉｉｉ）の量は以下の通りである：（ｉ）約１０重量％～約６０重量％；（ｉｉ）約
１０重量％～約８０重量％および（ｉｉｉ）約２．５重量％～約２５重量％。さらに他の
実施形態では、成分（ｉ）、（ｉｉ）および（ｉｉｉ）の量は以下の通りである：（ｉ）
約２０重量％～約５５重量％；（ｉｉ）約２０重量％～約７５重量％および（ｉｉｉ）約
５重量％～約２０重量％。さらに他の実施形態では、成分（ｉ）、（ｉｉ）および（ｉｉ
ｉ）の量は以下の通りである：（ｉ）約３０重量％～約５０重量％；（ｉｉ）約３０重量
％～約７０重量％および（ｉｉｉ）約７．５重量％～約１５重量％。ここで、本明細書お
よび特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値（炭素原子数値を含む）また
は限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲を
形成することができる。様々な「添加物」の各モノマーまたは成分の総量は、各成分を個
別にとり、本明細書で開示する最大量を用いて合計する場合、個別に合計すると１００重
量％を超える可能性があるが、当業者はこれが事実ではないことを認識されよう。
【００３７】
　他の実施形態では、成分（ｉ）、（ｉｉ）および（ｉｉｉ）は、それらがすぐ下に示す
式で表されるポリマー成分（ｂ）をもたらすように選択される。以下の場合、式（Ｖ）中
のｙはゼロである。以下の構造は例示のためのものであり、本発明の範囲を限定するもの
と解釈されるべきではない。本発明は、上記で論じた式および開示に従って、広く解釈さ
れるべきである。
【００３８】
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【化６】

上記構造において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５およびＲ７は上記に定義した通りであり、ｍ
は約１～約９８の範囲の整数であり、ｎは約１～約９８の範囲の整数であり、ｐは約１～
約４５の範囲の整数であり、ｑは０～約１００の範囲の整数である。他の実施形態では、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５およびＲ７は上記に定義した通りであり、ｍは約５～約７５の範
囲の整数であり、ｎは約５～約７５の範囲の整数であり、ｐは約２～約３０の範囲の整数
であり、ｑは５～約７５の範囲の整数である。ただし、ｍ＋ｎ＋ｐは合計が１００となる
ように選択される。さらに他の実施形態では、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５およびＲ７は上記
に定義した通りであり、ｍは約１０～約６０の範囲の整数であり、ｎは約１０～約６０の
範囲の整数であり、ｐは約３～約２０の範囲の整数であり、ｑは一態様では７～約６０、
他の態様では１５～約４０、他の態様では２０～約３５の範囲の整数である。ただし、ｍ
＋ｎ＋ｐは合計が１００となるように選択される。ここで、本明細書および特許請求の範
囲の他のところと同じように、個々の数値（炭素原子数値を含む）または限界を組み合わ
せて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することがで
きる。
【００３９】
　さらに他の実施形態では、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５およびＲ７は上記に定義した通りで
あり、ｍは約１～約６０の範囲の整数であり、ｎは約１～約４０の範囲の整数であり、ｐ
は約１～約２０の範囲の整数であり、ｑは０～約２５の範囲の整数である。ただし、ｍ＋
ｎ＋ｐは合計が１００となるように選択される。さらに他の実施形態では、ｑがゼロであ
る場合、Ｒ５は直鎖状または分枝鎖状Ｃ８～Ｃ４０アルキル基である。ここで、本明細書
および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値（炭素原子数値を含む）ま
たは限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲
を形成することができる。
【００４０】
　他の実施形態では、本発明のブレンドのポリマー成分（ｂ）は架橋していても架橋され
ていなくても（すなわち直鎖状）よい。他の実施形態では、本発明のブレンドのポリマー
成分（ｂ）は架橋されていない（すなわち直鎖状）。一実施形態では、本発明のブレンド
の成分（ｂ）は、モノマーを乳化し、得られたポリマーを安定した分散状態に維持するた
めの適切な乳化剤を使用する従来のエマルジョン重合法で調製することができる。この場
合、ポリマー成分（ｂ）は、上記ポリマー成分の１つまたは複数を約１重量％～約６０重
量％含み、そのエマルジョンの残りが主として水である水性エマルジョンを含む。
【００４１】
　適切な１つの調製手法が米国特許第４，６１６，０７４号に記載されている。この開示
を参照により本明細書に組み込む。米国特許第４，６１６，０７４号で開示されている方
法では、重合を連続、半連続または回分方式で実施し、重合反応は４０℃～９０℃で開始
している。過硫酸アンモニウムまたは過硫酸カリウムなどの熱分解開始剤を使用するか、
またはｔ－ブチルヒドロペルオキシド／ビサルファイトなどのレドックス開始剤をより低
温で使用している。乳化剤は通常、安定した水分散が保持されるように、モノマーチャー
ジの全重量に対して約１重量％～約３重量％の濃度で反応媒体中に含有させる。適切な乳
化剤には、これらに限定されないが、ラウリル硫酸ナトリウム、ドデシルベンゼンスルホ
ン酸ナトリウムならびに他のアンモニウムおよびアルカリ金属のアルキルアリールスルホ
ン酸塩およびアルキル硫酸塩が含まれる。連続水相中でコポリマーの不溶性が維持される
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ように、重合は約５．０未満のｐＨで実施する。このポリマー分散液は、約２０重量％～
約４０重量％またはそれ以上の固形分含量でも比較的低い粘度を有する。
【００４２】
　アルカリを加えて遊離カルボキシル基の少なくとも一部を中和すると、１つまたは複数
の本発明のポリマー成分（ｂ）を含む水系は著しく増粘する。コポリマーを中和するため
に任意のアルカリを使用することができ、このアルカリは、水酸化ナトリウムもしくは水
酸化カリウム、炭酸ナトリウムなどのアルカリ金属水酸化物または水酸化アンモニウム、
メチルアミン、ジエチルアミン、トリエチルアミン、アミノメチルプロパノール（ＡＭＰ
）およびトリエタノールアミン（ＴＥＡ）などの他の塩基であってよい。一実施形態では
、中和するのに効果的なアルカリの量が使用され、それは具体的な用途に依存するが、こ
れはその混合物のｐＨを約６．０超に調節するのに十分な量である。他の実施形態では、
使用される中和剤の量は、混合物のｐＨを約６．５～１４、約７～約１２または約７．５
～約１０、さらには約７．０～約７．５に調節するのに十分な量である。ここで、本明細
書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値または限界を組み合わせ
て、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することができ
る。
【００４３】
　本発明の一実施形態では、アミノ酸ベースの界面活性剤と併用するのに有用な疎水性修
飾増粘ポリマーは、ＩＮＣＩ名アクリレート／ベヘネス－２５メタクリレートコポリマー
で商業的に入手することができる。そうしたポリマーは、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎ
ｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ、Ｉｎｃ．、Ｃｌｅｖｅｌａｎｄ、Ｏｈｉｏから市販されて
いるＮｏｖｅｔｈｉｘ（商標）Ｌ－１０という商標名で商業的に入手することができる。
【００４４】
　本明細書のパーソナルケア、ハウスホールドケアならびに産業および施設用ケア組成物
に含めることができる疎水性修飾増粘ポリマーの量は、増粘剤が含まれる組成物の全重量
に対して、本発明の一態様では約０．１重量％～約１０重量％、他の態様では約０．５重
量％～約６重量％、他の態様では約０．７５重量％～約４．５重量％、さらに他の態様で
は約１．２重量％～約３重量％であってよい。重量は全て、活性物質１００パーセントに
対する重量である。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、
個々の数値または限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されていない
追加的な範囲を形成することができる。
【００４５】
　一実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、成分（ａ）である少なく
とも１つのアミノ酸ベースの界面活性剤と、成分（ｂ）である少なくとも１つの疎水性修
飾増粘ポリマーの重量比が、一態様では約０．３：１～約５００：１、他の態様では約１
．７５：１～約１５０：１、他の態様では約３．５：１～約２５：１、さらに他の態様で
は約４：１～約１５：１の範囲となるように使用することができる。すべての比は、重量
対重量ベース（１００％活性物質）で計算される。ここで、本明細書および特許請求の範
囲の他のところと同じように、個々の数値または限界を組み合わせて、開示されていない
かつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することができる。
【００４６】
　任意選択の二次増粘剤　－　成分（ｃ）
　一実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、エステル化されたアルコ
キシ化メチルグルコシドから選択される任意選択の二次増粘剤を含むことができる。本発
明の一態様では、適切な二次増粘剤は、飽和または不飽和Ｃ１０～Ｃ２２脂肪酸でエステ
ル化されたエトキシ化メチルグルコースエーテルから選択することができる。これらの脂
肪酸エステルは、エトキシ化の合計モル数が一態様では約１００～約１５０、他の態様で
は約１１０～約１３５、他の態様では約１１５～約１２５の範囲となるように、メチルグ
ルコシド（例えばメチルグルコース）の遊離ヒドロキシル基をエチレンオキシドでエトキ
シ化することによって調製される。エトキシ化に続いて、エステル化は、一態様では約１
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．８～約４モル、約２～３．５モルの飽和または不飽和Ｃ１０～Ｃ２２脂肪酸およびその
混合物で実施する。一態様では、脂肪酸はラウリン酸、ステアリン酸、オレイン酸、リノ
ール酸、リノレン酸およびその混合物から選択される。他の態様では、本発明の界面活性
剤－ポリマーブレンドとの任意選択での組合せに有用な二次増粘剤は、約１２０モルのエ
トキシ化を含み、約２モルのオレイン酸でエステル化されているＩＮＣＩ名ＰＥＧ－１２
０メチルグルコースジオレエートで商業的に入手することができる。そうした増粘剤は、
Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ、Ｉｎｃ．、Ｃｌｅｖｅｌａ
ｎｄ、Ｏｈｉｏから市販されているＧｌｕｃａｍａｔｅ（商標）ＤＯＥ－１２０という商
標名で商業的に入手することができる。
【００４７】
　本発明の疎水性修飾増粘剤をエステル化されたアルコキシ化メチルグルコシドと組み合
わせて含むアミノ酸ベースの界面活性剤組成物は、疎水性修飾組成物だけで増粘させたア
ミノ酸界面活性剤組成物と比較して、相乗的な粘度増大効果を示すことが発見された。
【００４８】
　本発明の一実施形態では、成分（ｂ）の疎水性修飾ポリマー増粘剤と、成分（ｃ）の任
意選択の二次増粘剤の重量比は、一態様では約０．２５：１～約２：１、他の態様では約
０．７５：１～約１．５：１、他の態様では約１：１～約１．２：１の範囲の重量比を用
いることができる。ここで、すべての比は、重量対重量ベース（１００％活性物質）で計
算される。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数
値または限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な
範囲を形成することができる。
【００４９】
　一実施形態では、本明細書のパーソナルケア、ハウスホールドケアならびに産業および
施設用ケア組成物に含めることができる任意選択の二次エステル化されたアルコキシ化メ
チルグルコシド増粘剤の量は、任意選択の二次増粘剤が含まれる組成物の全重量に対して
本発明の一態様では約０重量％～約５重量％、他の態様では約１．０重量％～約３．５重
量％、他の態様では約１．７５重量％～約２．５重量％の範囲であってよい。重量は全て
、活性物質１００パーセントに対する重量である。ここで、本明細書および特許請求の範
囲の他のところと同じように、個々の数値または限界を組み合わせて、開示されていない
かつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することができる。
【００５０】
　一実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドを、増粘剤として１つまたは
複数の水性組成物（例えばパーソナルケアおよびハウスホールドケア組成物）に加えるこ
とができる。一例では、本実施形態の界面活性剤－ポリマーブレンドを、全水性組成物１
００重量％に対して約０．１重量％～約５０重量％の濃度で加えることができる。他の実
施形態では、本実施形態の界面活性剤－ポリマーブレンドを、一態様では約０．５重量％
～約４５重量％、他の態様では約１重量％～約４０重量％、他の態様では約５重量％～約
３５重量％、さらに他の態様では約１０重量％～約３０重量％、他の態様では約１５重量
％～約２５重量％の濃度で加えることができる。ここで、本明細書および特許請求の範囲
の他のところと同じように、個々の数値または限界を組み合わせて、開示されていないか
つ／または言及されていない追加的な範囲を形成することができる。
【００５１】
　一実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドまたは界面活性剤－ポリマー
－二次増粘剤ブレンドを、任意の濃度および／または重量範囲で、増粘剤として１つまた
は複数の水性組成物（例えばパーソナルケア組成物、ハウスホールドケア組成物、ヘルス
ケア組成物）に加えて、少なくとも約４，０００ｍＰａ・ｓ（２４時間後、ブルックフィ
ールドＤＶ－ＩＩ粘度計、２０ｒｐｍ、２５℃－スピンドル＃４（または必要に応じてサ
イズを変えて）で測定して）の粘度を得ることができる。他の実施形態では、本実施形態
の界面活性剤－ポリマーブレンドを任意の濃度および／または重量範囲で加えて、少なく
とも約５，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約６，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約７，５
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００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約１０，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約１２，５００ｍＰ
ａ・ｓ、少なくとも約１５，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約１７，５００ｍＰａ・ｓ、
少なくとも約２０，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約２５，０００ｍＰａ・ｓ、少なくと
も約３０，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約３５，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約４０
，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約４５，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約５０，０００
ｍＰａ・ｓ、少なくとも約５５，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約６０，０００ｍＰａ・
ｓ、少なくとも約６５，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約７０，０００ｍＰａ・ｓ、少な
くとも約７５，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約８０，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約
８５，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約９０，０００ｍＰａ・ｓ、少なくとも約９５，０
００ｍＰａ・ｓ、さらには少なくとも約１００，０００ｍＰａ・ｓの粘度を得ることがで
きる。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値ま
たは限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲
を形成することができる。
【００５２】
　上記で論じたように、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドおよび／または界面活性
剤－ポリマー－二次増粘剤ブレンドを、増粘させるのが望ましい任意の水性組成物に加え
ることができる。そうした水性組成物には、これらに限定されないが、パーソナルケア製
品、ハウスホールドケア製品、ヘルスケア製品、施設および産業用ケア製品および産業用
途品が含まれる。
【００５３】
　本明細書で用いる「パーソナルケア製品」という用語には、これらに限定されないが、
化粧品、トイレタリー、薬用化粧品および美容助剤（ｂｅａｕｔｙ　ａｉｄ）、ヒトおよ
び動物の皮膚、毛髪、頭皮および爪に施用される個人衛生およびクレンジング用製品が含
まれる。本明細書で用いる「ヘルスケア製品」という用語には、これらに限定されないが
、医薬品、薬用化粧品、口腔ケア製品（口、歯）、眼のケア用製品、耳のケア用製品なら
びに店頭販売の製品および器具、例えばパッチ、絆創膏、包帯など、ならびに健康関連ま
たは医学的状態を改善するため、衛生または健康を維持するためにヒトおよび動物の身体
にまたはその中に外部から施用される医療用デバイスなどが含まれる。「身体」という用
語には、身体全体（顔、躯幹、肢、手および足）の角質（毛髪、爪）および非角質の皮膚
領域、身体の開口部および眼の組織が含まれ、「皮膚」という用語には、頭皮および粘膜
が含まれる。本明細書で用いる「ハウスホールドケア製品」という用語には、これらに限
定されないが、表面洗浄のための家庭用ハウスホールドで用いられる製品または台所や浴
室などでの衛生状態を維持するための殺菌性のクリーニング製品ならびに衣類ケアおよび
クリーニングのための洗濯用製品などが含まれる。本明細書で用いる「施設および産業用
ケア」および「Ｉ＆Ｉ」という用語には、これらに限定されないが、病院設備およびヘル
スケア設備を含む産業および施設環境において洗浄するまたは衛生状態を維持するために
使用される製品などが含まれる。
【００５４】
　他の界面活性剤成分
　一実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーの成分（ａ）および（ｂ）は、アニオ
ン性、カチオン性、両性または双性イオンおよび非イオン性の界面活性剤から選択される
１つまたは複数の任意選択の界面活性剤を含む組成物において使用することができる。上
記界面活性剤の適切な任意の組合せを、本発明のブレンドにおける任意選択の界面活性剤
成分として使用することができる。
【００５５】
　アニオン性界面活性剤
　一実施形態では、任意選択の界面活性剤は、上記の成分（ａ）および（ｂ）に加えて、
１つまたは複数の適切なアニオン性界面活性剤から選択される。そうした適切なアニオン
性界面活性剤には、これらに限定されないが、化粧品として許容され、毛髪や皮膚への局
所施用に適している１つまたは複数のアニオン性クレンジング界面活性剤が含まれる。適
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切なアニオン性クレンジング界面活性剤の例には、これらに限定されないが、アルキル硫
酸塩、アルキルエーテル硫酸塩、アルカリールスルホン酸塩、アルカノイルイセチオン酸
塩、アルキルコハク酸塩、アルキルスルホコハク酸塩、アルキルエーテルスルホコハク酸
塩、アルキルリン酸塩、アルキルエーテルリン酸塩ならびにアルキルエーテルカルボン酸
およびその塩（例えばナトリウム、マグネシウム、アンモニウムおよびモノ、ジおよびト
リエタノールアミン塩）またはその任意の２つ以上の適切な混合物が含まれる。アルキル
基は、一実施形態では約８～約１８個の炭素原子、さらには約１０～約１６個の炭素原子
を含む。一実施形態では、アルキルおよびアシル基は不飽和であってよい。アルキルエー
テル硫酸塩、アルキルエーテルスルホコハク酸塩、アルキルエーテルリン酸塩およびアル
キルエーテルカルボン酸およびその塩は、分子当たり１～約２０個、さらには１～約１０
個のエチレンオキシドまたはプロピレンオキシド単位を含むことができる。ここで、本明
細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値または限界を組み合わ
せて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することがで
きる。
【００５６】
　本発明のパーソナルケア組成物（例えばシャンプー、ボディソープ等）で使用するため
の典型的なアニオン性クレンジング界面活性剤には、これらに限定されないが、オレイル
コハク酸ナトリウム、ラウリルスルホコハク酸アンモニウム、ラウリル硫酸ナトリウム、
ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ラウリルエーテルスルホコハク酸ナトリウム、ラウリ
ル硫酸アンモニウム、ラウリルエーテル硫酸アンモニウム、ドデシルベンゼンスルホン酸
ナトリウム、ドデシルベンゼンスルホン酸トリエタノールアミン、ココイルイセチオン酸
ナトリウム、ラウリルイセチオン酸ナトリウムおよびラウリルエーテルカルボン酸が含ま
れる。
【００５７】
　他の実施形態では、本発明のブレンドと一緒に使用するための適切なアニオン性クレン
ジング界面活性剤には、これらに限定されないが、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリルエ
ーテル硫酸ナトリウム（ｃ）ＥＯ（ｃは１～３）、ラウリルエーテルスルホコハク酸ナト
リウム（ｃ）ＥＯ（ｃは１～３）、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリルエーテル硫酸ア
ンモニウム（ｃ）ＥＯ（ｃは１～３）、ココイルイセチオン酸ナトリウムおよびラウリル
エーテルカルボン酸（ｃ）ＥＯ（ｃは１０～２０）またはその任意の２つ以上の適切な混
合物が含まれる。
【００５８】
　パーソナルケア（例えばクレンジング）組成物では、アニオン性クレンジング界面活性
剤の合計量は、組成物の全重量に対して一態様では約０．５重量％～約４５重量％、他の
態様では約１．５重量％～約３５重量％、他の態様では約５重量％～約２０重量％の範囲
であってよい。重量は全て、活性物質１００パーセントに対する重量である。ここで、本
明細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値または限界を組み合
わせて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することが
できる。
【００５９】
　本発明の１つまたは複数の実施形態によるブレンドを含むシャンプー組成物は、化粧品
として許容され、毛髪や皮膚への局所施用に適した１つまたは複数のアニオン性クレンジ
ング界面活性剤を任意選択で含むことができる。
【００６０】
　カチオン性界面活性剤
　他の実施形態では、任意選択の界面活性剤は、上記の成分（ａ）および（ｂ）に加えて
１つまたは複数のカチオン性界面活性剤から選択される。一実施形態では、本発明の実施
形態によるブレンドを使用するパーソナルケア製品（例えばコンディショナーを含むクレ
ンジング製品）は一般に、化粧品として許容され、毛髪や皮膚への局所施用に適した１つ
または複数のカチオン性界面活性剤を含むことになる。
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【００６１】
　パーソナルケア製品（例えばコンディショナー）で使用することを目的とした本発明の
ブレンドで使用するための適切なカチオン性界面活性剤の例には、これらに限定されない
が、セチルトリメチルアンモニウムクロリド、ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド
、セチルピリジニウムクロリド、テトラメチルアンモニウムクロリド、テトラエチルアン
モニウムクロリド、オクチルトリメチルアンモニウムクロリド、ドデシルトリメチルアン
モニウムクロリド、ヘキサデシルトリメチルアンモニウムクロリド、オクチルジメチルベ
ンジルアンモニウムクロリド、デシルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ステアリ
ルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ジドデシルジメチルアンモニウムクロリド、
ジオクタデシルジメチルアンモニウムクロリド、タロウトリメチルアンモニウムクロリド
、二水素化タロウジメチルアンモニウムクロリド（例えばＡｋｚｏ　ＮｏｂｅｌからのＡ
ｒｑｕａｄ　２ＨＴ／７５）、ココトリメチルアンモニウムクロリド、ＰＥＧ－２－オレ
アンモニウムクロリド、その対応する水酸化物またはその２つ以上の混合物が含まれる。
他の適切なカチオン性界面活性剤には、これらに限定されないが、ＣＴＦＡ名クアテルニ
ウム－５、クアテルニウム－３１およびクアテルニウム－１８を有する物質が含まれる。
【００６２】
　本発明によるパーソナルケア製品（例えばコンディショナー）において有用な１つのカ
チオン性界面活性剤は、例えばＧＥＮＡＭＩＮ　ＣＴＡＣとしてＨｏｅｃｈｓｔ　Ｃｅｌ
ａｎｅｓｅから市販されているセチルトリメチルアンモニウムクロリドである。本発明に
よるパーソナルケア製品（例えばコンディショナー）において有用な他のカチオン性界面
活性剤は、例えばＣｌａｒｉａｎｔからＧＥＮＡＭＩＮ　ＫＤＭＰとして市販されている
ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリドである。
【００６３】
　本発明で使用するのに適したカチオン性界面活性剤の部類の他の例は、式（ＩＩ）によ
る化合物と酸との組合せである。ここで式（ＩＩ）はアミドアミン：
　　Ｒ１ＣＯＮＨ（ＣＨ２）ｂＮ（Ｒ２）（Ｒ３）　　　（ＩＩ）
（式中、Ｒ１は約１０個以上の炭素原子を有するヒドロカルビル鎖であり、Ｒ２およびＲ
３は独立に、約１～約１０個の炭素原子のヒドロカルビル鎖から選択され、ｂは約１～約
１０の整数である）
；および酸。
【００６４】
　本明細書で用いるヒドロカルビル鎖という用語は、アルキルまたはアルケニル鎖を意味
する。一実施形態では、アミドアミン化合物は式（Ｉ）に相当するものである。式中、Ｒ
１は約１１～約２４個の炭素原子を有するヒドロカルビル残基であり、Ｒ２およびＲ３は
それぞれ独立に約１～約４個の炭素原子を有するアルキル基などのヒドロカルビル残基で
あり、ｂは約１～約４の整数である。他の実施形態では、Ｒ２およびＲ３はメチルまたは
エチル基である。さらに他の実施形態では、ｂは２または３（すなわち、エチレンまたは
プロピレン基）である。
【００６５】
　一実施形態では、本発明と併用して有用なアミドアミンには、これらに限定されないが
、ステアラミド－プロピルジメチルアミン、ステアラミド－プロピルジエチルアミン、ス
テアラミド－エチルジエチルアミン、ステアラミド－エチルジメチルアミン、パルミタミ
ド－プロピルジメチルアミン、パルミタミド－プロピルジエチルアミン、パルミタミド－
エチルジエチルアミン、パルミタミド－エチルジメチルアミン、ベヘナミド－プロピルジ
メチルアミン、ベヘナミド－プロピルジエチルアミン（ｂｅｈｅｎａｍｉｄｏ－ｐｒｏｐ
ｙｌｄｉｅｔｈｙｌｍｉｎｅ）、ベヘナミド－エチルジエチルアミン、ベヘナミド－エチ
ルジメチルアミン、アラキダミド－プロピルジメチルアミン、アラキダミド－プロピルジ
エチルアミン、アラキダミド－エチルジエチルアミン、アラキダミド－エチルジメチルア
ミン、またはその２つ以上の混合物が含まれる。
【００６６】
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　さらに他の実施形態では、本発明と併用して有用なアミドアミンには、これらに限定さ
れないが、ステアラミド－プロピルジメチルアミン、ステアラミド－エチルジエチルアミ
ンまたはその混合物が含まれる。
【００６７】
　本明細書で有用な市販のアミドアミンには、これらに限定されないが、ＬＥＸＡＭＩＮ
Ｅ（登録商標）Ｓ－１３（Ｉｎｏｌｅｘ　ｏｆ　Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ　Ｐａ．、Ｕ
ＳＡから入手できる）およびＡＭＩＤＯＡＭＩＮＥ（登録商標）ＭＳＰ（Ｎｉｋｋｏ　ｏ
ｆ　Ｔｏｋｙｏ、Ｊａｐａｎから入手できる）の商標名のもとで販売されているステアラ
ミド－プロピルジメチルアミン；ＡＭＩＤＯＡＭＩＮＥ（登録商標）Ｓ（Ｎｉｋｋｏ　ｏ
ｆ　Ｔｏｋｙｏ、Ｊａｐａｎから入手できる）の商標名のもとで販売されているステアラ
ミド－エチルジエチルアミン；ＩＮＣＲＯＭＩＮＥ（登録商標）ＢＢ（Ｃｒｏｄａ　ｏｆ
　Ｎｏｒｔｈ　Ｈｕｍｂｅｒｓｉｄｅ、Ｅｎｇｌａｎｄから入手できる）の商標名のもと
で販売されているベヘナミド－プロピルジメチルアミン；ならびにＳＣＨＥＲＣＯＤＩＮ
Ｅ（登録商標）（Ｓｃｈｅｒ　ｏｆ　Ｃｌｉｆｔｏｎ　Ｎ．Ｊ．、ＵＳＡから入手できる
）の商標名のもとで販売されている種々のアミドアミンが含まれる。
【００６８】
　上記界面活性剤の酸部分は、パーソナルケア製品（例えばヘアートリートメント組成物
）中のアミドアミンをプロトン化できる任意の有機酸または鉱酸であってよい。上記界面
活性剤の酸部分と併用するための適切な酸には、これらに限定されないが、塩酸、酢酸、
酒石酸、フマル酸、乳酸、リンゴ酸、コハク酸またはその２つ以上の混合物が含まれる。
一実施形態では、その酸は、酢酸、酒石酸、塩酸、フマル酸またはその混合物から選択さ
れる。
【００６９】
　酸の主な役割は、パーソナルケア製品（例えばヘアートリートメント組成物）中のアミ
ドアミンをプロトン化して、パーソナルケア製品においてインサイチュで第三アミン塩（
ＴＡＳ）を生成させることである。実際、ＴＡＳは非永続性の四級アンモニウムまたは擬
似四級アンモニウムカチオン性界面活性剤になる。一実施形態では、この酸は、存在する
すべてのアミドアミンをプロトン化するのに十分な量（すなわち、組成物中に存在するア
ミドアミンの量と少なくとも等モルのレベル）で含まれる。上記したカチオン性界面活性
剤のいずれの混合物も使用することができる。
【００７０】
　本発明の範囲に包含される種類のツーインワン型のシャンプーならびにコンディショナ
ーおよびコンディショニング配合物では、カチオン性界面活性剤のレベルは一般に、組成
物の全重量に対して一態様では約０．０１重量％～約１０重量％、他の態様では約０．０
５重量％～約７．５重量％、他の態様では約０．１重量％～約５重量％となる。重量は全
て、活性物質１００パーセントに対する重量である。ここで、本明細書および特許請求の
範囲の他のところと同じように、個々の数値または限界を組み合わせて、開示されていな
いかつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することができる。
【００７１】
　他の実施形態では、コンディショニング組成物において有利と考えられている脂肪族ア
ルコールとカチオン性界面活性剤の組合せを使用するが、その理由は、これがカチオン性
界面活性剤がその中に分散されるラメラ相の形成をもたらすからである。代表的な脂肪族
アルコールは約８～約２２個の炭素原子または約１６～約２２個の炭素原子を含む。脂肪
族アルコールは典型的には直鎖アルキル基を含む化合物である。適切な脂肪族アルコール
の例には、これらに限定されないが、セチルアルコール、ステアリルアルコールまたはそ
の２つ以上の混合物が含まれる。これらの材料の使用は、それが本発明の組成物の全般的
なコンディショニング特性に寄与できる点でも有利である。
【００７２】
　本発明の組成物中の脂肪族アルコールのレベルは、組成物の全重量に対して一態様では
約０．０１重量％～約１０重量％、他の態様では約０．１重量％～約８重量％、他の態様
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では約０．２重量％～約７重量％、さらに他の態様では約０．３重量％～約６重量％の範
囲である。重量は全て、活性物質１００パーセントに対する重量である。ここで、本明細
書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値または限界を組み合わせ
て、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することができ
る。
【００７３】
　カチオン性界面活性剤と脂肪族アルコールの重量比は、一態様では約１：１～約１：１
０、他の態様では約１：１．５～約１：８、約１：２～約１：５の範囲である。ここで、
すべての比は重量対重量ベース（１００％活性物質）で計算される。一例では、カチオン
性界面活性剤と脂肪族アルコールの重量比が高過ぎると、組成物による眼への刺激がもた
らされる可能性がある。他の場合、カチオン性界面活性剤と脂肪族アルコールの重量比が
低過ぎると、一部のユーザーにはキュッキュッとした髪の感触がもたらされる可能性があ
る。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値また
は限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲を
形成することができる。
【００７４】
　両性または双性イオンの界面活性剤
　一実施形態では、任意選択の界面活性剤は、本発明のブレンドで使用するのに適した、
アルキルベタインおよびアルキルスルホベタインなどの１つまたは複数の両性または双性
イオン界面活性剤から選択される。一実施形態では、適切な両性界面活性剤には、これら
に限定されないが、アルキルベタイン、アルキルアミドプロピルベタイン、ココアミドプ
ロピルベタイン（ＣＡＰＢ）、ココベタイン、アルキルアミンオキシド、アルキルスルホ
ベタイン（スルタイン）、アルキルアンホ酢酸塩、アルキルアンホプロピオン酸塩、アル
キルアミドプロピルヒドロキシスルタインおよびアシルタウリン塩が含まれる。ここで、
アルキルおよびアシル基は約８～約１９個の炭素原子を有する。パーソナルケア（例えば
クレンジング）組成物で使用するための典型的な両性および双性イオン界面活性剤には、
これらに限定されないが、ラウリルアミンオキシド、ココジメチルスルホプロピルベタイ
ン、ラウリルベタイン、コカミドプロピルベタイン、ラウロアンホ酢酸塩およびココアン
ホ酢酸ナトリウムが含まれる。
【００７５】
　存在する場合、両性または双性イオン界面活性剤は、本発明のブレンドが加えられる組
成物の全重量に対して一態様では約０．５重量％～約８重量％、他の態様では約１重量％
～約４重量％の範囲の量で含めることができる。重量は全て、活性物質１００パーセント
に対する重量である。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じように
、個々の数値または限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されていな
い追加的な範囲を形成することができる。
【００７６】
　非イオン性界面活性剤
　他の実施形態では、任意選択の界面活性剤は、上記の成分（ａ）および（ｂ）と組み合
わせて１つまたは複数の非イオン性界面活性剤から選択される。適切な非イオン性界面活
性剤には、これらに限定されないが、アルコールエトキシレート、アルキルフェノールエ
トキシレート、脂肪酸アルカノールアミド、アルキルアミンオキシド、Ｎ－メチルグルカ
ミド、アルキルポリグルコシド、脂肪族（Ｃ８～Ｃ１８）の第一級もしくは第二級の直鎖
もしくは分枝鎖アルコール、またはフェノールと、例えば一般に２～３０個のエチレンオ
キシド基を有するエチレンオキシドなどのアルキレンオキシドの縮合生成物、ココモノま
たはジエタノールアミドおよびココモノイソプロパノールアミドが含まれる。
【００７７】
　本発明と一緒に使用できる他の非イオン性界面活性剤には、これらに限定されないが、
アルキルポリグルコシド（ＡＰＧ）が含まれる。一般に、ＡＰＧは、１つまたは複数のグ
リコシル基のブロックと結合した（任意選択で橋かけ基を介して）アルキル基を含む化合
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物である。適切なＡＰＧは式（Ｉ）：
　　ＲＯ－（Ｇ）ａ　　　（Ｉ）
と定義することができる。式中、Ｒは直鎖状もしくは分枝鎖状アルキル基、直鎖状もしく
は分枝鎖状アルケニル基または直鎖状もしくは分枝鎖状アルキニル基であり、Ｇはサッカ
リド基である。一実施形態では、Ｒは、約３～約３０個の炭素原子を有する直鎖状もしく
は分枝鎖状アルキル基、約５～約２５個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝鎖状アル
キル基または約７～約２０個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝鎖状アルキル基、さ
らには約８～約１５個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝鎖状アルキル基であってよ
い。さらに他の実施形態では、Ｒは約９～約１３個の炭素原子を有する分枝鎖または直鎖
アルキル基である。他の実施形態では、Ｒは、約３～約３０個の炭素原子を有する直鎖状
もしくは分枝鎖状アルケニル基、約５～約２５個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝
鎖状アルケニル基、または約７～約２０個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝鎖状ア
ルケニル基、さらには約８～約１５個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝鎖状アルケ
ニル基であってよい。さらに他の実施形態では、Ｒは約９～約１３個の炭素原子を有する
直鎖または分枝鎖アルケニル基である。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のと
ころと同じように、個々の数値（炭素原子数値を含む）または限界を組み合わせて、開示
されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することができる。
【００７８】
　さらに他の実施形態では、Ｒは、約３～約３０個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分
枝鎖状アルキニル基、約５～約２５個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝鎖状アルキ
ニル基または約７～約２０個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝鎖状アルキニル基、
さらには約８～約１５個の炭素原子を有する直鎖状もしくは分枝鎖状アルキニル基であっ
てよい。さらに他の実施形態では、Ｒは約９～約１３個の炭素原子を有する分枝鎖または
直鎖アルキニル基である。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じよ
うに、個々の数値（炭素原子数値を含む）または限界を組み合わせて、開示されていない
かつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することができる。
【００７９】
　一実施形態では、ＧはＣ５またはＣ６モノサッカリド残基から選択される。一例ではそ
れはグルコシドである。他の実施形態では、Ｇはグルコース、キシロース、ラクトース、
フルクトース、マンノースまたはその誘導体から選択される。さらに他の実施形態では、
Ｇはグルコースである。一実施形態では、「ａ」は一態様では約１～約１０であり、他の
態様では約２～約８であり、さらに他の態様では約３～約７であり、他の態様では約４～
約６の範囲の整数である。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じよ
うに、個々の数値または限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されて
いない追加的な範囲を形成することができる。この実施形態では、市販の製品は商標名Ｐ
ｌａｎｔａｃａｒｅ（登録商標）で入手することができ、その平均オリゴマー度が１～２
であるオリゴグルコシド残基上のグリコシド結合したＣ８～Ｃ１６アルキル基を含む。例
示的なアルキルグルコシドおよびオリゴグリコシドは、オクチルグルコシド、デシルグル
コシド、ラウリルグルコシド、パルミチルグルコシド、イソステアリルグルコシド、ステ
アリルグルコシド、アラキジルグルコシドおよびベヘニルグルコシドならびにその混合物
から選択される。
【００８０】
　本発明で使用するのに適したアルキルポリグルコシドは市販されており、これらには：
ＨｅｎｋｅｌからのＯｒａｍｉｘ　ＮＳ１０　ｅｘ　Ｓｅｐｐｉｃ；Ｐｌａｎｔａｒｅｎ
　１２００およびＰｌａｎｔａｒｅｎ　２０００　ｅｘで特定される材料が含まれるが、
これらに限定されない。本発明の組成物に含めることができる他の糖由来の非イオン性界
面活性剤には、これらに限定されないが、例えばＷＯ９２／０６１５４および米国特許第
５，１９４，６３９号（この両方を参照により本明細書に組み込む）に記載されているよ
うなＣ１２～Ｃ１８Ｎ－メチルグルカミドなどのＣ１０～Ｃ１８Ｎ－アルキル（Ｃ１～Ｃ

６）ポリヒドロキシ脂肪酸アミドおよびＣ１０～Ｃ１８Ｎ－（３－メトキシプロピル）グ
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ルカミドなどのＮ－アルコキシポリヒドロキシ脂肪酸アミドが含まれる。
【００８１】
　存在する場合、非イオン性界面活性剤は、本発明のブレンドが加えられる組成物の全重
量に対して一態様では０．１重量％～約１２重量％、他の態様では約０．５重量％～約８
重量％、さらに他の態様では１重量％～約６重量％、他の態様では約２重量％～約５重量
％の範囲の量で含めることができる。重量は全て、活性物質１００パーセントに対する重
量である。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数
値または限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な
範囲を形成することができる。
【００８２】
　上述したように、本発明の界面活性剤－ポリマーの成分（ａ）および（ｂ）は、アニオ
ン性、カチオン性、両性または双性イオンおよび非イオン性の界面活性剤から選択される
上記の任意選択の界面活性剤の１つまたは複数を含む組成物中で使用することができる。
上記界面活性剤の任意の適切な組合せを、本発明のブレンドにおける任意選択の界面活性
剤成分として用いることができる。一実施形態では、本明細書の組成物中に含まれる界面
活性剤の合計量は、本発明のブレンドおよび任意選択の界面活性剤が加えられる組成物の
全重量に対して一態様では約１重量％～約５０重量％、他の態様では約２重量％～約４０
重量％、他の態様では約１０重量％～約２５重量％の範囲であってよい。やはり、重量は
全て、活性物質１００パーセントに対する重量である。ここで、本明細書および特許請求
の範囲の他のところと同じように、個々の数値または限界を組み合わせて、開示されてい
ないかつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することができる。
【００８３】
　任意選択の成分
　さらに他の実施形態では、本発明のブレンドは、パーソナルケア製品、ヘルスケア製品
、ハウスホールドケア製品、施設および産業用ケア製品および産業用途品で通常見られる
１つまたは複数の任意選択の成分を含むことができる。そうした任意選択の成分には、こ
れらに限定されないが、１つもしくは複数のカチオン性ポリマー、１つもしくは複数の多
目的ポリマー、性能および／または消費者受容性を高める１つもしくは複数の化合物また
はその２つ以上の混合物が含まれる。性能および／または消費者受容性を高めるそうした
１つもしくは複数の化合物には、香料、染料および顔料、ｐＨ調整剤（酸および／または
塩基）、真珠光沢剤または乳白剤、他の粘度調整剤、防腐剤および天然由来のヘアニュー
トリエント、例えばボタニカル、果実抽出物、糖誘導体、溶媒およびアミノ酸が含まれる
。
【００８４】
　カチオン性ポリマー
　一実施形態では、本発明のブレンドと一緒に使用できる任意選択のカチオン性ポリマー
はカチオン置換されたホモポリマーであっても、２つ以上のタイプのモノマーから形成さ
れていてもよい。そのポリマーの重量平均（Ｍｗ）分子量は、一態様では約７５，０００
ダルトン～約２，５００，０００ダルトン、他の態様では約１００，０００ダルトン～約
２，０００，０００ダルトンの範囲である。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他
のところと同じように、個々の数値または限界を組み合わせて、開示されていないかつ／
または言及されていない追加的な範囲を形成することができる。
【００８５】
　一実施形態では、本発明のブレンドと一緒に使用できる任意選択のカチオン性ポリマー
は、四級アンモニウムもしくはプロトン化されたアミノ基などのカチオン性窒素含有基ま
たはその混合物を有する。１つのパーソナルケア実施形態では、ポリマーの分子量が小さ
過ぎる場合そのコンディショニング効果は劣る。それが大き過ぎる場合、注いだ際に組成
物の糸引き（ｓｔｒｉｎｇｉｎｅｓｓ）をもたらす高い伸長粘度の問題が生じる恐れがあ
る。
【００８６】
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　一実施形態では、カチオン性窒素含有基は、カチオン性ポリマーの全モノマー単位の一
部分上に置換基として存在することになる。したがって、カチオン性ポリマーがホモポリ
マーでない実施形態では、それは、スペーサーである非カチオン性モノマー単位を含むこ
とができる。そうしたポリマーはＣＴＦＡ化粧品成分総覧（Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒ
ｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ）、第３版に記載されている。一実施形態では、カチ
オン性モノマー単位と非カチオン性モノマー単位の比は、必要な範囲でカチオン電荷密度
を有するポリマーが得られるように選択される。一実施形態では、その電荷密度は約０．
２～約３．０ｍｅｑ／ｇである。ポリマーのカチオン電荷密度は、米国薬局方で記載され
ているようなケルダール法で、窒素定量のための化学試験法のもとで適切に測定される。
【００８７】
　一実施形態では、適切なカチオン性ポリマーには、これらに限定されないが、カチオン
性アミンまたは四級アンモニウム官能基を有するビニルモノマーと、（メタ）アクリルア
ミド、アルキルおよびジアルキル（メタ）アクリルアミド、アルキル（メタ）アクリレー
ト、ビニルカプロラクトンならびにビニルピロリジンなどの水溶性スペーサーモノマーと
のコポリマーが含まれる。アルキルおよびジアルキル置換モノマーはＣ１～Ｃ７アルキル
基、さらにはＣ１～Ｃ３アルキル基を含むことができる。他の適切なスペーサーには、ビ
ニルエステル、ビニルアルコール、無水マレイン酸、プロピレングリコールおよびエチレ
ングリコールが含まれる。
【００８８】
　一実施形態では、カチオン性アミンは、具体的な組成物の種類およびｐＨに応じて、第
一、第二または第三アミンであってよい。他の実施形態では、第二および第三アミン、さ
らには第三アミンが使用される。アミン置換ビニルモノマーおよびアミンをアミン形態で
重合し、次いで四級化によってアンモニウムに転換させることができる。さらに他の実施
形態では、カチオン性ポリマーは、アミン－および／または四級アンモニウム置換モノマ
ーおよび／または適合するスペーサーモノマーから誘導されるモノマー単位の混合物を含
むことができる。
【００８９】
　適切なカチオン性ポリマーには、これらに限定されないが、ジメチルジアリルアンモニ
ウムクロリドホモポリマー、および工業界（ＣＴＦＡ）でポリクオタニウム６およびポリ
クオタニウム７とそれぞれ称されるアクリルアミドとジメチルジアリルアンモニウムクロ
リドのコポリマーを含むカチオン性ジアリル四級アンモニウム含有ポリマー；約３～約５
個の炭素原子を有する不飽和カルボン酸のホモ－およびコ－ポリマーのアミノ－アルキル
エステルの鉱酸塩（米国特許第４，００９，２５６号に記載されている。この開示を参照
により本明細書に組み込む）；カチオン性ポリアクリルアミド（ＷＯ９５／２２３１１に
記載されている。この開示を参照により本明細書に組み込む）またはその２つ以上の適切
な混合物が含まれるが、これらに限定されない。
【００９０】
　本発明のブレンドと一緒に使用できる他のカチオン性ポリマーには、これらに限定され
ないが、カチオン性ポリサッカリドポリマー、例えばカチオン性セルロース誘導体、カチ
オン性デンプン誘導体およびカチオン性グアーガム誘導体が含まれる。本発明の組成物で
使用するのに適したカチオン性ポリサッカリドポリマーには、これらに限定されないが、
以下に示す式を有するモノマー：
　　Ｅ－Ｏ－［Ｒ１０－Ｎ＋（Ｒ１１）（Ｒ１２）（Ｒ１３）Ｘ３］
が含まれる。式中、Ｅはデンプンまたはセルロースアンヒドログルコース残基などのアン
ヒドログルコース残基であり、Ｒ１０はアルキレン、オキシアルキレン、ポリオキシアル
キレンもしくはヒドロキシアルキレン基またはその組合せであり、Ｒ１１、Ｒ１２および
Ｒ１３は独立に、アルキル、アリール、アルキルアリール、アリールアルキル、アルコキ
シアルキルまたはアルコキシアリール基から選択され、各基は独立に最大で約１８個の炭
素原子を含むことができる。各カチオン性部分についての炭素原子の総数（すなわち、Ｒ

１１、Ｒ１２およびＲ１３の炭素原子の合計）は約５４以下、約４０以下、約３０以下、
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さらには約２０以下であり、Ｘ３はアニオン性対イオンである。
【００９１】
　別のタイプのカチオン性セルロースには、工業界（ＣＴＦＡ）でポリクオタニウム２４
と称される、ラウリルジメチルアンモニウム置換エポキシドと反応させたヒドロキシエチ
ルセルロースのポリマー性四級アンモニウム塩が含まれる。これらの材料は、例えばＰｏ
ｌｙｍｅｒ　ＬＭ－２００の商標名のもとでＡｍｅｒｃｈｏｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
から入手することができる。他の適切なカチオン性ポリサッカリドポリマーには、第四窒
素含有セルロースエーテル（例えば米国特許第３，９６２，４１８号に記載されているよ
うなもの。この開示を参照により本明細書に組み込む）およびエーテル化されたセルロー
スとデンプンのコポリマー（例えば米国特許第３，９５８，５８１号に記載されているよ
うなもの。この開示を参照により本明細書に組み込む）またはその２つ以上の混合物が含
まれる。
【００９２】
　使用できる特に適したタイプのカチオン性ポリサッカリドポリマーは、グアーヒドロキ
シプロピルトリメチルアンモニウムクロリドなどのカチオン性グアーガム誘導体（そのＪ
ＡＧＵＡＲ（登録商標）シリーズでＲｈｏｄｉａから市販されている）である。そうした
材料の例には、これらに限定されないが、ＪＡＧＵＡＲ（登録商標）Ｃ１３Ｓ、ＪＡＧＵ
ＡＲ（登録商標）Ｃ１４、ＪＡＧＵＡＲ（登録商標）Ｃ１５、ＪＡＧＵＡＲ（登録商標）
Ｃ１７、ＪＡＧＵＡＲ（登録商標）Ｃ１６、ＪＡＧＵＡＲ（登録商標）ＣＨＴおよびＪＡ
ＧＵＡＲ（登録商標）Ｃ１６２が含まれる。
【００９３】
　さらに他の実施形態では、上記カチオン性ポリマーの任意の混合物を使用することがで
きる。存在する場合、その１つまたは複数のカチオン性ポリマーは、パーソナルケア組成
物（例えばシャンプー組成物）中に、組成物の全重量に対して約０．０１重量％～約５重
量％、または約０．０５重量％～約１重量％、またさらには約０．０８重量％～約０．５
重量％のレベルで存在する。
【００９４】
　界面活性剤－ポリマーブレンドのための応用
　本明細書で用いる「ブレンド」または「ブレンド（複数）」という用語は、そうしたブ
レンドが本明細書で開示される１つまたは複数の塩化合物を含むか含まないかに関わらず
、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドを指す。したがって、「ブレンド」、「ブレン
ド（複数）」、「界面活性剤－ポリマーブレンド」または「界面活性剤－ポリマーブレン
ド（複数）」という用語は、本明細書で開示するような本発明の実施形態のすべてを包含
することを意味し、範囲を限定することを意味するものではまったくない。
【００９５】
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンド組成物は、パーソナルケア、ヘルスケア、ホー
ムケア、施設および産業（集合的に「Ｉ＆Ｉ」）ケア用の様々な製品ならびに医療および
工業用途用の様々な製品に使用することができる。本発明のブレンドは、乳化剤、安定剤
、懸濁化剤、化学的および生理学的有効成分および化粧品材料の効能、付着または送達を
増進させるための付着助剤（ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ　ａｉｄ）、膜形成剤、増粘剤、レオ
ロジー調整剤、毛髪固定剤、コンディショナー、モイスチャライザー、展着助剤（ｓｐｒ
ｅａｄｉｎｇ　ａｉｄ）、キャリヤ－ならびにそれらが含まれる配合物の精神感覚および
美学的な特性を向上させるための薬剤として使用することができる。
【００９６】
　パーソナルケアおよびヘルスケア用途
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、一実施形態では、これらに限定されないが
、ヘアケア製品、例えばシャンプー（「ツーインワン型」コンディショニングシャンプー
およびふけ防止シャンプーなどのコンビネーションシャンプーを含む）；ポストシャンプ
ーリンス；セッティング助剤および固定剤を含むセッティングおよびスタイル保持剤、例
えばジェルおよびスプレー、整髪用品（ｇｒｏｏｍｉｎｇ　ａｉｄ）、例えばポマード、
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コンディショナー、パーマ、リラクサー、ヘアースムージング製品など；スキンケア製品
（例えばフェイシャル、ボディ、ハンド、頭皮およびフット）、例えばクリーム、ローシ
ョン、コンディショナー、デオドラント、制汗剤およびクレンジング製品；にきび抑制製
品（ａｎｔｉ－ａｃｎｅ　ｐｒｏｄｕｃｔ）；アンチエイジング製品（例えばエクスフォ
リアント、角質溶解剤、脂肪沈着防止剤、抗しわ剤など）；日焼け止め剤、日焼け止めク
リーム（ｓｕｎｂｌｏｃｋ）、バリアクリーム、オイル、シリコーンなどの皮膚保護剤；
皮膚着色製品（例えばホワイトナー、ライトナー、サンレス日焼け促進剤（ｓｕｎｌｅｓ
ｓ　ｔａｎｎｉｎｇ　ａｃｃｅｌｅｒａｔｏｒ）など）；毛髪着色剤（例えば毛髪用染料
、ヘアーカラーリンス、ハイライター、漂白剤など）；色素性皮膚用着色剤（例えばフェ
イスおよびボディメーキャップ、ファンデーションクリーム、マスカラ、ルージュ、リッ
プ用製品など）；バスおよびシャワー用製品（例えばボディクレンザー、ボディソープ、
シャワージェル、液体せっけん、ソープバー、シンデットバー、コンディショニング液体
バスオイル、浴用泡立て剤（ｂｕｂｂｌｅ　ｂａｔｈ）、浴用パウダー、セラピークリー
ナー（ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃ　ｃｌｅａｎｅｒ）、アクネコントロール製品、洗顔クレ
ンザーなど）；ネイルケア製品（例えばポリッシュ、ポリッシュリムーバー、ストレンス
ナー、レングスナー、ハードナー、キューティクルリムーバー、ソフナーなど）；ならび
に保存および／または使用の際に、そこで有益かまたは望ましい物理的もしくは化学的効
果を実現するために、有効量の界面活性剤－ポリマーブレンド組成物をそれに混ぜ込むこ
とができる任意の水性組成物を含むパーソナルケア（例えば化粧品、トイレタリー、薬用
化粧品）、局所ヘルスケア製品および医療用製品の調製に適している。
【００９７】
　一態様では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、増粘剤、レオロジー調整剤、
膜形成剤、付着助剤として、または毛髪や皮膚への着色剤の固着を促進するための染料ま
たは顔料懸濁化剤として使用することができる。毛髪用の着色剤は、一時的、半永続性も
しくは永続性毛髪用染料であっても毛髪を徐々に着色するカラーレストアラー（ｃｏｌｏ
ｒ　ｒｅｓｔｏｒｅｒ）であってもよい。一時的および半永続性の毛髪用染料は一般にリ
ンス、ジェル、スプレー、シャンプー、スティックなどであり、ヘアーカラーレストアラ
ーは一般に整髪料または毛髪用乳剤の形態である。永続性の毛髪用染料および長持ちする
半永続性の毛髪用染料は一般に、酸化染料中間体および染料カップラーを含む一方の部分
と、約ｐＨ３～４で安定化された酸化剤、通常過酸化水素を含む他方の部分の２つの部分
からなる製品であり、これらは使用直前に一緒に混合される。そうした２つの部分の毛髪
用染色製品を、染料混合物を調製する際に増粘させるために、界面活性剤構成成分、通常
非イオン性界面活性剤またはアニオン性界面活性剤の組合せで配合することは公知である
。上記文献に加えて、毛髪の染色化学および組成物の一般的な考察はＢｒｏｗｎら、ＳＣ
Ｃ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ、Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　Ｈａｉｒ　Ｄｙｅｓ、Ｓｏｃｉｅｔｙ　
ｏｆ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｓ（１９９６年）に記載されている。これを参
照により本明細書に組み込む。本発明のポリマーを、そうした毛髪染色系の２つの部分の
１つまたはその両方に酸性の安定化された酸化部分のための増粘剤として混ぜ込むか、ま
たは酸性部分と混合すると増粘する非酸化部分の中に混ぜ込むことができる。
【００９８】
　他のヘアケア実施形態では、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、毛髪固定特性
、ヘアーコンディショニング特性、粘着特性（増粘またはレオロジー調整）などの特性ま
たはその組合せをヘアケア組成物に提供するのに効果的な量で使用することができる。任
意選択で、ヘアケア組成物は、１つまたは複数の補助的被膜剤、補助的毛髪固定剤、補助
的ヘアーコンディショニング剤、補助的レオロジー調整剤またはその混合物を含むことが
できる。
【００９９】
　「固定」という用語は、膜形成、付着またはその上にポリマーが塗布される表面上にデ
ポジットされた被覆の特性を包含する。ヘアケア技術分野において一般に理解されており
本明細書で用いるような「ヘアーセッティング（剤）」、「ヘアスタイリング（剤）」お



(28) JP 2013-530257 A 2013.7.25

10

20

30

40

50

よび「毛髪固定（剤）」という用語は集合的に、毛髪固定剤および膜形成剤であり、毛髪
へ局所的に施用されてヘアーセットのスタイリングおよび／または保持をし易いように積
極的に寄与し、ヘアーセットの再スタイリングを維持するヘアーセッティング剤を指す。
ここで、「ヘアーセッティング組成物」は、慣用的に、ジェル、リンス、エマルジョン（
水中油型、油中水型または多相型）、例えばローションおよびクリーム、ポマード、スプ
レー（加圧型または非加圧型）、スプリッツ、フォーム、例えばムース、シャンプー、固
体、例えばスティック、半固体などの形態で毛髪（湿潤または乾燥）に施用されるか、ま
たは、その中に含浸させるかもしくはその上に被覆させたヘアーセッティング組成物を有
するヘアーセッティング助剤から、洗浄などにより除去されるまである期間、毛髪に接触
してヘアーセッティング剤を残すように施用されるヘアスタイリング、毛髪固定剤および
整髪用製品を含む。
【０１００】
　「ヘアーセッティング組成物」という用語は、製品形態に限定されることなく、所望の
形状（巻き毛またはストレート形）に毛髪を構成する前、その間もしくはその後に毛髪（
湿潤または乾燥）に施用される、ヘアーセッティング剤としてまたは補助的毛髪固定剤と
組み合わせた補助剤として、少なくとも１つの本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドを
含む製品を包含する。
【０１０１】
　スキンケアおよびヘアケア用の組成物と関連する場合、「コンディショニング剤」とい
う用語およびその文法的変形体は、保湿剤、モイスチャライザーおよび軟化剤である化粧
品および医薬品として有用な材料を含む。いくつかのコンディショニング剤は、乳化剤、
滑沢剤および溶媒などの、組成物における２つ以上の機能を果たすことができることを理
解されたい。
【０１０２】
　驚くべきことに、本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、ヘアーセッティングおよ
びヘアスタイリング組成物において、単独の膜形成剤、レオロジー調整剤、コンディショ
ニング剤および固定剤として有用である。本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、市
販の補助的毛髪固定ポリマー、例えば非イオン性、カチオン性および両性のヘアーセッテ
ィングポリマー、カチオン性コンディショニングポリマーおよびその組合せと併用しても
有用である。驚くべきことに、本発明のポリマーと補助的な慣用的毛髪固定および／また
はヘアーコンディショニングポリマーの適切な組合せによって、予想外に高い粘度および
ヘアーセッティング効能特性がもたらされることを見出した。当業界で周知の慣用的なポ
リマー毛髪固定剤およびヘアスタイリングポリマーには、天然由来のゴムおよび樹脂なら
びに合成由来の中性またはアニオン性ポリマーが含まれる。市販の毛髪固定およびコンデ
ィショニング固定ポリマーのリストは、ＩＮＣＩ総覧、供給者業者のウェブサイトおよび
営業用文献で簡単に見ることができる。例えばＣｏｓｍｅｔｉｃｓ　＆　Ｔｏｉｌｅｔｒ
ｉｅｓ（登録商標）、１１７巻（１２号）、２００２年１２月に公開されているＰｏｌｙ
ｍｅｒ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ（Ａｌｌｕｒｅｄ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎ、Ｃａｒｏｌ　Ｓｔｒｅａｍ、Ｉｌｌ．）を参照されたい。これらの関連
する開示を参照により本明細書に組み込む。
【０１０３】
　適切な市販の補助的固定剤には、これらに限定されないが、非イオン性、カチオン性、
アニオン性および両性ポリマーならびにその組合せが含まれ、これらに限定されないが、
ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、ポリビニル－ピロリドン／ビニルアセテートコポリマ
ー（ＰＶＰ／ＶＡ）などが含まれる。市販のカチオン性固定ポリマーには、これらに限定
されないが、ＩＮＣＩ名、ポリクオタニウムを有するポリマー、例えばポリクオタニウム
－４、ジアリルジモニウムクロリド／ヒドロキシ－エチルセルロースコポリマー（ＣＥＬ
ＱＵＡＴ（登録商標）Ｈ－１００、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈなど）；ポリクオタ
ニウム－１１、四級されたビニルピロリドン／ジメチルアミノエチルメタクリレートコポ
リマー（ＧＡＦＱＵＡＴ（登録商標）７３４、７５５、７５５Ｎ、ＩＳＰなど）；ポリク
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オタニウム－１６、四級化されたビニルピロリドン／ビニルイミダゾリウムクロリドコポ
リマー（ＬＵＶＩＱＵＡＴ（登録商標）ＦＣ－３７０、ＢＡＳＦなど）；ポリクオタニウ
ム－２８、ビニルピロリドン／メタクリル－アミドプロピルトリメチルアンモニウムクロ
リドコポリマー（ＧＡＦＱＵＡＴ（登録商標）ＨＳ－１００、ＩＳＰなど）；ポリクオタ
ニウム－４６、四級化されたビニルカプロラクタム／ビニルピロリドン／メチルビニル－
イミダゾリウムメトサルフェートコポリマー；ポリクオタニウム－５５、四級化されたビ
ニル－ピロリドン／ジメチルアミノ－プロピルメチルアクリルアミド／ラウリルジメチル
プロピルメタクリルアミド－アンモニウムクロリドコポリマー（ＳＴＹＬＥＺＥ（商標）
Ｗ、ＩＳＰなど）など；および酸性のｐＨ条件下でカチオン性であるアミノ置換ポリマー
、例えばビニルカプロラクタム／ＰＶＰ／ジメチルアミノエチルメタクリレートコポリマ
ー（ＧＡＦＦＩＸ（登録商標）ＶＣ－７１３、ＩＳＰなど）；ＰＶＰ／ジメチルアミノエ
チルメタクリレートコポリマー（コポリマー８４５、ＩＳＰなど）、ＰＶＰ／ＤＭＡＰＡ
アクリレートコポリマー（ＳＴＹＬＥＺＥ（商標）ＣＣ－１０、ＩＳＰなど）、ＩＮＣＩ
名、キトサンＰＣＡを有するキトサンのピロリドンカルボン酸塩（ＫＹＴＡＭＥＲ（登録
商標）ＰＣ、Ａｍｅｒｃｈｏｌなど）などが含まれる。
【０１０４】
　他の補助的固定剤は、以下のポリマーの１つまたは複数から選択することができる。ヘ
アスタイリングまたは固定ポリマーとして使用される適切な市販の非イオン性ポリマー（
すなわち、中性）には、これらに限定されないが、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、ポ
リビニルピロリドン／ビニルアセテートコポリマー（ＰＶＰ／ＶＡ）などが含まれる。市
販のカチオン性固定ポリマーには、これらに限定されないが、ＩＮＣＩ名、ポリクオタニ
ウムを有するポリマー、例えばポリクオタニウム－４、ジアリルジモニウムクロリド／ヒ
ドロキシエチルセルロースコポリマー（ＣＥＬＱＵＡＴ（登録商標）Ｈ－１００、Ｎａｔ
ｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈなど）；ポリクオタニウム－１１、四級化されたビニルピロリ
ドン／ジメチルアミノエチルメタクリレートコポリマー（ＧＡＦＱＵＡＴ（登録商標）７
３４、７５５、７５５Ｎ、ＩＳＰなど）；ポリクオタニウム－１６、四級化されたビニル
ピロリドン／ビニルイミダゾリウムクロリドコポリマー（ＬＵＶＩＱＵＡＴ（登録商標）
ＦＣ－３７０、ＢＡＳＦなど）；ポリクオタニウム－２８、ビニルピロリドン／メタクリ
ル－アミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリドコポリマー（ＧＡＦＱＵＡＴ（登録
商標）ＨＳ－１００、ＩＳＰなど）；ポリクオタニウム－４６、四級化されたビニルカプ
ロラクタム／ビニルピロリドン／メチルビニル－イミダゾリウムメトサルフェートコポリ
マー；ポリクオタニウム－５５、四級化されたビニル－ピロリドン／ジメチルアミノプロ
ピルメチルアクリルアミド／ラウリルジメチルプロピルメタクリルアミド－アンモニウム
クロリドコポリマー（ＳＴＹＬＥＺＥ（商標）Ｗ、ＩＳＰなど）など；および酸性のｐＨ
条件下でカチオン性であるアミノ－置換ポリマー、例えばビニルカプロラクタム／ＰＶＰ
／ジメチルアミノエチルメタクリレートコポリマー（ＧＡＦＦＩＸ（登録商標）ＶＣ－７
１３、ＩＳＰなど）；ＰＶＰ／ジメチルアミノエチルメタクリレートコポリマー（コポリ
マー８４５、ＩＳＰなど）、ＰＶＰ／ＤＭＡＰＡアクリレートコポリマー（ＳＴＹＬＥＺ
Ｅ（商標）ＣＣ－１０、ＩＳＰなど）、ＩＮＣＩ名、キトサンＰＣＡを有するキトサンの
ピロリドンカルボン酸塩（ＫＹＴＡＭＥＲ（登録商標）ＰＣ、Ａｍｅｒｃｈｏｌなど）な
どが含まれる。適切な両性固定ポリマーには、これらに限定されないが、オクチルアクリ
ルアミド（ｏｃｔｙｌａｃｒｙａｍｉｄｅ）／アクリレート／ブチルアミノエチルメタク
リレートコポリマー（ＡＭＰＨＯＭＥＲ（登録商標）ポリマー、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔ
ａｒｃｈなど）、アクリレート／ラウリルアクリレート／ステアリルアクリレート／エチ
ルアミンオキシドメタクリレートコポリマー（ＤＩＡＦＯＲＭＥＲ（登録商標）ポリマー
、Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．など）など、アクリルアミド／アクリレート／ブチル－
アミノエチルメタクリレートコポリマー（ＡＭＰＨＯＭＥＲ（登録商標）ポリマー、Ｎａ
ｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈなど）、アクリレート／ラウリルアクリレート／ステアリル
アクリレート／エチルアミンオキシドメタクリレートコポリマー（ＤＩＡＦＯＲＭＥＲ（
登録商標）ポリマー、Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．など）などが含まれる。
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【０１０５】
　本発明のポリマーと一緒に、または上記補助的固定剤の１つもしくは複数と組み合わせ
て使用できる他の固定ポリマーには、これらに限定されないが、以下の固定ポリマー、す
なわち：ポリオキシエチレン化酢酸ビニル（ｐｏｌｙｏｘｙｔｈｙｌｅｎａｔｅｄ　ｖｉ
ｎｙｌ　ａｃｅｔａｔｅ）／クロトン酸コポリマー、酢酸ビニルクロトン酸コポリマー、
ビニルメタクリレートコポリマー、ポリ（メチルビニルエーテル（ＰＶＭ）／マレイン酸
（ＭＡ））のモノアルキルエステル、例えばＰＶＭ／ＭＡコポリマーのエチル、ブチルお
よびイソプロピルエステル、アクリル酸／エチルアクリレート／Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－
アクリルアミドターポリマーならびにポリ（メタクリル酸／アクリルアミドメチルプロパ
ンスルホン酸）、アクリレートコポリマー、アクリレート／オクチルアクリルアミドコポ
リマー、酢酸ビニル（ＶＡ）／クロトネート／ビニルネオデカノエートコポリマー、ポリ
（Ｎ－ビニルアセトアミド）、ポリ（Ｎ－ビニルホルムアミド）、加工トウモロコシデン
プン、ポリスチレンスルホン酸ナトリウム、ポリクオタニウム、例えばポリクオタニウム
－２４、ポリクオタニウム－２９、ポリクオタニウム－３２、ポリクオタニウム－３４、
ポリクオタニウム－３７、ポリクオタニウム－３９、ポリクオタニウム－４４、ポリクオ
タニウム－４７、ポリクオタニウム－６９、ポリクオタニウム－８７など、ポリエーテル
－１、ポリウレタン、ＶＡ／アクリレート／ラウリルメタクリレートコポリマー、アジピ
ン酸／ジメチルアミノヒドロキシプロピルジエチレンＡＭＰ／アクリレートコポリマー、
メタクリロルエチルベタイン／アクリレートコポリマー、ＶＰ／メタクリルアミド／ビニ
ルイミダゾールコポリマー、ＶＰ／ビニルカプロラクタム／ＤＭＡＰＡアクリレートコポ
リマー、ＶＰ／ジメチルアミノエチルメタクリレートコポリマー、ＶＰ／ＤＭＡＰＡアク
リレートコポリマー、ビニルカプロラクタム／ＶＰ／ジメチルアミノエチルメタクリレー
トコポリマー、ＶＡ／マレイン酸ブチル／イソボルニルアクリレートコポリマー、ＶＡ／
クロトネートコポリマー、アクリレート／アクリルアミドコポリマー、ＶＡ／クロトネー
ト／プロピオン酸ビニルコポリマー、ＶＰ／酢酸ビニル／プロピオン酸ビニルターポリマ
ー、ＶＡ／クロトネート、ＶＰ／酢酸ビニルコポリマー、ＶＰ／アクリレートコポリマー
、ＶＡ／クロトン酸／プロピオン酸ビニル、アクリレート／アクリルアミド、アクリレー
ト／オクチルアクリルアミド、アクリレート／ヒドロキシアクリレートコポリマー、アク
リレート／ヒドロキシエステルアクリレートコポリマー、アクリレート／ステレス－２０
メタクリレートコポリマー、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート／アクリル酸コポリマー、ジ
グリコール／シクロヘキサンジメタノール／イソフタレート／スルホイソフタレートコポ
リマー、ＶＡ／マレイン酸ブチルおよびイソボルニルアクリレートコポリマー、ビニルカ
プロラクタム／ＶＰ／ジメチルアミノエチルメタクリレート、ＶＡ／アルキルマレエート
半エステル／Ｎ－置換アクリルアミドターポリマー、ビニルカプロラクタム／ＶＰ／メタ
クリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリドターポリマー、メタクリレート／
アクリレートコポリマー／アミン塩、ポリビニルカプロラクタム、ポリウレタン、ヒドロ
キシプロピルグアー、ポリ（メタクリル酸／アクリルアミドメチルプロパンスルホン酸（
ＡＭＰＳＡ）、エチレンカルボキサミド（ＥＣ）／ＡＭＰＳＡ／メタクリル酸（ＭＡＡ）
、ポリウレタン（ｐｏｙｌｕｒｅｔｈａｎｅ）／アクリレートコポリマーおよびヒドロキ
シプロピルトリモニウム（ｔｒｉｍｍｏｎｉｕｍ）クロリドグアー、アクリレートコポリ
マー、アクリレートクロスポリマー、ＡＭＰ－アクリレート／アリルメタクリレートコポ
リマー、ポリアクリレート－１４、ポリアクリレート－２クロスポリマー、オクチルアク
リル－アミド／アクリレート／ブチルアミノエチルメタクリレートコポリマー、アクリレ
ート／オクチルアクリルアミドコポリマー、ＶＡ／クロトネート／ビニルネオデカノエー
トコポリマー、ポリ（Ｎ－ビニルアセトアミド）、ポリ（Ｎ－ビニルホルムアミド）、ポ
リウレタン、メタクリロイルエチルベタイン／メタクリレートコポリマー、加工トウモロ
コシデンプン、ポリスチレンスルホン酸ナトリウム、ポリウレタン／アクリレートコポリ
マー、キトサングリコレート、カチオン性ポリガラクトマンナン、例えば、グアーおよび
カッシアの四級化誘導体、例えばグアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ヒド
ロキシプロピルグアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリドおよびカッシアヒドロキ
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シプロピルトリモニウムクロリドの１つまたは複数が含まれる。上記ポリマーの多くは、
Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，　Ｔｏｉｌｅｔｒｙ，　ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃｉ
ａｔｉｏｎ、Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ　Ｄ．Ｃ．による出版のＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙに示されているその
ＩＮＣＩ命名法によって称される。他の適切な補助的固定ポリマーは米国特許第７，２０
５，２７１号に開示されている。この開示を参照により本明細書に組み込む。
【０１０６】
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドを含む通常ＨＢＡと称されるトイレタリー助剤
ならびに健康および美容助剤は、これらに限定されないが、脱毛製品（例えばシェービン
グクリームおよびローション、脱毛剤、髭剃り後のスキンコンディショナーなど）；デオ
ドラントおよび制汗剤；口腔ケア製品（例えば口、歯および歯茎用）、例えばうがい薬、
歯磨剤、例えば練り歯磨き、歯磨き粉、トゥースポリッシュ、トゥースホワイトナー、ブ
レスフレッシュナー、義歯接着剤など；フェイシャルおよびボディヘアー漂白剤；などを
含むことができる。本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドに含めることができる他の健
康および美容助剤には、これらに限定されないが、ジヒドロキシアセトン（ＤＨＡ）、チ
ロシン、チロシンエステルなどの人工的日焼け促進剤を含むサンレス日焼け用途品；コウ
ジ酸、ヒドロキノン、アルブチン、果物、野菜または植物抽出物（レモン果皮抽出物、カ
モミール、緑茶、カジノキ抽出物など）、アスコルビル酸誘導体（パルミチン酸アスコル
ビル、ステアリン酸アスコルビル、リン酸アスコルビルマグネシウムなど）などの有効成
分を含む皮膚脱色素、ホワイトニングおよびライトニング配合物；フットケア製品、例え
ば角質溶解性（ｋｅｒａｔｏｌｙｔｉｃ）の鶏眼およびたこ（ｃａｌｌｏｕｓ）除去剤、
フットソーク（ｆｏｏｔ　ｓｏａｋ）、フットパウダー（薬用、例えば抗真菌性アスリー
ト用フットパウダー、軟膏、スプレーなど、および制汗パウダー（ａｎｔｉｐｅｒｓｐｉ
ｒａｎｔ　ｐｏｗｄｅｒ）または非薬用吸湿パウダー）、液体フットスプレー（非薬用、
例えば冷却およびデオドラントスプレーおよび薬用抗真菌性スプレー、制汗剤スプレーな
ど）ならびにフットおよびトウネイルコンディショナー（ローションおよびクリーム、ネ
イルソフナーなど）が含まれる。
【０１０７】
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンド（例えば増粘剤、レオロジー調整剤、展着助剤
、付着助剤および膜形成剤）を含めることができる局所用健康および美容助剤には、これ
らに限定されないが、皮膚保護スプレー、クリーム、ローション、ジェル、スティックお
よびパウダー製品、例えば防虫剤、痒み止め、防腐剤、消毒剤、サンブロック、サンスク
リーン、スキンタイトニングおよびトニング用乳液およびローション、疣贅除去（ｗａｒ
ｔ　ｒｅｍｏｖａｌ）組成物などが含まれる。
【０１０８】
　その中に界面活性剤－ポリマーブレンドを含めることができる他のヘルスケア製品は医
療用製品、例えば局所および非局所医薬品およびデバイスである。医薬品の製剤では、本
発明の界面活性剤－ポリマーブレンドを、これらに限定されないが、クリーム、ポマード
、ゲル、ペースト、軟膏、錠剤、ゲルカプセル、しゃ下薬液剤（ｐｕｒｇａｔｉｖｅ　ｆ
ｌｕｉｄ）（例えばかん腸剤、吐剤、結腸洗浄剤など）、坐剤、抗菌性フォーム、眼用製
品（例えば眼科用製品、例えば点眼剤、人工涙液、緑内障薬送達ドロップ（ｄｅｌｉｖｅ
ｒｙ　ｄｒｏｐ）、コンタクトレンズクリーナーなど）、耳用製品（例えばワックスソフ
ナー、ワックスリムーバー、外耳薬送達ドロップなど）、鼻用製品（例えば点鼻剤、軟膏
、スプレーなど）および創部ケア（例えば液体絆創膏（ｌｉｑｕｉｄ　ｂａｎｄａｇｅ）
、創傷包帯、抗菌性クリーム、軟膏など）などの製品において増粘剤またはレオロジー調
整剤として使用することができる。
【０１０９】
　界面活性剤－ポリマーブレンドは、医薬品有効成分および薬用化粧品有効成分、コンデ
ィショナー、界面活性剤、モイスチャライザー、抗酸化剤、エクスフォリアント（上記）
、角質溶解薬、ボタニカル、ビタミンなどおよびその組合せを含む汗、炎症、腫れ、乾燥
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、ふけ、光損傷、老化、にきびなどによって引き起こされる皮膚や頭皮の状態を局部的に
改善するのに用いられる様々な皮膚科学的組成物、医薬組成物および薬用化粧品組成物に
おける増粘剤、レオロジー調整剤、付着助剤および膜形成剤として有用である。
【０１１０】
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドを使用する組成物の膜形成的特徴は、本発明の
ブレンドを含む組成物を、有効成分の皮膚上またはそれを通して経皮的に送達するのを促
進し増進させるため、にきび抑制剤処方物および局所鎮痛剤の効能を増進させるため、お
よび、錠剤またはシロップ剤からの制酸剤などの薬物の制御放出；口内の弱酸性環境での
錠剤、ロゼンジ剤、チュアブル剤などからもしくは膣内の弱酸性環境での坐剤、軟膏、ク
リーム剤などからの制御薬物放出のため；シャンプー、軟膏（ｓａｌｖｅ）などからのふ
け制御剤の付着を促進させるため；着色化粧品（例えば、メーキャップ、口紅、ルージュ
など）から皮膚へ、および毛髪用染料などから毛髪上への着色剤の固着を促進させるため
の局所医薬組成物用のビヒクルとして特に適したものにしている。
【０１１１】
　医薬品有効成分および薬用化粧品有効成分の適切な例には、これらに限定されないが、
カフェイン、ビタミンＣ、ビタミンＤ、ビタミンＥ、パントテン酸（ビタミンＢ５）、ア
ンチ－ストレッチマーク化合物、収斂剤（例えば、ミョウバン、オートミール、ノコギリ
ソウ（ｙａｒｒｏｗ）、マンサク（ｗｉｔｃｈ　ｈａｚｅｌ）、ヤマモモおよびイソプロ
ピルアルコール）、ドレーニング化合物（ｄｒａｉｎｉｎｇ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）、育毛
化合物（例えば、モノキシジル）、皮膚および毛髪栄養化合物、皮膚および毛髪保護化合
物、セルフタンニング化合物（例えば、モノまたはポリカルボニル化合物、例えばイサチ
ン、アロキサン、ニンヒドリン、グリセルアルデヒド、メソ酒石酸アルデヒド、グルタル
アルデヒド、エリトルロース、チロシン、チロシンエステルおよびジヒドロキシアセトン
）、日焼け止め剤（例えば、エチルヘキシルメトキシシンナメート、オクチノキシエート
、オクチサレート、オキシベンゾン）、スキンライトナー（例えば、コウジ酸、ヒドロキ
ノン、アルブチン、果物、野菜または植物抽出物、例えばレモン果皮抽出物、カモミール
、緑茶、カジノキ抽出物など、アスコルビル酸誘導体、例えばパルミチン酸アスコルビル
、ステアリン酸アスコルビル、リン酸アスコルビルマグネシウムなど）、リッププランピ
ング化合物、老化防止、脂肪沈着防止剤およびにきび抑制化合物（例えば、酸性薬剤、例
えばα－ヒドロキシ酸（ＡＨＡ）、β－ヒドロキシ酸（ＢＨＡ）、αアミノ酸、α－ケト
酸（ＡＫＡ）、酢酸、アゼライン酸およびその混合物）、ふけ防止化合物（例えば、亜鉛
ピリチオン、亜鉛オマジン、硝酸ミコナゾール、硫化セレン、ピロクトンオラミン）、抗
炎症性化合物（例えば、アスピリン、イブプロフェンおよびナプロキセン）、鎮痛剤（例
えば、アセトアミノフェン）、抗酸化化合物、制汗化合物、デオドラント化合物（例えば
、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール（ＡＭＰ）、フェノールスルホン酸アンモ
ニウム；塩化ベンザルコニウム；塩化ベンゼトニウム、ブロモクロロフェン、セチルトリ
メチルアンモニウムブロミド、セチルピリジニウムクロリド、クロロフィリン－銅複合体
、クロロチモール、クロロキシレノール、クロフルカルバン、塩化デカリニウム、ジクロ
ロフェン、ジクロロ－ｍ－キシレノール、ジヒドロキシエチルスルホスクシニルウンデシ
レン酸二ナトリウム、臭化ドミフェン、ヘキサクロロフェン、ラウリルピリジニウムクロ
リド、メチルベンゼトニウムクロリド、フェノール、重炭酸ナトリウム、フェノールスル
ホン酸ナトリウム、トリクロカルバン、トリクロサン、フェノールスルホン酸亜鉛、リシ
ノール酸亜鉛およびその混合物）、毛髪固定ポリマー（例えば、天然および合成ポリマー
、例えばポリアクリレート、ポリビニル、ポリエステル、ポリウレタン、ポリアミド、変
性セルロース、デンプンおよびその混合物）、ヘアーおよびスキンコンディショナー（例
えば、合成油、天然油、例えば野菜、植物および動物油、鉱油、天然および合成ワックス
、カチオン性ポリマー、モノマーおよびポリマー四級化アンモニウム塩化合物、シリコー
ン、例えばシリコーン油、樹脂およびゴム、タンパク質、タンパク質加水分解物、脂肪酸
、脂肪族アミンおよびその混合物）ならびに上記の２つ以上の適切な混合物が含まれる。
【０１１２】
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　１つの薬用化粧品の態様では、界面活性剤－ポリマーブレンドは、有効成分として、酸
性のアンチエイジング剤、脂肪沈着防止剤およびにきび抑制剤、ヒドロキシカルボン酸、
例えばα－ヒドロキシ酸（ＡＨＡ）、β－ヒドロキシ酸（ＢＨＡ）、α－アミノ酸、α－
ケト酸（ＡＫＡ）およびその混合物を含む活性スキントリートメントローションおよびク
リーム用の増粘剤、レオロジー調整剤および／または付着助剤として使用することができ
る。適切なＡＨＡには、これらに限定されないが、乳酸、グリコール酸、フルーツ酸、例
えばリンゴ酸、クエン酸、酒石酸、ＡＨＡ含有天然化合物の抽出物、例えばリンゴ抽出物
、アプリコット抽出物など、はちみつ抽出物、２－ヒドロキシオクタン酸、グリセリン酸
（ジヒドロキシプロピオン酸）、タルトロン酸（ヒドロキシプロパン二酸）、グルコン酸
、マンデル酸、ベンジル酸、α－リポ酸（ａｌｐｈａ－ｌｉｐｉｏｃ　ａｃｉｄ）、ＡＨ
Ａ塩および誘導体、例えばグリコール酸アルギニン、乳酸アンモニウム、乳酸ナトリウム
、α－ヒドロキシ酪酸、α－ヒドロキシイソ酪酸、α－ヒドロキシイソカプロン酸、α－
ヒドロキシイソ吉草酸、アトロ乳酸などが含まれる。適切なＢＨＡには、これらに限定さ
れないが、３－ヒドロキシプロパン酸、β－ヒドロキシ酪酸、β－フェニル乳酸、β－フ
ェニルピルビン酸、サリチル酸などが含まれる。適切なα－アミノ酸には、これらに限定
されないが、α－アミノジカルボン酸、例えばアスパラギン酸、グルタミン酸などが含ま
れる。代表的なα－ケト酸はピルビン酸、アセトピルビン酸などである。他の活性な酸性
薬剤には、レチノイン酸およびその誘導体、ハロカルボン酸（例えば、トリクロロ酢酸）
、酸性酸化防止剤（例えば、ビタミンＣ）、鉱酸、フィチン酸、リゾホスファチジン酸、
サリチル酸、サリチル酸の誘導体（例えば、５－オクタノイルサリチル酸）などが含まれ
る。一般に、酸性の有効成分は約０．５～約５の範囲のｐＨを有する。
【０１１３】
　活性スキントリートメント組成物の使用および処方の考察は、１９９５年出版のＣＯＳ
ＭＥＴＩＣＳ　＆　ＴＯＩＬＥＴＲＩＥＳ（登録商標）、Ｃ＆Ｔ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ
　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｓｅｒｉｅｓ、ＡＨＡｓ　＆　Ｃｅｌｌｕｌｉｔｅ　Ｐｒｏｄｕｃ
ｔｓ　Ｈｏｗ　Ｔｈｅｙ　Ｗｏｒｋおよび１９９８年出版のＣｏｓｍｅｃｅｕｔｉｃａｌ
ｓになされている。どちらもＡｌｌｕｒｅｄ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ
ｉｏｎから入手可能である。これらを参照により本明細書に組み込む。アスコルビン酸で
酸性化されたα－アミノ酸を含有する組成物は米国特許第６，１９７，３１７号および米
国特許出願公開第２００９／００２９９２８号に記載されており、これらの酸をアンチエ
イジング、スキンケアレジメンにおいて使用する市販の薬用化粧品製剤は、ｅｘＣｅｌ　
Ｃｏｓｍｅｃｅｕｔｉｃａｌｓ（Ｂｌｏｏｍｆｉｅｌｄ　Ｈｉｌｌｓ、Ｍｉｃｈｉｇａｎ
）によってＡＦＡという商品名のもとで販売されている。供給業者の営業用文献に記載さ
れている「ＡＦＡ」という用語は、アミノ酸／ビタミンＣの組合せをアミノフルーツ酸と
して記述するために、「Ａｍｉｎｏ　ａｃｉｄ　Ｆｉｌａｇｇｒｉｎ　ｂａｓｅｄ　Ａｎ
ｔｉｏｘｉｄａｎｔｓ（アミノ酸フィラグリンをベースとした抗酸化剤）」の頭字語とし
て、開発者が作ったものである。上記で論じた構成成分に加えて、にきび抑制製品、フェ
イシャルおよびボディヘアー漂白剤および防腐剤製品に一般に使用される他の構成成分に
は、過酸化水素、過酸化ベンゾイルならびに過硫酸アンモニウム、過硫酸カリウムおよび
過硫酸ナトリウムなどの水溶性無機過硫酸塩化合物などの酸化剤が含まれる。
【０１１４】
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、これらに限定されないが、軟組織インプラ
ント、手術用手袋、カテーテル、カニューレなどの医療用デバイスのための潤滑コーティ
ングとして、医療機器、創傷包帯などのための除去可能な保護膜コーティングとして、特
に胃の酸性環境における粘膜接着剤として、医療用途に処方される製品、例えば消毒ハン
ドクリーム、抗ウイルス製品、抗生物質軟膏、スプレーおよびクリーム、病院におけるノ
ンドリップ型の噴霧可能な消毒剤、日常保守の際に施用される硬表面抗菌性仕上げ剤（ｆ
ｉｎｉｓｈ）などにおける担体および増粘剤として使用することができる。
【０１１５】
　ホームケアならびに施設および産業用途品
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　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドを、「表面固着（ｃｌｉｎｇ－ｏｎ－ｓｕｒｆ
ａｃｅ）」により処方物効率を改善するため、または消毒剤、帯電防止剤、任意選択の洗
浄性界面活性剤および殺生物性処方物の効能を改良するため、従来の繊維柔軟剤と併用し
て繊維柔軟効能を相乗的に改善するために、ホームケアおよびＩ＆Ｉ用途、例えば増粘剤
またはレオロジー調整剤として使用することができる。本発明のポリマーを含むことがで
きる典型的なハウスホールドおよびＩ＆Ｉ製品には、これらに限定されないが、洗濯物衣
類ケア製品、例えば洗剤、洗濯物用プレスポッティング除去製品、繊維柔軟剤（液体また
はシート）、アイロンがけスプレー、ドライクリーニング助剤、抗しわスプレー、スポッ
トリムーバーなど；台所および浴室ならびにそこで使用するまたはそこに置かれた用役設
備および電気器具のための硬表面クレンザー、例えば便器用ジェル、タブおよびシャワー
クリーナー、硬水沈殿物除去剤、フロアおよびタイルクレンザー、壁用クレンザー、フロ
アやクロム据え付け品の光沢剤（ｃｈｒｏｍｅ　ｆｉｘｔｕｒｅ　ｐｏｌｉｓｈ）、アル
カリ剥離性ビニルフロアクリーナー、大理石および陶磁器用クリーナー、空気清浄ジェル
、食器用液体クレンザーなど；消毒剤クリーナー、例えば便器およびビデクリーナー、消
毒ハンドソープ、ルーム用脱臭剤などが含まれる。
【０１１６】
　帯電防止剤には、これらに限定されないが、四級アンモニウム化合物、タンパク質誘導
体、合成四級アンモニウムポリマー、アミン、プロトン化アミンオキシド、ベタインなど
が含まれ、これらは、そうした材料によって付与される任意の界面活性剤特性に加えて、
特定の配合物において制御されたｐＨ条件下で、帯電防止剤として作用することができる
。上記で論じた帯電防止剤に加えて、帯電防止剤として有用な四級アンモニウム化合物の
非限定的な例は、アセトアミドプロピルトリモニウムクロリド、ベヘナミドプロピルジメ
チルアミン、ベヘナミドプロピルエチルジモニウムエトサルフェート、ベヘントリモニウ
ムクロリド、セテチルモルホリニウムエトサルフェート、セトリモニウムクロリド、ココ
アミドプロピルエチルジモニウムエトサルフェート、ジセチルジモニウムクロリド、ジメ
チコンヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ヒドロキシエチルベヘナミドプロピル
ジモニウムクロリド、クアテルニウム－２６、クアテルニウム－２７、クアテルニウム－
５３、クアテルニウム－６３、クアテルニウム－７０、クアテルニウム－７２、クアテル
ニウム－７６加水分解コラーゲン、ＰＰＧ－９ジエチルモニウムクロリド、ＰＰＧ－２５
ジエチルモニウムクロリド、ＰＰＧ－４０ジエチルモニウムクロリド、ステアラルコニウ
ムクロリド、ステアラミドプロピルエチルジモニウムエトサルフェート、ステアルジモニ
ウムヒドロキシプロピル加水分解コムギタンパク質、ステアルジモニウムヒドロキシプロ
ピル加水分解コラーゲン、コムギ胚芽アミドプロパルコニウムクロリド、コムギ胚芽アミ
ドプロピルエチルジモニウムエトサルフェートなどである。
【０１１７】
　合成四級アンモニウムポリマーは膜形成ポリマーおよびコンディショニングポリマーを
含む。合成四級アンモニウムポリマーの非限定的な例には、ジメチルジアリルアンモニウ
ムクロリドのポリマーおよびコポリマー、例えばポリクオタニウム－４、ポリクオタニウ
ム－６、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－２２、ポリクオタニウム－１０、ポ
リクオタニウム－１１、ポリクオタニウム－１５、ポリクオタニウム－１６、ポリクオタ
ニウム－２４、ポリクオタニウム－２８、ポリクオタニウム－３２、ポリクオタニウム－
３３、ポリクオタニウム－３５、ポリクオタニウム－３７、ポリクオタニウム－３９、ポ
リクオタニウム－４３、ポリクオタニウム－４４、ＰＥＧ－２－ココモニウムクロリド、
およびカッシアヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、クアテルニウム－５２、ポリ
クオタニウム－４６、ポリクオタニウム－５５、ポリクオタニウム－４４、ポリクオタニ
ウム－６０、ポリクオタニウム－６６、ポリクオタニウム－６７、ポリクオタニウム－６
８、ポリクオタニウム－６９、ポリクオタニウム－７２、ポリクオタニウム－７７、ポリ
クオタニウム－８５、ポリクオタニウム－８６、ポリクオタニウム－８７などが含まれる
。
【０１１８】
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　適切な市販のコンディショニングポリマーには、ポリマー性四級アンモニウム塩、例え
ば、これらに限定されないが、ポリクオタニウム－７、アクリルアミドおよびジメチルジ
アリルアンモニウムクロリドモノマーのポリマー性四級アンモニウム塩（ＭＡＣＫＥＲＮ
ＩＵＭ（商標）－００７、ＭｃＩｎｔｙｒｅ　Ｇｒｏｕｐ、Ｌｔｄ．など）；ポリクオタ
ニウム－１０、トリメチルアンモニウム置換エポキシドと反応させたヒドロキシエチルセ
ルロースのポリマー性四級アンモニウム塩（ＵＣＡＲＥ（登録商標）Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　
ＪＲ、ＬＫ、ＬＲ、ＳＲシリーズ、Ａｍｅｒｃｈｏｌ　ａｎｄ　ＣＥＬＱＵＡＴ（登録商
標）ＳＣシリーズ、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈなど）；ポリクオタニウム－３９、
アクリル酸、ジアリルジメチルアンモニウムクロリドおよびアクリルアミドのポリマー性
四級アンモニウム塩（ＭＥＲＱＵＡＴ（登録商標）およびＭＥＲＱＵＡＴ（登録商標）Ｐ
ｌｕｓ　ｐｏｌｙｍｅｒｓ、Ｏｎｄｅｏ　Ｎａｌｃｏなど）；天然ゴムの四級化誘導体、
例えばグアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド（ＪＡＧＵＡＲ（登録商標）およ
びＪＡＧＵＡＲ（登録商標）Ｅｘｃｅｌ　ｐｏｌｙｍｅｒｓ、Ｒｈｏｄｉａ、Ｉｎｃ．な
ど）などが含まれる。
【０１１９】
　いくつかの非ポリマー性四級アンモニウム化合物は繊維コンディショニングおよび繊維
ケア用に使用され、これらは一般に繊維柔軟剤と称され、通常配合物の全重量の最大で約
２０重量％が使用されるが、これに限定されない。本発明の界面活性剤－ポリマーブレン
ド組成物と併用すると有用な繊維柔軟剤には一般に、Ｗｈａｌｌｅｙ、Ｆａｂｒｉｃ　Ｃ
ｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ、ＨＡＰＰＩ、５５～５８頁（１９９５年２月）
の総説（これを参照により本明細書に組み込む）に記載されているような長鎖アルキル化
四級アンモニウム化合物、例えばジアルキルジメチル四級アンモニウム化合物、イミダゾ
リン四級化合物、アミドアミン四級化合物、ジヒドロキシプロピルアンモニウム化合物の
ジアルキルエステル・クアト（ｑｕａｔ）誘導体；メチルトリエタノールアンモニウム化
合物のジアルキルエステル・クアト誘導体、エステルアミドアミン化合物、およびジメチ
ルジエタノールアミンアンモニウムクロリドのジエステル・クアト誘導体が含まれる。
【０１２０】
　上記で論じた帯電防止剤に加えて、ジアルキルジメチル四級アンモニウム化合物の非限
定的な例には、Ｎ，Ｎ－ジオレイル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－
ジタロウイル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムエトサルフェート、Ｎ，Ｎ－ジ（水素化－
タロウイル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリドなどが含まれる。イミダゾリン四
級化合物の非限定的な例には、１－Ｎ－メチル－３－Ｎ－タロウアミドエチルイミダゾリ
ウムクロリド、ＶＡＲＩＳＯＦＴ（登録商標）４７５の商標名のもとでＷｉｔｃｏ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手できる３－メチル－１－タロウイルアミドエチル
－２－タロウイル－イミダゾリニウムメチルサルフェートなどが含まれる。アミドアミン
四級化合物の非限定的な例には、そのアルキル基がメチル、エチル、ヒドロキシエチルで
あってよいＮ－アルキル－Ｎ－メチル－Ｎ，Ｎ－ビス（２－タロウアミドエチル）アンモ
ニウム塩などが含まれる。ジヒドロキシプロピルアンモニウム化合物のジアルキルエステ
ル・クアト誘導体の非限定的な例には、１，２－ジタロウオイルオキシ－３－Ｎ，Ｎ，Ｎ
－トリメチルアンモニオプロパンクロリド、１，２－ジカノロイルオキシ－３－Ｎ，Ｎ，
Ｎ－トリメチルアンモニオプロパンクロリドなどが含まれる。
【０１２１】
　さらに、他の種類の長鎖（例えば、天然油および脂肪酸由来）アルキル化四級アンモニ
ウム化合物は、これらに限定されないが、Ｎ，Ｎ－ジ（アルキルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ
－ジメチルアンモニウム塩、例えばＮ，Ｎ－ジ（タロウイルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジ（カノリルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチル
アンモニウムクロリドなど；Ｎ，Ｎ－ジ（アルキルオキシエチル）－Ｎ－メチル－Ｎ－（
２－ヒドロキシエチル）アンモニウム塩、例えばＮ，Ｎ－ジ（タロウイルオキシエチル）
－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）アンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジ（カノ
リルオキシエチル）－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）アンモニウムクロリド
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など；Ｎ，Ｎ－ジ（２－アルキルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモ
ニウム塩、例えばＮ，Ｎ－ジ（２－タロウイルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジ（２－カノリルオキシ－２－オキソエチル）－
Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリドなど；Ｎ，Ｎ－ジ（２－アルキルオキシエチルカ
ルボニルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム塩、例えばＮ，Ｎ－ジ（２－タ
ロウイルオキシエチルカルボニルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリ
ド、Ｎ，Ｎ－ジ（２－カノリルオキシエチルカルボニルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアンモニウムクロリドなど；Ｎ－（２－アルカノイルオキシ－２－エチル）－Ｎ－（２
－アルキルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム塩、例えばＮ－
（２－タロウオイルオキシ－２－エチル）－Ｎ－（２－タロウイルオキシ－２－オキソエ
チル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ－（２－カノロイルオキシ－２－エ
チル）－Ｎ－（２－カノリルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウ
ムクロリドなど；Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリ（アルキルオキシエチル）－Ｎ－メチルアンモニウム
塩、例えばＮ，Ｎ，Ｎ－トリ（タロウイルオキシエチル）－Ｎ－メチルアンモニウムクロ
リド、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリ（カノリルオキシエチル）－Ｎ－メチルアンモニウムクロリドな
ど；Ｎ－（２－アルキルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチル
アンモニウム塩、例えばＮ－（２－タロウイルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ－タロウ
イル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ－（２－カノリルオキシ－２－オキソ
エチル）－Ｎ－カノリル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリドなどを含む適切な繊維
柔軟剤である。
【０１２２】
　一実施形態では、長鎖アルキル基は、タロウ、菜種油またはヤシ油から誘導されるが、
大豆油およびココナツオイルから誘導された他のアルキル基、例えばラウリル、オレイル
、リシノレイル、ステアリル、パルミチルおよび脂肪族アルキル基などにも適している。
四級アンモニウム塩化合物は、対イオンとして任意のアニオン性基、例えばクロリド、ブ
ロミド、メトサルフェート（すなわち、メチルサルフェート）、アセテート、ホルメート
、サルフェート、ナイトレートなどをもつことができる。
【０１２３】
　適切な四級アンモニウム繊維柔軟化合物の例には、Ｎ－メチル－Ｎ，Ｎ－ビス（タロウ
アミドエチル）－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）アンモニウムメチルサルフェートおよび
Ｎ－メチル－Ｎ，Ｎ－ビス（水素化－タロウアミドエチル）－Ｎ－（２－ヒドロキシエチ
ル）アンモニウムメチルサルフェートが含まれる。それぞれの材料は、ＶＡＲＩＳＯＦＴ
（登録商標）２２２およびＶＡＲＩＳＯＦＴ（登録商標）１１０の商標名のもとでそれぞ
れＷｉｔｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手できる；メチルトリエタノー
ルアンモニウム塩のジアルキルエステル・クアト誘導体、例えばＣｏｇｎｉｓから入手で
きるビス（アシルオキシエチル）ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメトサルフェート
エステル・クアトのＤＥＨＹＱＵＡＲＴ（登録商標）ＡＵシリーズ、例えばＤＥＨＹＱＵ
ＡＲＴ（登録商標）ＡＵ３５、ＡＵ４６、ＡＵ５６などおよびタロウ鎖が少なくとも部分
的に不飽和であるＮ，Ｎ－ジ（タロウオイルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニ
ウムクロリドが含まれる。他の適切な繊維柔軟剤には、周知のジアルキルジメチルアンモ
ニウム塩、例えばＮ，Ｎ－ジタロウイル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムメチルサルフェ
ート、Ｎ，Ｎ－ジ（水素化－タロウイル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ
，Ｎ－ジステアリル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジベヘニル－Ｎ
，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジ（水素化タロウ）－Ｎ，Ｎ－ジメチル
アンモニウムクロリド（商標名ＡＤＯＧＥＮ（登録商標）４４２）、Ｎ，Ｎ－ジタロウイ
ル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド（商標名ＡＤＯＧＥＮ（登録商標）４７０、
ＰＲＡＥＰＡＧＥＮ（登録商標）３４４５）、Ｎ，Ｎ－ジステアリル－Ｎ，Ｎ－ジメチル
アンモニウムクロリド（商標名ＡＲＯＳＵＲＦ（登録商標）ＴＡ－１００）が含まれる。
これらはすべてＷｉｔｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手できる；ＫＥＭ
ＡＭＩＮＥ（登録商標）Ｑ－２８０２Ｃの商標名のもとでＨｕｍｋｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
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　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｏｆ　Ｗｉｔｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎに
より販売されているＮ，Ｎ－ジベヘニル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリドおよび
ＶＡＲＩＳＯＦＴ（登録商標）ＳＤＣの商標名のもとでＷｉｔｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　
Ｃｏｍｐａｎｙにより、ＡＭＭＯＮＹＸ（登録商標）４９０の商標名のもとでＯｎｙｘ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙにより販売されているＮ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ステア
リル－Ｎ－ベンジルアンモニウムクロリドが含まれる。
【０１２４】
　上記繊維柔軟剤およびその混合物のいずれかを、特に洗濯用および繊維ケア製品におい
て本発明の界面活性剤－ポリマーブレンド組成物と併用することができる。エステル含有
繊維柔軟剤については、組成物のｐＨは、特に長期保存状態で、繊維柔軟剤の安定性に影
響を及ぼす可能性がある。本発明の関連で定義されるｐＨは、無希釈の組成物において約
２０℃で測定される。一実施形態では、組成物のｐＨは約６未満である。これらの組成物
の最適の加水分解安定性のためには、ｐＨは約２～約５または約２．５～約３．５の範囲
である。
【０１２５】
　上記したタンパク質誘導体に加えて、タンパク質誘導体の非限定的な例には、ココジモ
ニウムヒドロキシプロピル加水分解カゼイン、ココジモニウムヒドロキシプロピル加水分
解コラーゲン、ココジモニウムヒドロキシプロピル加水分解毛髪ケラチン、ココジモニウ
ムヒドロキシプロピル加水分解コメタンパク質、ココジモニウムヒドロキシプロピル加水
分解シルク、ココジモニウムヒドロキシプロピル加水分解ダイズタンパク質、ココジモニ
ウムヒドロキシプロピル加水分解コムギタンパク質、ココジモニウムヒドロキシプロピル
加水分解シルクアミノ酸、ヒドロキシプロピルトリモニウム加水分解コラーゲン、ヒドロ
キシプロピルトリモニウム加水分解ケラチン、ヒドロキシプロピルトリモニウム加水分解
シルク、ヒドロキシプロピルトリモニウム加水分解コメぬか、ヒドロキシプロピルトリモ
ニウム加水分解ダイズタンパク質、ヒドロキシプロピルトリモニウム加水分解植物性タン
パク質、ヒドロキシプロピルトリモニウム加水分解コムギタンパク質、ソイエチルジモニ
ウムエトサルフェート、ソイエチルモルホリニウムエトサルフェートなどが含まれる。
【０１２６】
　施設および産業用途品
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、施設および産業用製品用途、例えば、これ
らに限定されないが、織物（例えば、加工、仕上げ、プリントおよび染色助剤、ウォッシ
ャブル表面保護コーティング、不織布の浸透（ｓａｔｕｒａｔｉｏｎ）による合成皮革の
製造など、織布、不織布、天然および合成繊維などの製造）；水処理（例えば、廃水、冷
却水、飲料水精製など）；化学物質流出封じ込め（ｃｈｅｍｉｃａｌ　ｓｐｉｌｌ　ｃｏ
ｎｔａｉｎｍｅｎｔ）（例えば、酸流出吸収剤など）；革および皮革加工（例えば、加工
助剤、仕上げ、コーティング、エンボス加工など）；紙および製紙（例えば、表面コーテ
ィング、例えば着色コーティング、帯電防止コーティングなど、パルプバインダー、表面
サイジング、乾燥および湿潤強度向上剤、ウェットレイドフェルトの製造など）；印刷（
例えば、インク、ウィッキング防止（ａｎｔｉ－ｗｉｃｋｉｎｇ）インクジェットプリン
タインク、アクリル織物プリント用のカチオン性染料を含むインク配合物のための増粘剤
など）；塗料（例えば、顔料および粉砕助剤、エポキシラテックスエマルジョン用架橋剤
、粘土、顔料用の微粒子懸濁助剤など）；工場排水処理（例えば、製紙工場廃液中のフェ
ノール類のための凝集剤など）；金属加工（例えば、酸食用洗浄剤、低ｐＨ金属コーティ
ング、冷延鋼板加工での酸洗剤など）；接着剤（例えば、透明性接着剤、金属、プラスチ
ック、木材用接着促進剤など、不織フロック接着剤結合コーティング（ｎｏｎ－ｗｏｖｅ
ｎ　ｆｌｏｃ　ａｄｈｅｓｉｖｅ　ｔｉｅ　ｃｏａｔｉｎｇ）、ボンディングなど）；木
材防腐ならびに建造物および道路用の産業建設製品（例えば、セメント可塑剤、低ｐＨで
のアスファルトエマルジョン安定剤、セメントのための酸食、コンクリート、モルタル、
パテの稠度調整剤（ｃｏｎｓｉｓｔｅｎｃｙ　ｍｏｄｉｆｉｅｒ）など）における増粘剤
、レオロジー調整剤、分散剤、安定剤、促進剤などとして使用することができる。本発明
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の界面活性剤－ポリマーブレンドは、さび除去剤（ｒｕｓｔ　ｒｅｍｏｖｅｒ）、酸トラ
ック洗浄剤、スケール除去剤などの増粘剤として特に有用である。
【０１２７】
　一実施形態では、界面活性剤－ポリマーブレンドを、所望のパーソナルケア、ヘルスケ
ア、ホームケアおよび「Ｉ＆Ｉ」配合物に添加し、有機塩基などのアルカリ性物質でｐＨ
を高い方へ調節し、ブレンド中のポリマーの膨潤を最適化して所望の粘度になるようにし
、次いで最終組成物を所望のｐＨに調節する。界面活性剤－ポリマーブレンドを含む完成
した組成物または配合物のｐＨが、配合物の目的とする用途に必要なｐＨよりアルカリ性
である場合、ｐＨを、任意の生理学的に許容される無機または有機酸で調整することがで
きる。
【０１２８】
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、様々なパーソナルケア、ヘルスケア、Ｉ＆
Ｉおよび医療用途における、帯電防止、殺菌性、抗菌性および他の防腐性組成物用の増粘
剤として有用である。例えばこのポリマーは、カチオン性殺生物剤が通常用いられる店頭
販売（ＯＴＣ）ヘルスケアおよび薬剤製品、例えばプラークおよびタータ・コントロール
用の口腔ケア組成物ならびにシロップ剤、ゲル剤などの治療剤を含む液体ビヒクルにおけ
る増粘剤として使用することができる。
【０１２９】
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドを含む製品は、これらに限定されないが、ジャ
ー、ボトル、チューブ、スプレーボトル、ワイプ、缶、ロールオン容器、スティック容器
などの容器から詰め、分注することができる。その中に界面活性剤－ポリマーを混ぜ込む
ことができる製品の形態に関して、製品の使用目的が実現される限りその制限はない。例
えば界面活性剤－ポリマーを含むパーソナルケアおよびヘルスケア製品は、これらに限定
されないが、ジェル、ムース、スプレー（液状または泡状物）、乳液（クリーム、ローシ
ョン、ペースト）、液体（リンス、シャンプー）、バー、軟膏、坐剤、含浸ワイプ、パッ
チなどの形態で皮膚、毛髪、頭皮および爪に施用することができる。
【０１３０】
　添加剤および補助剤
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドを含む製品配合物は、パーソナルケア、ヘルス
ケア、ホームケア、「Ｉ＆Ｉ」ケア製品および産業プロセスにおいて、上記しかつ／また
は慣用的にもしくは広く含められている、これらに限定されないが、酸性化またはアルカ
リ化のためのｐＨ調整剤および緩衝剤；補助的固定剤および膜形成剤（例えば、合成もし
くは天然由来の非イオン性、アニオン性、カチオン性、または両性ポリマー）；補助的レ
オロジー調整剤（例えば、粘度を増大させるポリマー、ゴムまたは樹脂の増粘剤またはゲ
ル化剤）；添加剤（例えば、助剤、補助的乳化剤、補助的エマルジョン安定剤、ワックス
、補助的分散剤など）、粘度制御剤（例えば、電解質）、補助的コンディショニング剤（
例えば、合成油、天然油、動物油、天然および合成ワックス、シリコーン、モノマー性お
よびポリマー性四級化アンモニウム化合物（上記）およびその誘導体）、光沢増強剤；モ
イスチャライザー；軟化剤；保湿剤；滑剤；日焼け止め剤；ＵＶ吸収剤；酸化剤；還元剤
；界面活性剤（例えば、アニオン性、カチオン性、非イオン性、両性、双性イオンおよび
そのシリコーン誘導体ならびにその混合物）；ポリマー薄膜調整剤（例えば、可塑剤、粘
着付与剤、粘着性消失剤（ｄｅ－ｔａｃｋｉｆｉｅｒ）、湿潤剤など）；キレート剤；乳
白剤；真珠光沢剤（ｐｅａｒｌｅｓｃｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）；タンパク性物質およびその
誘導体；ビタミンおよびその誘導体；ボタニカル；抗真菌剤；ふけ防止剤；抗炎症剤；鎮
痛剤；防腐剤；香料；香料可溶化剤；着色剤（例えば、顔料および染料）；噴射剤（例え
ば、フッ素化炭化水素、液状揮発性炭化水素、圧縮ガスなどならびにその混合物を含む種
々の添加剤および補助剤を含むことができる。
【０１３１】
　本明細書で論じる本発明の界面活性剤－ポリマーブレンド組成物で用いることができる
添加剤および補助構成成分、製品または材料は、いくつかの場合、Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，　
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Ｔｏｉｌｅｔｒｙ，　ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ、Ｗａｓｈ
ｉｎｇｔｏｎ　Ｄ．Ｃ．出版の国際化粧品成分総覧（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏ
ｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ）（ｗｗｗ．ｃｔｆａ－ｏ
ｎｌｉｎｅ．ｏｒｇを参照－以下ＩＮＣＩ総覧）で示されているような、例えばそのどの
版でも例えば１巻および２巻、第６版（１９９５年）または１巻～３巻、第７版および第
８版（１９９７年、２０００年）に見ることができるＩＮＣＩ名と一般に呼ばれる国際命
名法で、あるいは一般的に用いられているその化学名によって称される。ＩＮＣＩ名、商
標名またはその両方で挙げられている材料の多くの供給業者は、ＩＮＣＩ総覧ならびにこ
れらに限定されないが、ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ、Ｔｈｅ　Ｍａｎ
ｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ　Ｃｏｎｆｅｃｔｉｏｎｅｒ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．、Ｇ
ｌｅｎ　Ｒｏｃｋ、Ｎ．Ｊ．（２００１年）出版の２００１　ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ
　Ｄｉｒｅｃｔｏｒｉｅｓ、１巻：乳化剤＆洗剤および２巻：機能材料；およびＡｌｌｕ
ｒｅｄ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｃａｒｏｌ　Ｓｔｒｅａｍ、
ＩＩＩ．（２００１年）出版の２００１　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｂｅｎｃｈ　Ｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ、ｅｄｉｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　＆　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ（登録
商標）１１５（１３）を含む多くの商取引出版物に見ることができる。それぞれの関係す
る開示を参照により本明細書に組み込む。組成物のそうした成分および配合物は周知の参
考文献、例えば１９５７年出版のＣｏｓｍｅｔｉｃｓ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃ
ｈｎｏｌｏｇｙ、第１版（Ｓａｇａｒｉｎ（ｅｄ））、および１９７２年～１９７４年出
版の第２版（Ｂａｌｓａｍら、（ｅｄｓ））；および１９７５年出版のＴｈｅ　Ｃｈｅｍ
ｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅ　ｏｆ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ、第２版（ｄ
ｅＮａｖａｒｒｅ（ｅｄ））、２０００年出版の第３版（Ｓｃｈｌｏｓｓｍａｎ（ｅｄ）
）（どちらもＡｌｌｕｒｅｄ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ；Ｒｉｅ
ｇｅｒ（ｅｄ）から入手できる）、Ｈａｒｒｙ’ｓ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｏｌｏｇｙ、第８
版、Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ，　Ｃｏ．，　Ｉｎｃ．、Ｎｅｗ　Ｙｏｒ
ｋ、Ｎ．Ｙ．（２０００年）；ならびにＲｅｍｉｎｇｔｏｎ’ｓ　Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔ
ｉｃａｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ、第１４版、Ｍａｃｋ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｍｐａ
ｎｙ、Ｅａｓｔｏｎ、Ｐａ．（１９７０年）などの薬剤技術分野の当業者が入手できる種
々の処方集（ｆｏｒｍｕｌａｒｙ）にも詳細に記載されている。それぞれの関係する開示
を参照により本明細書に組み込む。
【０１３２】
　クレンジングまたはスージングのために皮膚および粘膜に施用されるパーソナルケアお
よび局所的、皮膚科学的ヘルスケア用に製剤化された組成物は、同じかまたは類似した生
理学的に忍容される成分のいくつかと混合されて、医薬または薬学的に許容される化合物
の存在によって、かつその製品を製造し得る制御条件によって、主に、選択される成分の
純度グレードの異なる、同じかまたは類似した生成物形態に処方されることは公知である
。同様に、ホームケアおよびＩ＆Ｉ用の製品に使用される成分のいくつかは、上記と同じ
かまたは類似しているが、主に、使用される量および材料グレードが異なる。成分の選択
および許容される量は、国、地域、地方および国際的レベルで政府の規制に従うことにな
ることもやはり公知である。したがって、パーソナルケアおよびヘルスケア製品用に有用
な種々の成分の本明細書での考察は、ホームケアならびにＩ＆Ｉ製品および産業用途品に
も適用できる。
【０１３３】
　溶媒
　水性エマルジョンとして調製される本発明のポリマーは、これらに限定されないが、水
性配合物および水混和性の補助的溶媒を含む配合物に特に有用である。通常使用される有
用な溶媒は一般に液体、例えば水（脱イオン水、蒸留水または精製水）、アルコール、ポ
リオールなどおよびその混合物である。非水性または疎水性の補助的溶媒は一般に、ネイ
ルラッカー、エアゾール噴射スプレーなどの実質的に水を含まない製品において、または
油性汚れ、皮脂、メーキャップの除去などの特定の機能のため、または染料、香料などを
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溶解するのに使用されるか、あるいは、エマルジョンの油性相中に混ぜ込まれる。水以外
の補助的溶媒の非限定的な例には、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、ヘキ
サノールなどの直鎖状および分枝鎖状アルコール；ベンジルアルコール、シクロヘキサノ
ールなどの芳香族アルコール；ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアル
コール、ステアリルアルコール、ベヘニルアルコールなどの飽和Ｃ１２～Ｃ３０脂肪族ア
ルコールなどが含まれる。ポリオールの非限定的な例には、ポリヒドロキシアルコール、
例えばグリセリン、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール
、Ｃ２～Ｃ４アルコキシ化アルコールならびにＣ２～Ｃ４アルコキシ化ポリオール、例え
ば約２～約３０個の炭素原子および１～約４０個のアルコキシ単位を有するアルコール、
ジオールおよびポリオールのエトキシ化、プロポキシ化およびブトキシ化エーテル、ポリ
プロピレングリコール、ポリブチレングリコールなどが含まれる。非水性の補助的溶媒の
非限定的な例には、シリコーンおよびシリコーン誘導体、例えばシクロメチコンなど、ケ
トン、例えばアセトンおよびメチルエチルケトン；天然および合成の油およびワックス、
例えば野菜油（ｖｅｇｅｔａｂｌｅ　ｏｉｌ）、植物油（ｐｌａｎｔ　ｏｉｌ）、動物油
、精油、鉱油、Ｃ７～Ｃ４０イソパラフィン、アルキルカルボン酸エステル、例えば酢酸
エチル、酢酸アミル、乳酸エチルなど、ホホバ油、サメ肝油などが含まれる。上記非水性
の補助的溶媒のいくつかは、コンディショナーおよび乳化剤であってもよい。
【０１３４】
　噴射剤
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンド組成物を含む組成物中で使用できる適切な噴射
剤には、これらに限定されないが、適切な場合、上記有効成分の１つもしくは複数および
／または上記で論じたパーソナルケア、ヘルスケア、ホームケアおよび施設ケア製品に慣
用的にまたは広く含められている１つもしくは複数の添加剤および／または補助剤と併用
して本発明のエステルを含むパーソナルケア、ホームケア、ヘルスケアおよび施設ケア組
成物を送達するために使用できる公知の任意のエアゾール噴射剤が含まれる。噴射剤の例
には、これらに限定されないが、Ｃ３～Ｃ６直鎖および分枝鎖炭化水素などの低沸点炭化
水素が含まれる。炭化水素噴射剤の例には、プロパン、ブタン、イソブテンおよびその混
合物が含まれる。他の適切な噴射剤には、ジメチルエーテルなどのエーテル、１，１－ジ
フルオロエタンなどのヒドロフルオロカーボンならびに空気および二酸化炭素などの圧縮
ガスが含まれる。これらの組成物は、組成物の全重量に対して一実施形態では約０．５重
量％～約６０重量％の噴射剤を含むことができ、他の実施形態では約０．５重量％～約３
５重量％含むことができる。
【０１３５】
　ｐＨ調整剤
　適切な酸性のｐＨ調整剤は、アミノ酸を含む有機酸および無機鉱酸から選択される。酸
性のｐＨ調整剤の例には、これらに限定されないが、酢酸、サリチル酸、クエン酸、フマ
ル酸、グルタミン酸、グリコール酸、塩酸、乳酸、硝酸、リン酸、重硫酸ナトリウム、硫
酸、酒石酸などおよびその混合物が含まれる。適切なアルカリ性または塩基性のｐＨ調整
剤を加えて本発明の界面活性剤－ポリマーブレンド中に含まれるポリマーを膨潤させるこ
とができる。アルカリ性ｐＨ調整剤の例には、これらに限定されないが、アルカリ金属水
酸化物、例えば水酸化ナトリウムおよび水酸化カリウム；水酸化アンモニウム；有機塩基
、例えばトリエタノールアミン、ジイソプロピルアミン、ドデシルアミン、ジイソプロパ
ノールアミン、アミノメチルプロパノール、コカミン、オレアミン、モルホリン、トリア
ミルアミン、トリエチルアミン、トロメタミン（２－アミノ－２－ヒドロキシメチル）－
１，３－プロパンジオール）およびテトラキス（ヒドロキシプロピル）エチレン－ジアミ
ンならびに無機酸のアルカリ金属塩、例えばホウ酸ナトリウム（ホウ砂）、リン酸ナトリ
ウム、ピロリン酸ナトリウムなどおよびその混合物が含まれる。酸性およびアルカリ性の
ｐＨ調整剤は、最終組成物において所望のｐＨ値を得るのに必要な任意の量で使用するこ
とができる。
【０１３６】
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　シリコーン
　シリコーンは、いわゆる「ツーインワン型」の組合せのクレンジング／コンディショニ
ングシャンプーなどのシャンプー製品において、またスキンケア製品においても一般的に
使用される。シリコーンは、それが含まれる配合物にコンディショニング特性ならびに精
神感覚および美学的な特性を提供して、毛髪や皮膚に触れてより柔らかくかつ滑らかに感
じるようにする。シリコーンは、パーソナルケア配合物における乳化剤および軟化剤とし
ても機能することができる。シリコーンポリマーの最も一般的な部類は、一般式（ＣＨ３

）３－Ｓｉ（ＣＨ３）２－Ｏ－（Ｓｉ（ＣＨ３）２－Ｏ）ｗ－Ｓｉ（ＣＨ３）３を有する
直鎖状ポリジメチルシロキサンである。ここでｗは２より大きい整数である。シリコーン
は、ポリマー中の１つまたは複数のアルキル基が酸素で置き換えられて分岐点もたらす分
枝鎖状材料であってもよい。ケイ素原子は、同じであっても異なっていてもよい多種多様
の置換基を担持することができる。化学的に最も小さい反応置換基はメチルまたはフェニ
ル基である。ジメチコノールの場合のように、官能性末端保護基は窒素またはヒドロキシ
ル部分を担持することができる。シリコーン流体、ゴムおよび樹脂ならびにシリコーンの
製造を論じた節を含むシリコーンについての参考資料はＥｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ
　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ、１５巻、第２版
、２０４～３０８頁、Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ、Ｉｎｃ．（１９８９年）に
見出される。
【０１３７】
　シリコーン流体は一般に、数ｍＰａ・ｓ～数十万のｍＰａ・ｓの範囲の粘度を有する水
不溶性の油である。これらは流体（揮発性および非揮発性）、ゴム、流体中のゴム、樹脂
の形態、または非イオン性の小粒子および大粒子サイズのエマルジョン（Ｄｏｗ　Ｃｏｒ
ｎｉｎｇからのＭＥＭ１６６４、ＭＥＭ１３１０、５－７１３７、２－１３５２、ＭＥＭ
１７８４、ＭＥＭ１３１０、ＭＥＭ１４９１、５－７１３７およびＭＥＭ２２２０）およ
びアニオン性エマルジョン（Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇからのＭＥＭ１７８４）の形態をし
ている。ポリシロキサン流体の屈折率は一般に約１．７０未満、典型的には約１．６０未
満である。この関連で、ポリシロキサン「流体」は油もゴムも含む。
【０１３８】
　ヘアケア製品で使用するシリコーンの他の部類は、例えば米国特許第４，９０２，４９
９号（これを参照により本明細書に組み込む）に記載されているようないわゆる剛性のシ
リコーン（シリコーンゴムとしても公知である）であり、これらは通常、固有粘度で測定
して約６００，０００ｍＰａ・ｓ超の粘度（約２０℃で）を有し、少なくとも約５００，
０００ダルトンの重量平均分子量を有する。ゴムは、米国特許第４，１５２，４１６号；
Ｎｏｌｌ　ａｎｄ　Ｗａｌｔｅｒ、Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
　ｏｆ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ：Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｒｅｓｓ（１９
６８年）ならびにＧｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃのシリコーンゴム製品データシート
ＳＥ３０、ＳＥ３３、ＳＥ５４およびＳＥ７６にも記載されている。本発明の組成物で使
用するためのゴムの特定の非限定的な例には、ポリジメチルシロキサン、（ポリジメチル
シロキサン）（メチルビニルシロキサン）コポリマー、ポリ（ジメチルシロキサン）（ジ
フェニルシロキサン）（メチルビニルシロキサン）コポリマーおよびその混合物が含まれ
る。
【０１３９】
　揮発性シリコーンは本発明のポリマーと併用すると特に有用であり、シャンプーなどの
ヘアケア製品において滑剤としてしばしば使用される。揮発性シリコーンには環状および
直鎖状ポリジメチルシロキサンなどが含まれる。環状の揮発性シリコーンは一般に、環状
環構造中で酸素原子と交互に約３～約７個のケイ素原子を含む。各ケイ素原子はやはり２
個のアルキル基、一般にメチル基で置換されている。直鎖状揮発性シリコーンは、せいぜ
い約２５ｍＰａ・ｓの粘度を有する上記したようなシリコーン流体である。揮発性シリコ
ーンの説明はＴｏｄｄ　ａｎｄ　Ｂｙｅｒｓ、Ｖｏｌａｔｉｌｅ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｆ
ｌｕｉｄｓ　ｆｏｒ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ、Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ｔｏｉｌｅｔ
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ｒｉｅｓ　、９１巻（１号）、２７～３２頁（１９７６年）およびＫａｓｐｒｚａｋ、Ｖ
ｏｌａｔｉｌｅ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ、Ｓｏａｐ／Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ／Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ、４０～４３頁（１９８６年１２月）に見出される。これら
のそれぞれを参照により本明細書に組み込む。
【０１４０】
　他の部類のシリコーンには、任意のアミン官能化シリコーン；すなわち、少なくとも１
つの第一アミン、第二アミン、第三アミンまたは四級アンモニウム基を含むシリコーンを
含むアミノシリコーンのカテゴリーが含まれる。アミノシリコーンはグラフトであっても
末端であってもよい。一実施形態では、アミノシリコーンは、約１，０００ｃｓ～約１，
０００，０００ｃｓまたは約２，０００ｃｓ～約６００，０００ｃｓ、さらには約４，０
００ｃｓ～約４００，０００ｃｓの粘度を有する。アミノシリコーン流体の例として、低
および高アミン含量を有する（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇからの８５００、２－８５６６、
ＡＰ－８０８７）；アミノグリコールコポリマー；アミノフェニル樹脂；低および高粘度
カチオン性エマルジョン（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇからの９４９、２－８１９４）、非イ
オン性ミクロエマルジョン；シリコーン・クアトミクロエマルジョン（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎ
ｉｎｇからの５－７１１３）および任意のその２つ以上の混合物。ここで、本明細書およ
び特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値または限界を組み合わせて、開
示されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲を形成することができる。
【０１４１】
　他のシリコーン油は、ジメチルシロキサン（ジメチコン）およびアルキレンオキシドの
直鎖状もしくは分枝鎖状コポリマーであるジメチコンコポリオールを含む。ジメチコンポ
リオールは、ランダムコポリマーであってもブロックコポリマーであってもよい。ジメチ
コンポリオールの一般に有用な部類は、ポリジメチルシロキサンのブロックとポリエチレ
ンオキシド、ポリプロピレンオキシドまたはその両方のブロックなどのポリアルキレンオ
キシドのブロックとを有するブロックコポリマーである。ジメチコンコポリオールは米国
特許第５，１３６，０６３号、同第５，１８０，８４３号に開示されている。これらの開
示を参照により本明細書に組み込む。さらに、ジメチコンコポリオールはＳｉｌｓｏｆｔ
（登録商標）およびＳｉｌｗｅｔ（登録商標）の商標名のもとでＧｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅ
ｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ（ＧＥ－ＯＳｉ）から市販されている。具体的な製品名には
、これらに限定されないが、Ｓｉｌｓｏｆｔ３０５、４３０、４７５、８１０、８９５、
Ｓｉｌｗｅｔ　Ｌ７６０４（ＧＥ－ＯＳｉ）；Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａ
ｔｉｏｎからのＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）５１０３および５３２９およびＥｖ
ｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからのＡｂｉｌ（登録商標
）ジメチコンコポリオール、例えばＷＥ０９、ＷＳ０８、ＥＭ９０およびＥＭ９７ならび
にＬｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ、Ｉｎｃ．から市販されて
いるＳｉｌｓｅｎｓｅ（商標）ジメチコンコポリオール、例えばＳｉｌｓｅｎｓｅコポリ
オール－１およびＳｉｌｓｅｎｓｅコポリオール－７が含まれる。
【０１４２】
　揮発性シリコーン、シリコーンゴムおよびシリコーンコポリマー、ジメチコンとジメチ
コノールの混合物；フェニル変性シリコーン、アルキル／アルコキシ変性シリコーン、ポ
リエーテル官能性シリコーン、ポリグリセリン変性シリコーン、ポリエーテル／アルキル
変性シリコーン、ポリグリセリン／アルキル変性シリコーン、シリコーンクロスポリマー
、シリコーン樹脂、シリコーン樹脂ゲル、シリコーンポリグルコシドを含むシリコーン材
料はＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ、Ｗａｃｋｅｒ、Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅ
ｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａ
ｔｅｒｉａｌｓおよびＬｕｂｒｉｚｏｌなどの様々な商業的供給源から入手することがで
きる。
【０１４３】
　本発明で使用するシリコーンは、約０．１ミクロン～約３００ミクロン、約５ミクロン
～約８０ミクロンまたは約２０ミクロン～約６０ミクロン、さらには約３０ミクロン～約
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５０ミクロンの粒径を有する。ここで、本明細書および特許請求の範囲の他のところと同
じように、個々の数値または限界を組み合わせて、開示されていないかつ／または言及さ
れていない追加的な範囲を形成することができる。
【０１４４】
　コンディショナー
　上記に開示したシリコーンおよび四級（モノマーおよびポリマー）コンディショナーに
加えて、例示的なコンディショナーは、ポリオレフィン、例えばポリブテン、ポリイソブ
テンおよびポリデセンなどのポリ－α－オレフィンから選択される合成油コンディショナ
ーを含む。ポリオレフィンは水素化されていてよい。フッ素化油または過フッ素化油も本
発明の範囲内にあるものと考える。フッ素化油には、欧州特許第０４８６１３５号に記載
されているペルフルオロポリエーテルおよびＷＯ９３／１１１０３に記載されているフル
オロ炭化水素化合物が含まれる。フッ素入り油は、フルオルアミン、例えばペルフルオロ
トリブチルアミンなどのフッ化炭素、ペルフルオロデカヒドロナフタレン、フルオロエス
テルおよびフルオロエーテルなどのフッ素入り炭化水素であってもよい。
【０１４５】
　適切な天然油コンディショナーには、これらに限定されないが、ピーナッツ油、ゴマ油
、アボカド油、ココナツオイル、ココアバター、アーモンドオイル、サフラワー油、コー
ンオイル、綿実油、ゴマ実油（ｓｅｓａｍｅ　ｓｅｅｄ　ｏｉｌ）、くるみ油、ヒマシ油
、オリーブ油、ホホバ油、ヤシ油、パーム核油、大豆油、小麦胚種油、亜麻仁油、ヒマワ
リ種子油；ユーカリ油、ラベンダー油、ベチベル油、リツィア油（ｌｉｔｓｅａ　ｏｉｌ
）、クベバ油（ｃｕｂｅｂａ　ｏｉｌ）、レモン油、ビャクダン油、ローズマリー油、カ
モミール油、セイバリー油、ナツメグ油、桂皮油、ヒソップ油、カラウェー油、オレンジ
油、ゼラニウム油、カデ油およびベルガモット油、魚油、グリセロールトリカプロカプリ
レートおよびその混合物が含まれる。
【０１４６】
　適切な天然および合成ワックスコンディショニング剤には、これらに限定されないが、
カルナバワックス、カンデリラワックス、アルファワックス、パラフィンワックス、オゾ
ケライトワックス、オリーブワックス、コメワックス、水素化ホホバワックス、ビーワッ
クス、変性ビーワックス、例えばセラベリナワックス、マリーンワックス、ポリオレフィ
ンワックス、例えばポリエチレンワックスおよびその混合物が含まれる。
【０１４７】
　一態様では、コンディショニング剤は、組成物の全重量に対して一実施形態では約０．
００１重量％～約２０重量％、他の実施形態では約０．０１重量％～約１０重量％、さら
に他の実施形態では約０．１重量％～約３重量％の量で存在することができる。ここで、
本明細書および特許請求の範囲の他のところと同じように、個々の数値または限界を組み
合わせて、開示されていないかつ／または言及されていない追加的な範囲を形成すること
ができる。
【０１４８】
　乳化剤
　乳化剤の例には、これらに限定されないが、Ｃ１２～Ｃ１８脂肪族アルコール；アルコ
キシ化Ｃ１２～Ｃ１８脂肪族アルコール；Ｃ１２～Ｃ１８脂肪酸；ならびにアルコキシ化
Ｃ１２～Ｃ１８脂肪酸（そのアルコキシレートはそれぞれ１０～３０単位のエチレンオキ
シド、プロピレンオキシドおよびエチレンオキシド／プロピレンオキシドの組合せを有す
る）；Ｃ８～Ｃ２２アルキルモノおよびオリゴグリコシド；エトキシ化ステロール；ポリ
グリセロールの部分エステル；２～６個の炭素原子を有するポリオールと１２～３０個の
炭素原子を有する飽和および不飽和脂肪酸のエステルおよび部分エステル；ポリグリセロ
ールの部分エステルおよびオルガノシロキサンならびにその組合せが含まれる。
【０１４９】
　脂肪族アルコール、酸およびアルコキシ化脂肪族アルコールならびに脂肪酸は上記軟化
剤において記載されている。本発明の一態様では、脂肪族アルコールおよび脂肪酸はそれ
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ぞれ１０～３０単位のエチレンオキシドでエトキシ化されている。
【０１５０】
　Ｃ８～Ｃ２２アルキルモノおよびオリゴグリコシド乳化剤はグルコースまたはオリゴサ
ッカリドを８～２２個の炭素原子を有する第一脂肪族アルコールと反応させて調製する。
Ｐｌａｎｔａｃａｒｅ（登録商標）の商標名のもとで入手できる製品は、その平均オリゴ
マー度が１～２であるオリゴグルコシド残基上でグルコシド結合されたＣ８～Ｃ１６アル
キル基を含む。例示的なアルキルグルコシドおよびオリゴグリコシドは、オクチルグルコ
シド、デシルグルコシド、ラウリルグルコシド、パルミチルグルコシド、イソステアリル
グルコシド、ステアリルグルコシド、アラキジルグルコシドおよびベヘニルグルコシドな
らびにその混合物から選択される。これらのグルコシドは非イオン性界面活性剤としても
機能することができる。
【０１５１】
　例示的なエトキシ化ステロールには、例えば大豆ステロールなどのエトキシ化野菜油ス
テロールが含まれる。エトキシ化度は、一態様では約５超、他の態様では少なくとも約１
０である。適切なエトキシ化ステロールはＰＥＧ－１０大豆ステロール、ＰＥＧ－１６大
豆ステロールおよびＰＥＧ－２５大豆ステロールである。
【０１５２】
　ポリグリセロールの部分エステルは、２～１０個のグリセロール単位を有し、１～４個
の飽和または不飽和、直鎖状または分枝鎖状の任意選択でヒドロキシル化されたＣ８～Ｃ

３０脂肪酸残基でエステル化されている。代表的なポリグリセロールの部分エステルには
、ジグリセロールモノカプリレート、ジグリセロールモノカプレート、ジグリセロールモ
ノラウレート、トリグリセロールモノカプリレート、トリグリセロールモノカプレート、
トリグリセロールモノラウレート、テトラグリセロールモノカプリレート、テトラグリセ
ロールモノカプレート、テトラグリセロールモノラウレート、ペンタグリセロールモノカ
プリレート、ペンタグリセロールモノカプレート、ペンタグリセロールモノラウレート、
ヘキサグリセロールモノカプリレート、ヘキサグリセロールモノカプレート、ヘキサグリ
セロールモノラウレート、ヘキサグリセロールモノミリステート、ヘキサグリセロールモ
ノステアレート、デカグリセロールモノカプリレート、デカグリセロールモノカプレート
、デカグリセロールモノラウレート、デカグリセロールモノミリステート、デカグリセロ
ールモノイソステアレート、デカグリセロールモノステアレート、デカグリセロールモノ
オレエート、デカグリセロールモノヒドロキシステアレート、デカグリセロールジカプリ
レート、デカグリセロールジカプレート、デカグリセロールジラウレート、デカグリセロ
ールジミリステート、デカグリセロールジイソステアレート、デカグリセロールジステア
レート、デカグリセロールジオレエート、デカグリセロールジヒドロキシステアレート、
デカグリセロールトリカプリレート、デカグリセロールトリカプレート、デカグリセロー
ルトリラウレート、デカグリセロールトリミリステート、デカグリセロールトリイソステ
アレート、デカグリセロールトリステアレート、デカグリセロールトリオレエート、デカ
グリセロールトリヒドロキシステアレートおよびその混合物が含まれる。
【０１５３】
　飽和Ｃ１２～Ｃ３０脂肪族アルコール乳化剤は上記した軟化剤において説明されている
通りである。本発明の一態様では、脂肪族アルコール乳化剤は、これらに限定されないが
、セチルアルコール、ステアリルアルコール、アラキジルアルコール、ベヘニルアルコー
ルおよびラノリンアルコールまたはこれらのアルコールの混合物から選択される。これら
は不飽和野菜油および動物脂肪酸の水素化によって得られる。
【０１５４】
　２～６個の炭素原子を有するポリオールと１２～３０個の炭素原子を有する直鎖状飽和
および不飽和脂肪酸のエステルおよび部分エステルをもとにした乳化剤は、例えば飽和お
よび不飽和Ｃ１２～Ｃ３０脂肪酸との、グリセロールもしくはエチレングリコールのモノ
エステルおよびジエステルまたはプロピレングリコールのモノエステルである。
【０１５５】
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　部分的にエステル化されたポリグリセロール乳化剤は、２～約１０個のグリセロール単
位を含み、１～５個の飽和または不飽和、直鎖状または分枝鎖状の任意選択でヒドロキシ
ル化されたＣ８～Ｃ３０脂肪酸残基でエステル化されている。
【０１５６】
　オルガノシロキサン乳化剤は、少なくとも１つの疎水性部分と少なくとも１つの親水性
部分を含むポリマー乳化剤である。そのポリマー主鎖は、環状、直鎖状もしくは分枝鎖状
の繰り返し単位、例えばジ（Ｃ１～Ｃ５）アルキルシロキシ単位、一般にジメチルシロキ
シ単位をもってよい繰り返しシロキシ単位を含む。
【０１５７】
　オルガノシロキサンの親水性部分は一般に、分子の一部に親水性特性を付与する、残基
のポリマー主鎖上への置換によって実現される。その親水性残基は、ポリマーオルガノシ
ロキサンの末端上またはポリマーの１つまたは複数の任意の繰り返し単位上で置換されて
いてよい。通常、親水性残基は、ポリマー主鎖上でグラフト化されたエチレンオキシド単
位により誘導される。一般に、変性ポリジメチルシロキサン乳化剤の繰り返しジメチルシ
ロキシ単位は本来メチル基のため疎水性であり、その分子に疎水性特性を付与する。さら
に、長鎖アルキル残基、ヒドロキシ末端ポリプロピレンオキシ残基、エチレンオキシド残
基とプロピレンオキシド残基の組合せを含むヒドロキシ末端ポリエーテル残基および／ま
たは他の種類の残基をシロキシ主鎖上に置換させて追加的な乳化特性を主鎖に付与させる
ことができる。ポリエーテル置換オルガノシロキサン乳化剤はジメチコンコポリオールと
して公知であり、広く市販されている。ジメチコンポリオールはランダムコポリマーであ
ってもブロックコポリマーであってもよい。ジメチコンポリオールの通常有用な部類は、
ポリジメチルシロキサンのブロックと、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド
またはその両方のブロックなどのポリアルキレンオキシドのブロックを有するブロックコ
ポリマーである。
【０１５８】
　軟化剤
　適切な軟化剤には、これらに限定されないが、シリコーン流体（ｓｉｌｉｃｏｎｅ　ｆ
ｌｕｉｄ）（例えば、揮発性シリコーン油および非揮発性シリコーン油）；鉱油；ペトロ
ラタム；野菜油；魚油；脂肪族アルコール；脂肪酸；脂肪酸および脂肪族アルコールエス
テル；アルコキシ化脂肪族アルコール；アルコキシ化脂肪酸エステル；安息香酸エステル
；パンテノール；ゲルベ（Ｇｕｅｒｂｅｔ）エステル；ポリエチレングリコールのアルキ
ルエーテル誘導体、例えばメトキシポリエチレングリコール（ＭＰＥＧ）ならびにポリア
ルキレングリコール；ラノリンおよびラノリン誘導体などから選択される軟化剤が含まれ
る。軟化剤は単独でも、１つまたは複数の本発明の軟化剤と組み合わせて使用することも
できる。
【０１５９】
　揮発性シリコーン油には、環状および直鎖ポリジメチルシロキサン、低分子量有機官能
性シリコーンなどが含まれる。環状の揮発性シリコーン（シクロメチコン）は一般に、環
状環構造中で酸素原子と交互に約３～約７個のケイ素原子を含む。各ケイ素原子は一般に
２個のアルキル基、例えばメチル基で置換されている。揮発性直鎖状ポリジメチルシロキ
サン（ジメチコン）は一般に、直鎖状配置で酸素原子と交互に約２～約９個のケイ素原子
を含む。各ケイ素原子はやはり２個のアルキル基、例えばメチル基で置換されている（末
端ケイ素原子は３個のアルキル基で置換されている）。直鎖状揮発性シリコーンは一般に
２５℃で約５ｃＰ未満の粘度を有するが、環状の揮発性シリコーンは一般に２５℃で約１
０ｃＰ未満の粘度を有する。「揮発性」ということは、そのシリコーンが測定可能な蒸気
圧、すなわち２０℃で少なくとも２ｍｍＨｇの蒸気圧を有することを意味する。非揮発性
シリコーンは２０℃で２ｍｍＨｇ未満の蒸気圧を有する。揮発性シリコーンの説明は、Ｔ
ｏｄｄ　ａｎｄ　Ｂｙｅｒｓ、「Ｖｏｌａｔｉｌｅ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｆｌｕｉｄｓ　
ｆｏｒ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｓ」、Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　ａｎｄ
　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ、９１巻、２９～３２頁（１９７６年１月）、およびＫａｓｐｒ



(46) JP 2013-530257 A 2013.7.25

10

20

30

40

50

ｚａｋ、「Ｖｏｌａｔｉｌｅ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ」、Ｓｏａｐ／Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ／
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ、４０～４３頁（１９８６年１２月）に見出
される。それぞれを参照により本明細書に組み込む。
【０１６０】
　例示的な揮発性シクロメチコンは、Ｄ４シクロメチコン（オクタメチルシクロテトラシ
ロキサン）、Ｄ５シクロメチコン（デカメチルシクロペンタシロキサン）、Ｄ６シクロメ
チコンおよびそのブレンド（例えば、Ｄ４／Ｄ５およびＤ５／Ｄ６）である。揮発性シク
ロメチコンおよびシクロメチコンブレンドは、ＳＦ１１７３、ＳＦ１２０２、ＳＦ１２５
６およびＳＦ１２５８としてＧ．Ｅ．Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓから、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ
（登録商標）２４４、２４５、２４６、３４５および１４０１　ＦｌｕｉｄｓとしてＤｏ
ｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されている。揮発性シクロメチコ
ンと揮発性直鎖状ジメチコンのブレンドも考慮される。
【０１６１】
　例示的な揮発性直鎖状ジメチコンには、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチルトリ
シロキサン、デカメチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサンおよびそのブ
レンドが含まれる。揮発性直鎖状ジメチコンおよびジメチコンブレンドは、Ｄｏｗ　Ｃｏ
ｒｎｉｎｇ２００（登録商標）Ｆｌｕｉｄ（例えば、製品名０．６５ＣＳＴ、１°ＣＳＴ
、１．５ＣＳＴおよび２ＣＳＴ）およびＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２－１１８
４ＦｌｕｉｄとしてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されてい
る。
【０１６２】
　例示的な揮発性の低分子量有機官能性シリコーンには、フェニルトリメチコン、カプリ
リルトリメチコン、カプリリルメチコンおよびヘキシルメチコンならびにそのブレンドが
含まれる。低分子量の有機官能性シリコーンはＳｉｌｃａｒｅ（登録商標）４１Ｍ１０、
Ｓｉｌｃａｒｅ（登録商標）３１Ｍ６０、Ｓｉｌｃａｒｅ（登録商標）４１Ｍ１０および
Ｓｉｌｃａｒｅ（登録商標）４１Ｍ１５の商標名のもとでＣｌａｒｉａｎｔから市販され
ている。
【０１６３】
　本発明における軟化剤として有用な非揮発性シリコーン油は直鎖状であり、典型的には
２５℃で約１０ｃＰ～約１００，０００ｃＰの粘度を有する。これらは一般に、直鎖状配
置で酸素原子と交互に約１０個超のジアルキル／ジアリールまたはモノアルキル／モノア
リール置換ケイ素原子を含む。これらには、ポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロ
キサンおよびポリアルキルアリールシロキサンポリマーが含まれる。例示的な非揮発性シ
リコーン油には、ポリジメチルシロキサン（ジメチコン）、ポリジエチルシロキサン、ポ
リメチルフェニルシロキサンなどが含まれる。本発明の一態様では、非揮発性シリコーン
油は、２５℃で約１０ｃＰ～約１００，０００ｃＰの範囲の粘度を有する非揮発性ポリジ
メチルシロキサンから選択される。非揮発性ジメチコンは、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ２０
０（登録商標）Ｆｌｕｉｄ（製品名１０ＣＳＴ～１０，０００ＣＳＴ）としてＤｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されている。
【０１６４】
　鉱油およびペトロラタムには化粧品ＵＳＰおよびＮＦグレードが含まれ、Ｄｒａｋｅｏ
ｌ（登録商標）およびＰｅｎｒｅｃｏ（登録商標）という商標名のもとでＰｅｎｒｅｃｏ
から市販されている。鉱油にはヘキサデカンおよびパラフィン油が含まれる。
【０１６５】
　本発明で軟化剤成分に適した例示的な野菜油には、これらに限定されないが、ピーナッ
ツ油、ゴマ油、アボカド油、ココナツオイル、ココアバター、アーモンドオイル、サフラ
ワー油、コーンオイル、綿実油、ゴマ実油、くるみ油、ヒマシ油、オリーブ油、ホホバ油
、ヤシ油、パーム核油、大豆油、小麦胚種油、亜麻仁油、ヒマワリ種子油ならびにそのモ
ノ、ジおよびトリグリセリドが含まれる。例示的なモノ、ジおよびトリグリセリドは、例
えばカプリル酸トリグリセリド、カプリン酸トリグリセリド、カプリル酸／カプリン酸ト
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リグリセリド、カプリル酸／カプリン酸／ラウリン酸トリグリセリド、カプリル酸／カプ
リン酸／ステアリン酸トリグリセリドおよびカプリル酸／カプリン酸／リノール酸トリグ
リセリドである。
【０１６６】
　例えばＰＥＧ－８カプリル酸／カプリン酸グリセリドなどのエトキシ化モノおよびジグ
リセリドも本発明の軟化剤成分として適している。
【０１６７】
　適切な脂肪族アルコール軟化剤には、これらに限定されないが、８～３０個の炭素原子
を含む脂肪族アルコールが含まれる。例示的な脂肪族アルコールには、カプリルアルコー
ル、ペラルゴン酸アルコール、カプリン酸アルコール、ラウリルアルコール、ミリスチル
アルコール、セチルアルコール、イソセチルアルコール、ステアリルアルコール、イソス
テアリルアルコール、セテアリルアルコール、オレイルアルコール、リシノレイルアルコ
ール、アラキジルアルコール、イコセニルアルコール、ベヘニルアルコールおよびその混
合物が含まれる。
【０１６８】
　適切な脂肪酸軟化剤には、これらに限定されないが、１０～３０個の炭素原子を含む脂
肪酸が含まれる。例示的な脂肪酸はカプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン
酸、ステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、アラキジン酸、ベヘン酸およびその混合物
から選択される。
【０１６９】
　適切な脂肪酸および脂肪族アルコールエステル軟化剤には、これらに限定されないが、
ヘキシルラウレート、デシルオレエート、イソプロピルステアレート、イソプロピルイソ
ステアレート、ブチルステアレート、オクチルステアレート、セチルステアレート、ミリ
スチルミリステート、オクチルドデシルステアロイルステアレート、オクチルヒドロキシ
ステアレート、ジイソプロピルアジペート、イソプロピルミリステート、イソプロピルパ
ルミテート、エチルヘキシルパルミテート、イソデシルオレエート、イソデシルネオペン
タノエート、ジイソプロピルセバケート、イソステアリルラクテート、ラウリルラクテー
ト、ジエチルヘキシルマレエート、ＰＰＧ－１４ブチルエーテルおよびＰＰＧ－２ミリス
チルエーテルプロピオネート、セテアリルオクタノエートならびにその混合物が含まれる
。
【０１７０】
　アルコキシ化脂肪族アルコールは、脂肪族アルコールとアルキレンオキシド、通常エチ
レンオキシドまたはプロピレンオキシドとの反応によって形成されるエーテルである。適
切なエトキシ化脂肪族アルコールは、脂肪族アルコールとポリエチレンオキシドの付加体
である。本発明の一態様では、そのエトキシ化脂肪族アルコールは式Ｒ－（ＯＣＨ２ＣＨ

２）ｎ－ＯＨで表すことができる。式中、Ｒは親脂肪族アルコールの脂肪族残基を表し、
ｎはエチレンオキシドの分子数を表す。本発明の他の態様では、Ｒは８～３０個の炭素原
子を含む脂肪族アルコールから誘導される。一態様ではｎは２～５０であり、他の態様で
は３～２５、他の態様では３～１０の範囲の整数である。さらに他の態様では、Ｒは上記
した脂肪族アルコール軟化剤から誘導される。例示的なエトキシ化脂肪族アルコールは、
これらに限定されないが、カプリルアルコールエトキシレート、ラウリルアルコールエト
キシレート、ミリスチルアルコールエトキシレート、セチルアルコールエトキシレート、
ステアリルアルコールエトキシレート、セテアリルアルコールエトキシレート、オレイル
アルコールエトキシレートおよびベヘニルアルコールエトキシレートである。上記エトキ
シレートのそれぞれにおけるエチレンオキシド単位の数は一態様では２以上、他の態様で
は２～約１５０の範囲であってよい。上記脂肪族アルコールのプロポキシ化付加体および
上記脂肪族アルコールの混合エトキシ化／プロポキシ化付加体も本発明の範囲内であると
考えられることを理解すべきである。エトキシ化／プロポキシ化脂肪族アルコールのエチ
レンオキシドおよびプロピレンオキシド単位は、ランダムに配置されてもブロック状の順
序で配置されてもよい。
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【０１７１】
　エトキシ化アルコールのより具体的な例は、これらに限定されないが、ベヘネス５－３
０（５－３０は繰り返しエチレンオキシド単位の範囲を意味する）、セテアレス２－１０
０、セテス１－４５、セトレス２４－２５、コレス１０－２４、コセス３－１０、Ｃ９－
１１パレス３－８、Ｃ１１－１５パレス５－４０、Ｃ１１－２１パレス３－１０、Ｃ１２
－１３パレス３－１５、デセス４－６、ドドキシノール５－１２、グリセレス７－２６、
イソセテス１０－３０、イソデセス４－６、イソラウレス３－６、イソステアレス３－５
０、ラネス５－７５、ラウレス１－４０、ノノキシノール１－１２０、ノニルノノキシノ
ール５－１５０、オクトキシノール３－７０、オレス２－５０、ＰＥＧ４－３５０、ステ
アレス２－１００およびトリデセス２－１０である。
【０１７２】
　プロポキシ化アルコールの具体的な例は、これらに限定されないが、ＰＰＧ－１０セチ
ルエーテル、ＰＰＧ－２０セチルエーテル、ＰＰＧ－２８セチルエーテル、ＰＰＧ－３０
セチルエーテル、ＰＰＧ－５０セチルエーテル、ＰＰＧ－２ラノリンアルコールエーテル
、ＰＰＧ－５ラノリンアルコールエーテル、ＰＰＧ－１０ラノリンアルコールエーテル、
ＰＰＧ－２０ラノリンアルコールエーテル、ＰＰＧ－３０ラノリンアルコールエーテル、
ＰＰＧ－４ラウリルエーテル、ＰＰＧ－７ラウリルエーテル、ＰＰＧ－１０オレイルエー
テル、ＰＰＧ－２０オレイルエーテル、ＰＰＧ－２３オレイルエーテル、ＰＰＧ－３０オ
レイルエーテル、ＰＰＧ－３７オレイルエーテル、ＰＰＧ－５０オレイルエーテル、ＰＰ
Ｇ－１１ステアリルエーテル、ＰＰＧ－１５ステアリルエーテル、ＰＰＧ－２ラノリンエ
ーテル、ＰＰＧ－５ラノリンエーテル、ＰＰＧ－１０ラノリンエーテル、ＰＰＧ－２０ラ
ノリンエーテル、ＰＰＧ－３０ラノリンエーテルおよびＰＰＧ－１ミリスチルエーテルで
ある。
【０１７３】
　エトキシ化／プロポキシ化アルコールの具体的な例は、これらに限定されないが、ＰＰ
Ｇ－１ベヘネス－１５、ＰＰＧ－１２カプリレス－１８、ＰＰＧ－２－セテアレス－９、
ＰＰＧ－４－セテアレス－１２、ＰＰＧ－１０－セテアレス－２０、ＰＰＧ－１－セテス
－１、ＰＰＧ－１－セテス－５、ＰＰＧ－１－セテス－１０、ＰＰＧ－１－セテス－２０
、ＰＰＧ－２－セテス－１、ＰＰＧ－２－セテス－５、ＰＰＧ－２－セテス－１０、ＰＰ
Ｇ－２－セテス－２０、ＰＰＧ－４－セテス－１、ＰＰＧ－４－セテス－５、ＰＰＧ－４
－セテス－１０、ＰＰＧ－４－セテス－２０、ＰＰＧ－５－セテス－２０、ＰＰＧ－８－
セテス－１、ＰＰＧ－８－セテス－２、ＰＰＧ－８－セテス－５、ＰＰＧ－８－セテス－
１０、ＰＰＧ－８－セテス－２０、ＰＰＧ－２Ｃ１２－１３パレス－８、ＰＰＧ－２Ｃ１
２－１５パレス－６、ＰＰＧ－４Ｃ１３－１５パレス－１５、ＰＰＧ－５Ｃ９－１５パレ
ス－６、ＰＰＧ－６Ｃ９－１１パレス－５、ＰＰＧ－６Ｃ１２－１５パレス－１２、ＰＰ
Ｇ－６Ｃ１２－１８パレス－１１、ＰＰＧ－３Ｃ１２－１４Ｓｅｃ－パレス－７、ＰＰＧ
－４Ｃ１２－１４Ｓｅｃ－パレス－５、ＰＰＧ－５Ｃ１２－１４Ｓｅｃ－パレス－７、Ｐ
ＰＧ－５Ｃ１２－１４Ｓｅｃ－パレス－９、ＰＰＧ－１－デセス－６、ＰＰＧ－２－デセ
ス－３、ＰＰＧ－２－デセス－５、ＰＰＧ－２－デセス－７、ＰＰＧ－２－デセス－１０
、ＰＰＧ－２－デセス－１２、ＰＰＧ－２－デセス－１５、ＰＰＧ－２－デセス－２０、
ＰＰＧ－２－デセス－３０、ＰＰＧ－２－デセス－４０、ＰＰＧ－２－デセス－５０、Ｐ
ＰＧ－２－デセス－６０、ＰＰＧ－４－デセス－４、ＰＰＧ－４－デセス－６、ＰＰＧ－
６－デセス－４、ＰＰＧ－６－デセス－９、ＰＰＧ－８－デセス－６、ＰＰＧ－１４－デ
セス－６、ＰＰＧ－６－デシルテトラデセス－１２、ＰＰＧ－６－デシルテトラデセス－
２０、ＰＰＧ－６－デシルテトラデセス－３０、ＰＰＧ－１３－デシルテトラデセス－２
４、ＰＰＧ－２０－デシルテトラデセス－１０、ＰＰＧ－２－イソデセス－４、ＰＰＧ－
２－イソデセス－６、ＰＰＧ－２－イソデセス－８、ＰＰＧ－２－イソデセス－９、ＰＰ
Ｇ－２－イソデセス－１０、ＰＰＧ－２－イソデセス－１２、ＰＰＧ－２－イソデセス－
１８、ＰＰＧ－２－イソデセス－２５、ＰＰＧ－４－イソデセス－１０、ＰＰＧ－１２－
ラネス－５０、ＰＰＧ－２－ラウレス－５、ＰＰＧ－２－ラウレス－８、ＰＰＧ－２－ラ
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ウレス－１２、ＰＰＧ－３－ラウレス－８、ＰＰＧ－３－ラウレス－９、ＰＰＧ－３－ラ
ウレス－１０、ＰＰＧ－３－ラウレス－１２、ＰＰＧ－４ラウレス－２、ＰＰＧ－４ラウ
レス－５、ＰＰＧ－４ラウレス－７、ＰＰＧ－４－ラウレス－１５、ＰＰＧ－５－ラウレ
ス－５、ＰＰＧ－６－ラウレス－３、ＰＰＧ－２５－ラウレス－２５、ＰＰＧ－７ラウリ
ルエーテル、ＰＰＧ－３－ミレス－３、ＰＰＧ－３－ミレス－１１、ＰＰＧ－２０－ＰＥ
Ｇ－２０水素化ラノリン、ＰＰＧ－２－ＰＥＧ－１１水素化ラウリルアルコールエーテル
、ＰＰＧ－１２－ＰＥＧ－５０ラノリン、ＰＰＧ－１２－ＰＥＧ－６５ラノリン油、ＰＰ
Ｇ－４０－ＰＥＧ－６０ラノリン油、ＰＰＧ－１－ＰＥＧ－９ラウリルグリコールエーテ
ル、ＰＰＧ－３－ＰＥＧ－６オレイルエーテル、ＰＰＧ－２３－ステアレス－３４、ＰＰ
Ｇ－３０ステアレス－４、ＰＰＧ－３４－ステアレス－３、ＰＰＧ－３８ステアレス－６
、ＰＰＧ－１トリデセス－６、ＰＰＧ－４トリデセス－６およびＰＰＧ－６トリデセス－
８である。
【０１７４】
　アルコキシ化脂肪酸は、脂肪酸をアルキレンオキシドまたは予め生成させたポリマーエ
ーテルと反応させると形成される。得られる生成物は、モノエステル、ジエステルまたは
その混合物であり得る。本発明で使用するのに適したエトキシ化脂肪酸エステル軟化剤は
、エチレンオキシドを脂肪酸に付加した生成物である。この生成物は脂肪酸のポリエチレ
ンオキシドエステルである。本発明の一態様では、エトキシ化脂肪酸エステルは式Ｒ－Ｃ
（Ｏ）Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈで表すことができる。式中、Ｒは脂肪酸の脂肪族残基
を表し、ｎはエチレンオキシドの分子数を表す。他の態様では、ｎは２～５０であり、他
の態様では３～２５、他の態様では３～１０の範囲の整数である。本発明のさらに他の態
様では、Ｒは８～２４個の炭素原子を含む脂肪酸から誘導される。さらに他の態様では、
Ｒは上記した脂肪酸軟化剤から誘導される。上記脂肪酸のプロポキシ化およびエトキシ化
／プロポキシ化生成物も本発明の範囲内であると考えられることを理解すべきである。例
示的なアルコキシ化脂肪酸エステルには、これらに限定されないが、カプリン酸エトキシ
レート、ラウリン酸エトキシレート、ミリスチン酸エトキシレート、ステアリン酸エトキ
シレート、オレイン酸エトキシレート、ココナツ脂肪酸エトキシレートおよびポリエチレ
ングリコール４００プロポキシ化モノラウレートが含まれる。ここで、上記エトキシレー
トのそれぞれにおけるエチレンオキシド単位の数は一態様では２以上、他の態様では２～
約５０の範囲であってよい。エトキシ化脂肪酸のより具体的な例は、ＰＥＧ－８ジステア
レート（８は繰り返しエチレンオキシド単位の数を意味する）、ＰＥＧ－８ベヘネート、
ＰＥＧ－８カプレート、ＰＥＧ－８カプリレート、ＰＥＧ－８カプリレート／カプレート
、ＰＥＧココエート（数の指定のないＰＥＧは、エチレンオキシド単位の数が２～５０の
範囲であることを意味する）、ＰＥＧ－１５ジココエート、ＰＥＧ－２ジイソノナノエー
ト、ＰＥＧ－８ジイソステアレート、ＰＥＧ－ジラウレート、ＰＥＧ－ジオレエート、Ｐ
ＥＧ－ジステアレート、ＰＥＧジタレート、ＰＥＧ－イソステアレート、ＰＥＧ－ホホバ
酸、ＰＥＧ－ラウレート、ＰＥＧ－リノレネート、ＰＥＧ－ミリステート、ＰＥＧ－オレ
エート、ＰＥＧ－パルミテート、ＰＥＧ－リシノレエート、ＰＥＧ－ステアレート、ＰＥ
Ｇ－タレートなどである。
【０１７５】
　ゲルベエステル軟化剤は、ゲルベアルコールのカルボン酸とのエステル化反応によって
形成される。ゲルベエステル軟化剤は、Ｇ－２０、Ｇ－３６、Ｇ－３８およびＧ－６６の
製品名のもとでＮｏｖｅｏｎ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ　Ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　ｏｆ　Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ、Ｉｎｃ．か
ら市販されている。
【０１７６】
　ラノリンおよびラノリン誘導体は、ラノリン、ラノリンワックス、ラノリン油、ラノリ
ンアルコール、ラノリン脂肪酸、アルコキシ化ラノリン、イソプロピルラノレート、アセ
チル化ラノリンアルコールおよびその組合せから選択される。ラノリンおよびラノリン誘
導体は、ラノリンＬＰ１０８　ＵＳＰ、ラノリンＵＳＰ　ＡＡＡ、Ａｃｅｔｕｌａｎ（商



(50) JP 2013-530257 A 2013.7.25

10

20

30

40

50

標）、Ｃｅｒａｌａｎ（商標）、Ｌａｎｏｃｅｒｉｎ（商標）、Ｌａｎｏｇｅｌ（商標）
（製品名２１および４１）、Ｌａｎｏｇｅｎｅ（商標）、Ｍｏｄｕｌａｎ（商標）、Ｏｈ
ｌａｎ（商標）、Ｓｏｌｕｌａｎ（商標）（製品名１６、７５、Ｌ－５７５、９８および
Ｃ－２４）、Ｖｉｌｖａｎｏｌｉｎ（商標）（製品名Ｃ、ＣＡＢ、Ｌ－１０１およびＰ）
の商標名のもとでＮｏｖｅｏｎ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　ｏｆ　Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ、Ｉｎｃ．
から市販されている。
【０１７７】
　本発明のポリマーと併用するのに有用な他の油性材料には、例えばアセチル化ラノリン
アルコール；ラノリンアルコール濃縮物；ラノリン脂肪酸のイソプロピルエステルなどの
ラノリン脂肪酸のエステル；ポリオール脂肪酸；エトキシレートおよびヒマシ油などのエ
トキシ化アルコール；ステロール；ステロールエステル；ステロールエトキシレート；な
どの材料が含まれる。そうしたエステルおよびエトキシレートの多くは非イオン性界面活
性剤としても有用である。
【０１７８】
　軟化剤は、パーソナルケア組成物の全重量に対して約０．５重量％～約３０重量％の範
囲の量で使用することができる。他の実施形態では、約０．１重量％～約２５重量％の１
つまたは複数の軟化剤を使用することができ、さらに他の実施形態では約５重量％～約２
０重量％の１つまたは複数の軟化剤を使用することができる。軟化剤は一般にパーソナル
ケア組成物で使用されるが、そうした組成物において所望の物理的属性（例えば、保湿特
性）をもたらす限り、これらを、パーソナルケア組成物について上記したのと同じ重量比
でホームケア、ヘルスケアおよび施設ケア組成物に使用することができる。
【０１７９】
　多くの構成成分が毛髪または皮膚用のコンディショニング剤、および保湿剤として当分
野で公知であるが、上記したものに加えて、非限定的な例には、ＰＣＡ（ＤＬ－ピロリド
ンカルボン酸）およびその塩、例えばリシンＰＣＡ、アルミニウムＰＣＡ、銅ＰＣＡ、キ
トサンＰＣＡなど、アラントイン；尿素；ヒアルロン酸およびその塩；セラミド；ソルビ
ン酸およびその塩；糖類およびデンプンならびにその誘導体；ラクトアミドＭＥＡ；など
が含まれる。
【０１８０】
　本発明の選択された実施形態および態様に関して、本発明の組成物中に含めることがで
きる種々の成分および構成成分について重複した重量範囲が表現されているが、開示され
たパーソナルケア、ホームケア、ヘルスケアおよび施設ケア組成物における各成分の具体
的な量は、その組成物中の全成分の合計が全部で１００重量％となるように各成分の量が
調節されてその開示範囲から選択されることになることは容易に明らかなはずである。使
用される量は所望の製品の目的と特徴によって変わることになり、これは、配合技術分野
の当業者により、また文献から容易に判断され得るものである。
【０１８１】
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンド組成物に含めるパーソナルケア、ホームケア、
ヘルスケアおよび施設ケア組成物における構成成分の選択および量は、配合技術分野の当
業者に周知のように、目的とする製品およびその機能によって変動し得ることも理解すべ
きである。構成成分ならびにその慣用的機能および製品カテゴリーの広範なリストは開示
されており、文献から容易に確認することができ、その一部は２つ以上の機能の役目を果
たすことができ、開示されている構成成分の１つまたは複数を界面活性剤－ポリマー組成
物と組み合わせて所望のパーソナルケア、ホームケア、ヘルスケアおよび施設ケア組成物
を得ることができる。
【実施例】
【０１８２】
　以下の実施例で実施形態の調製および使用をさらに例示するが、これらに限定されるも
のではない。以下の実施例は、本発明のポリマーを、アニオン性界面活性剤と両性界面活
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ることの利益を実証している。しかし、本発明はこれらに限定されない。むしろ、本発明
は、本明細書に含まれる開示に照らして幅広く解釈されるべきである。
【０１８３】
　試験方法
　粘度測定
　ブルックフィールド回転スピンドル法：試験組成物の粘度を配合後２４時間で、ブルッ
クフィールド回転スピンドル粘度計、モデルＤＶ－ＩＩ（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｅｎｇ
ｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ、Ｉｎｃ．）を用いて約２５℃±１℃、約
２０回転／分（ｒｐｍ）で測定し、ｍＰａ・ｓで報告する（以下粘度と称する）。適切な
スピンドルサイズは実施例において示す。
【０１８４】
　泡量測定
　泡量は、独自の（ｐｒｏｐｒｉｅｔａｒｙ）ＳＩＴＡ測定および分析ソフトウェアアプ
リケーションを搭載したパソコンでインターフェイスされたＳＩＴＡ　泡試験機（Ｆｏａ
ｍ　Ｔｅｓｔｅｒ）、モデルＲ－２０００（ＳＩＴＡ　Ｍｅｓｓｔｅｃｈｎｉｋ　Ｇｍｂ
Ｈ製）を用いて測定する。装置はメーカーの標準的方法に従って操作する。評価する公知
の容積のサンプル溶液を、撹拌機を備え４０℃±１℃の温度に平衡化された温度制御型容
器中に入れる。サンプルの温度が平衡になったら、その溶液を撹拌機で、１０００ｒｐｍ
で１５秒間撹拌して泡を発生させて泡サイクルを実行する。次いで泡を、発生した泡の表
面にわたって１６点で高さを測る一連の検出針（ｓｅｎｓｏｒ　ｎｅｅｄｌｅ）で測定す
る。出力は、測定当たりの泡の高さの平均ミリメートルで与えられる。各試験サンプルに
ついて６０回の泡サイクルを測定する。高さのデータを、統合ＳＩＴＡソフトウェアアプ
リケーションで泡量（ｍｌ）に変換し、プロットする。撹拌サイクルなしで経時的に測定
した泡量（泡安定性）も判定することができ、これをプロットする。
【０１８５】
　（実施例１）
　界面活性剤－ポリマーブレンド配合物を、アミノ酸界面活性剤および疎水的に改変され
たポリマーを用いて作製する。以下の表に示す３つの配合物をそれぞれ以下のアミノ酸界
面活性剤：ココイルグルタミン酸ナトリウム（Ａｍｉｓｏｆｔ（登録商標）ＣＳ－２２、
Ａｊｉｎｏｍｏｔｏ）、ココイルアラニン酸ナトリウム（Ａｍｉｌｉｔｅ（登録商標）Ａ
ＣＳ－１２、Ａｊｉｎｏｍｏｔｏ）およびココイルグリシン酸カリウム（Ａｍｉｌｉｔｅ
（登録商標）ＧＣＫ－１１）で配合する。
【０１８６】
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【表１】

１ココイルグルタミン酸ナトリウム（Ａｍｉｓｏｆｔ（登録商標）ＣＳ－２２、Ａｊｉｎ
ｏｍｏｔｏ）、ココイルアラニン酸ナトリウム（Ａｍｉｌｉｔｅ（登録商標）ＡＣＳ－１
２、Ａｊｉｎｏｍｏｔｏ）およびココイルグリシン酸カリウム（Ａｍｉｌｉｔｅ（登録商
標）ＧＣＫ－１１）。
２本発明のポリマー成分（ｂ）についてのＩＮＣＩ名。商標名はＮｏｖｅｔｈｉｘ（商標
）Ｌ－１０　Ｐｏｌｙｍｅｒ（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌ
ｓ，　Ｉｎｃ．、Ｃｌｅｖｅｌａｎｄ　ＯＨ、ＵＳＡ）である。
３ＩＮＣＩ名：ＤＭＤＭヒダントイン（および）ヨードプロピニルブチルカルバメート
　ブルックフィールド粘度をそれぞれの配合物について測定し（スピンドル＃６）、プロ
ットする。図１に示すように、アミノ酸界面活性剤系において単独で使用した場合、本発
明の疎水的に改変されたポリマーは高い粘度プロファイルを付与する。ココイルアラニン
酸ナトリウムおよびココイルグリシン酸カリウム系は同様の粘度プロファイルを有する。
増粘させるのが最も困難であるココイルグルタミン酸ナトリウムは、より低い粘度プロフ
ァイルを示す。
【０１８７】
　ココイルグルタミン酸ナトリウム、ココイルアラニン酸ナトリウムおよびココイルグリ
シン酸カリウムを含む３つのアミノ酸界面活性剤組成物を、すぐ上の表に示す成分を含む
６重量％のアクリレート／ベヘネス－２５メタクリレートコポリマーでそれぞれ配合する
。粘度を増大させる電解質、塩化ナトリウムを組成物に加える。図２に示すように、典型
的な電解質の使用レベル（＞０～約２．０ｗｔ．％）で粘度への負の影響が観察される。
【０１８８】
　（実施例２）
　界面活性剤－ポリマーブレンド配合物を、アミノ酸界面活性剤および疎水的に改変され
たポリマーを用いて作製する。任意選択のエトキシ化アニオン性界面活性剤（ラウレス硫
酸ナトリウム）および任意選択の（両性界面活性剤コカミドプロピル）ベタインを配合物
に含める。実施例１と同様に、以下の表に示す３つの配合物を以下のアミノ酸界面活性剤
：ココイルグルタミン酸ナトリウム（Ａｍｉｓｏｆｔ（登録商標）ＣＳ－２２、Ａｊｉｎ
ｏｍｏｔｏ）、ココイルアラニン酸ナトリウム（Ａｍｉｌｉｔｅ（登録商標）ＡＣＳ－１
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標）ＧＣＫ－１１）でそれぞれ配合する。
【０１８９】
【表２】

１，２，３実施例１に記載したのと同様。
【０１９０】
　ブルックフィールド粘度を各配合物について測定し（スピンドル＃６）、プロットする
。図３に示すように、エトキシ化アルキル硫酸塩および両性界面活性剤と組み合わせてア
ミノ酸界面活性剤と使用すると、本発明の疎水的に改変されたポリマーは、高い粘度プロ
ファイルを付与する。
【０１９１】
　（実施例３）
　界面活性剤－ポリマーブレンド配合物を、アミノ酸界面活性剤および疎水的に改変され
たポリマーを用いて作製する。任意選択のエトキシ化アニオン性界面活性剤（ラウロアン
ホ酢酸ナトリウム）および任意選択の両性界面活性剤（コカミドプロピルベタイン）を配
合物に含める。実施例１と同様に、以下の表に示す３つの配合物を、以下のアミノ酸界面
活性剤：ココイルグルタミン酸ナトリウム（Ａｍｉｓｏｆｔ（登録商標）ＣＳ－２２、Ａ
ｊｉｎｏｍｏｔｏ）、ココイルアラニン酸ナトリウム（Ａｍｉｌｉｔｅ（登録商標）ＡＣ
Ｓ－１２、Ａｊｉｎｏｍｏｔｏ）およびココイルグリシン酸カリウム（Ａｍｉｌｉｔｅ（
登録商標）ＧＣＫ－１１）で個別に配合する。
【０１９２】
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【表３】

１，２，３実施例１に記載したのと同様。
【０１９３】
　（実施例４）
　界面活性剤－ポリマーブレンド配合物を、アミノ酸界面活性剤および疎水的に改変され
たポリマーを用いて作製する。任意選択の非イオン性界面活性剤（デシルグルコシド）お
よび任意選択の両性界面活性剤（コカミドプロピルベタイン）を配合物に含める。実施例
１と同様に、以下の表に示す３つの配合物を、以下のアミノ酸界面活性剤：ココイルグル
タミン酸ナトリウム（Ａｍｉｓｏｆｔ（登録商標）ＣＳ－２２、Ａｊｉｎｏｍｏｔｏ）、
ココイルアラニン酸ナトリウム（Ａｍｉｌｉｔｅ（登録商標）ＡＣＳ－１２、Ａｊｉｎｏ
ｍｏｔｏ）およびココイルグリシン酸カリウム（Ａｍｉｌｉｔｅ（登録商標）ＧＣＫ－１
１）で個別に配合する。
【０１９４】
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【表４】

１，２，３実施例１に記載したのと同様。
【０１９５】
　（実施例５）
　ココイルグリシン酸カリウムを、４、６および８重量％の本発明の疎水的に改変された
ポリマーを含む実施例１で示したようにして配合する。配合物のｐＨを水酸化ナトリウム
（脱イオン水中に１８％ｗｔ／ｗｔ）でｐＨ７．７に調整する。各配合物に、２．０重量
％（１００％活性物質）のエステル化されたアルコキシ化メチルグルコシド（ＰＥＧ－１
２０メチルグルコースジオレエート）を加える。疎水的に改変されたポリマーを添加せず
エステル化されたアルコキシ化メチルグルコシドの量を全配合物の３．０重量％（１００
％活性物質）に増大させること以外は、第２の比較試験サンプルセットを同じように配合
する。
【０１９６】
　各配合物の２４時間ブルックフィールド粘度を測定し、図４に示すようにプロットする
。３．０重量％のエステル化されたアルコキシ化メチルグルコシドを含むアミノ酸界面活
性剤配合物では、粘度の増大はわずかである。しかし、本発明の疎水的に改変されたポリ
マーおよびわずか２．０重量％のエステル化されたアルコキシ化メチルグルコシドを含む
アミノ酸界面活性剤配合物では、アミノ酸界面活性剤系の粘度プロファイルは大幅に増大
しており、これは相乗的な粘度増大効果を示している。
【０１９７】
　（実施例６）
　ココイルグリシン酸ナトリウム界面活性剤および８．０重量％のアクリレート／ベヘネ
ス－２５メタクリレートコポリマーを含む実施例３の配合物（供給されたままで）を、上
記の泡量測定手順を用いて発泡性について試験する。配合物のｐＨを水酸化ナトリウム（
脱イオン水中に１８％ｗｔ／ｗｔ）でｐＨ７．０に調整する。比較用配合物ブランク（ア
クリレート／ベヘネス－２５メタクリレートコポリマーを含まない）も試験する。泡量測
定および泡安定性プロットを図５および図６にそれぞれ示す。両方の図において、ｍｌ（
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ｙ軸）の泡量を時間（分）（ｘ軸）に対してプロットする。四角で示した点は本発明の配
合物（実施例３）に相当し、卵形で示した点は比較ブランク配合物に相当する。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月13日(2012.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の界面活性剤－ポリマーブレンドは、その固有の不都合な特性を有するパーソナ
ルケア、ハウスホールドケア、ヘルスケアならびに施設および産業用ケア組成物中のアニ
オン性界面活性剤（例えばアルキル硫酸塩およびアルキルベンゼンスルホン酸塩ならびに
そのエトキシ化誘導体）を置き換えるのに使用するか、あるいは、アニオン性界面活性剤
の量を減少させるのと組み合わせてこれらの悪影響を軽減するのに使用し、同時にそうし
た組成物の所望の洗浄、発泡および粘度特性を維持することができる。
　本発明はまた、以下を提供する。
（項目１）
　（ａ）少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤と、
（ｂ）（ｉ）少なくとも１つのα，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー、
　　　（ｉｉ）少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマ
ーおよび
　　　（ｉｉｉ）少なくとも１つのエチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマー
を含むモノマー混合物から重合させた少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーと
を含む界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目２）
　成分（ａ）と成分（ｂ）の重量比が約０．３：１～約５００：１の範囲である、項目１
に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目３）
　成分（ｉ）が式（ＩＩＩ）：

【化１２】

［式中、Ｒ１は水素、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ１

２アルキル基であり、Ｒ２は水素、－Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１

～Ｃ１２アルキル基であり、Ｘ１およびＸ２は独立に、水素または直鎖状もしくは分枝鎖
状Ｃ１～Ｃ１２アルキル基から選択されるが、ただし、Ｘ１とＸ２がどちらも存在する場
合はＸ１およびＸ２の少なくとも１つが水素であり、Ｘ１だけが存在する場合はＸ１は水
素である］
に従う少なくとも１つのα，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマーから選択される、
項目１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目４）
　Ｒ１が水素、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ２～Ｃ１０アル
キル基であり、Ｒ２が水素、－Ｃ（Ｏ）ＯＸ２または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ２～Ｃ１

０アルキル基であり、Ｘ１が水素または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ２～Ｃ１０アルキル基
であるが、ただし、Ｘ１とＸ２がどちらも存在する場合はＸ１およびＸ２の少なくとも１
つが水素であり、Ｘ１だけが存在する場合はＸ１は水素である、項目３に記載の界面活性
剤－ポリマーブレンド。
（項目５）
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　成分（ｉ）が、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、アシルオキシプロピオン酸、
マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、アコニット酸、二塩基酸もしくは三塩基酸の半エス
テルもしくはモノエステルまたはその２つ以上の適切な混合物から選択される、項目３に
記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目６）
　成分（ｉｉ）が式（ＩＶ）：
【化１３】

（式中、Ｒ３は水素または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ８アルキル基であり、Ｒ４は
直鎖状または分枝鎖状Ｃ１～Ｃ１２アルキル基である）
に従う少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマーから選
択される、項目１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目７）
　Ｒ３が水素または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ４アルキル基であり、Ｒ４が直鎖状
または分枝鎖状Ｃ１～Ｃ８アルキル基である、項目６に記載の界面活性剤－ポリマーブレ
ンド。
（項目８）
　Ｒ３が水素またはメチル基であり、Ｒ４が直鎖状または分枝鎖状Ｃ１～Ｃ４アルキル基
である、項目６に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目９）
　成分（ｉｉ）が、Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリレート、Ｃ１～Ｃ４アルキルメタクリレー
トまたはその２つ以上の適切な混合物である、項目６に記載の界面活性剤－ポリマーブレ
ンド。
（項目１０）
　成分（ｉｉｉ）が式（Ｖ）：

【化１４】

［式中、Ｒ５は直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ３～Ｃ６０アルキル基またはＣ５～Ｃ３５アル
カリール基であり、前記アルカリール基は直鎖状または分枝鎖状アルキル部分に１～２５
個の炭素原子を有し、アリール部分に４～１０個の炭素原子を有し、ｘは約３～約２００
の範囲の整数であり、ｙは０～約１００の範囲の整数であり、Ａは式（ＶＩ）：

【化１５】

（式中、各Ｒ６は独立に、水素、直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ８アルキル基または－
Ｃ（Ｏ）ＯＨから選択され、Ｒ７は水素または直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ８アルキ
ル基であり、上記式（Ｖ）と結合する連結基Ｚは－ＣＨ２－または－Ｃ（Ｏ）－である）
に従う不飽和カルボン酸またはアリルアルコールの残基である］
に従う少なくとも１つのエチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーから選択される、
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項目１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目１１）
　Ｒ５が、直鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ６～Ｃ５５アルキル基またはＣ７～Ｃ３０アルカリ
ール基であり、前記アルカリール基が直鎖状または分枝鎖状アルキル部分に２～２２個の
炭素原子を有し、アリール部分に５～８個の炭素原子を有し、ｘが約６～約１００の範囲
の整数であり、ｙが１～約７５の範囲の整数であり、各Ｒ６が独立に、水素、直鎖状もし
くは分枝鎖状Ｃ２～Ｃ６アルキル基または－Ｃ（Ｏ）ＯＨから選択され、Ｒ７が水素、直
鎖状もしくは分枝鎖状Ｃ１～Ｃ６アルキル基または－Ｃ（Ｏ）ＯＨである、項目１０に記
載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目１２）
　前記モノマー混合物中の成分（ｉ）、（ｉｉ）および（ｉｉｉ）の量が以下の通り、
　　（ｉ）少なくとも１つのα，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマーが約２．５重
量％～約７５重量％であり、
　　（ｉｉ）少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマー
が約０重量％～約９０重量％であり、
　　（ｉｉｉ）少なくとも１つのエチレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーが約０．
５重量％～約４０重量％である、
項目１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目１３）
　パーソナルケア製品、ヘルスケア製品、ハウスホールドケア製品、施設および産業用ケ
ア製品または産業用途品に添加される、項目１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目１４）
　パーソナルケア製品、ヘルスケア製品、ハウスホールドケア製品、施設および産業用ケ
ア製品または産業用途品に添加され、少なくとも約４，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する
製品をもたらす、項目１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目１５）
　前記アミノ酸界面活性剤が式：
【化１６】

（式中、Ｘは１０～２２個の炭素原子を有する飽和または不飽和炭化水素基を表し、Ｙは
水素またはメチルであり、Ｚは、水素、－ＣＨ３、－ＣＨ（ＣＨ３）２、－ＣＨ２ＣＨ（
ＣＨ３）２、－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＨ２Ｃ６Ｈ５、－ＣＨ２Ｃ６Ｈ４ＯＨ
、－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ３、－（ＣＨ２）４ＮＨ２、－（ＣＨ２）３ＮＨＣ
（ＮＨ）ＮＨ２、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋、－（ＣＨ２）２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋から選択
され、Ｍは塩形成カチオンである）
で表されるアミノ酸界面活性剤から選択される、項目１～１４のいずれかに記載の界面活
性剤－ポリマーブレンド。
（項目１６）
　前記ブレンドが、１つもしくは複数の非イオン性界面活性剤、１つもしくは複数のカチ
オン性界面活性剤、１つもしくは複数のアミド界面活性剤またはその混合物をさらに含む
、項目１～１５のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目１７）
　前記ブレンドがエステル化されたアルコキシ化メチルグルコシドをさらに含む、項目１
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～１６のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目１８）
　前記少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーは、
　　（ｉ）アクリル酸、メタクリル酸およびその混合物から選択される少なくとも１つの
α，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー、
　　（ｉｉ）Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリレート、Ｃ１～Ｃ４アルキルメタクリレートおよ
びその混合物から選択される少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性
不飽和モノマー、および
　　（ｉｉｉ）セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化
（メタ）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポ
リエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート、セロチル
ポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート
、メリシルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ラセリルポリエトキシ化（メタ）アク
リレート、ノニルフェノールポリエトキシ化（メタ）アクリレート、トリスチリルフェノ
ールポリエトキシ化（メタ）アクリレート、パルミルポリエトキシ化イタコネート、ステ
アリルポリエトキシ化イタコネート、ベヘニルポリエトキシ化イタコネート、パルミルポ
リエトキシ化マレエート、ステアリルポリエトキシ化マレエート、ベヘニルポリエトキシ
化マレエート、パルミルポリエトキシ化アリルエーテル、ステアリルポリエトキシ化アリ
ルエーテル、ベヘニルポリエトキシ化アリルエーテルから選択される少なくとも１つのエ
チレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーであって、上記モノマーのポリエトキシ化部
分が１５～約６０個のエチレンオキシド繰り返し単位を含むモノマー
を含むモノマー混合物から重合させる、項目１～１７のいずれかに記載の界面活性剤－ポ
リマーブレンド。
（項目１９）
　前記少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーが、アクリレート／ベヘネス－２５メタクリ
レートコポリマーである、項目１～１８のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレン
ド。
（項目２０）
　前記少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤が、Ｎ－アシル化グルタミン酸のモノカルボ
ン酸塩およびジカルボン酸塩、Ｎ－アシル化アラニンのカルボン酸塩、Ｎ－アシル化グリ
シンのカルボン酸塩、Ｎ－アシル化サルコシンのカルボン酸塩ならびにその混合物から選
択される、項目１～１９のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目２１）
　前記少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤塩が、そのナトリウム塩、カリウム塩、アン
モニウム塩およびＴＥＡ塩から選択される、項目２０のいずれかに記載の界面活性剤－ポ
リマーブレンド。
（項目２２）
　前記少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤が、ココイルグルタミン酸ナトリウム、ココ
イルアラニン酸ナトリウム、ココイルグリシン酸カリウムおよびその混合物から選択され
る、項目１～２１のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
（項目２３）
　アミノ酸界面活性剤組成物において泡量を安定化させるための方法であって、
（ｉ）アクリル酸、メタクリル酸およびその混合物から選択される少なくとも１つのα，
β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー、
（ｉｉ）Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリレート、Ｃ１～Ｃ４アルキルメタクリレートおよびそ
の混合物から選択される少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽
和モノマー、および
（ｉｉｉ）セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メ
タ）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエ
トキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート、セロチルポリ
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エトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メ
リシルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ラセリルポリエトキシ化（メタ）アクリレ
ート、ノニルフェノールポリエトキシ化（メタ）アクリレート、トリスチリルフェノール
ポリエトキシ化（メタ）アクリレート、パルミルポリエトキシ化イタコネート、ステアリ
ルポリエトキシ化イタコネート、ベヘニルポリエトキシ化イタコネート、パルミルポリエ
トキシ化マレエート、ステアリルポリエトキシ化マレエート、ベヘニルポリエトキシ化マ
レエート、パルミルポリエトキシ化アリルエーテル、ステアリルポリエトキシ化アリルエ
ーテル、ベヘニルポリエトキシ化アリルエーテルから選択される、少なくとも１つのエチ
レン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーであって、上記モノマーのポリエトキシ化部分
が１５～約６０個のエチレンオキシド繰り返し単位を含むモノマー
を含む混合物から重合させた十分な量の疎水性修飾ポリマーを添加するステップを含む方
法。
（項目２４）
　前記疎水性修飾ポリマーは、（ｉ）約３０重量％～約５０重量％の前記少なくとも１つ
のα，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー、（ｉｉ）約３０重量％～約７０重量％
の前記少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマー、およ
び（ｉｉｉ）約７．５重量％～約１５重量％の前記少なくとも１つのエチレン性不飽和の
疎水性修飾会合性モノマーを含むモノマー混合物から重合させる、項目２３に記載の方法
。
（項目２５）
　前記十分な量の前記疎水性修飾ポリマーを、前記アミノ酸界面活性剤組成物の全重量に
対して０．１重量％～約１０重量％の範囲の量で添加する、項目２３～２４のいずれかに
記載の方法。
（項目２６）
　前記アミノ酸界面活性剤が、Ｎ－アシル化グルタミン酸のモノカルボン酸塩およびジカ
ルボン酸塩、Ｎ－アシル化アラニンのカルボン酸塩、Ｎ－アシル化グリシンのカルボン酸
塩、Ｎ－アシル化サルコシンのカルボン酸塩ならびにその混合物から選択される、項目２
３～２５のいずれかに記載の方法。
（項目２７）
　前記アミノ酸界面活性剤塩が、そのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩および
ＴＥＡ塩から選択される、項目２６に記載の方法。
（項目２８）
　前記アミノ酸界面活性剤が、ココイルグルタミン酸ナトリウム、ココイルアラニン酸ナ
トリウム、ココイルグリシン酸カリウムおよびその混合物から選択される、項目２３～２
７のいずれかに記載の方法。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤と、
　（ｂ）（ｉ）約２．５重量％～約７５重量％の少なくとも１つのα，β－エチレン性不
飽和カルボン酸モノマー、
　　　（ｉｉ）約０重量％～約９０重量％の少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，
β－エチレン性不飽和モノマー、および
　　　（ｉｉｉ）約０．５重量％～約４０重量％の少なくとも１つのエチレン性不飽和の
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疎水性修飾会合性モノマー
　を含むモノマー混合物から重合させた少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーと
を含む界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項２】
　前記ブレンドが、１つもしくは複数の非イオン性界面活性剤、１つもしくは複数のカチ
オン性界面活性剤、１つもしくは複数のアミド界面活性剤またはその混合物をさらに含む
、請求項１に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項３】
　前記ブレンドがエステル化されたアルコキシ化メチルグルコシドをさらに含む、請求項
１または２に記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーは、
　　（ｉ）アクリル酸、メタクリル酸およびその混合物から選択される少なくとも１つの
α，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー、
　　（ｉｉ）Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリレート、Ｃ１～Ｃ４アルキルメタクリレートおよ
びその混合物から選択される少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性
不飽和モノマー、および
　　（ｉｉｉ）セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化
（メタ）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポ
リエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート、セロチル
ポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート
、メリシルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ラセリルポリエトキシ化（メタ）アク
リレート、ノニルフェノールポリエトキシ化（メタ）アクリレート、トリスチリルフェノ
ールポリエトキシ化（メタ）アクリレート、パルミルポリエトキシ化イタコネート、ステ
アリルポリエトキシ化イタコネート、ベヘニルポリエトキシ化イタコネート、パルミルポ
リエトキシ化マレエート、ステアリルポリエトキシ化マレエート、ベヘニルポリエトキシ
化マレエート、パルミルポリエトキシ化アリルエーテル、ステアリルポリエトキシ化アリ
ルエーテル、ベヘニルポリエトキシ化アリルエーテルから選択される少なくとも１つのエ
チレン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーであって、上記モノマーのポリエトキシ化部
分が１５～約６０個のエチレンオキシド繰り返し単位を含むモノマー
を含むモノマー混合物から重合させる、請求項１～３のいずれかに記載の界面活性剤－ポ
リマーブレンド。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの疎水性修飾ポリマーが、アクリレート／ベヘネス－２５メタクリ
レートコポリマーである、請求項１～４のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレン
ド。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤が、Ｎ－アシル化グルタミン酸のモノカルボ
ン酸塩およびジカルボン酸塩、Ｎ－アシル化アラニンのカルボン酸塩、Ｎ－アシル化グリ
シンのカルボン酸塩、Ｎ－アシル化サルコシンのカルボン酸塩ならびにその混合物から選
択される、請求項１～５のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤塩が、そのナトリウム塩、カリウム塩、アン
モニウム塩およびＴＥＡ塩から選択される、請求項６に記載の界面活性剤－ポリマーブレ
ンド。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのアミノ酸界面活性剤が、ココイルグルタミン酸ナトリウム、ココ
イルアラニン酸ナトリウム、ココイルグリシン酸カリウムおよびその混合物から選択され
る、請求項１～７のいずれかに記載の界面活性剤－ポリマーブレンド。
【請求項９】
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　アミノ酸界面活性剤組成物において泡量を安定化させるための方法であって、
（ｉ）アクリル酸、メタクリル酸およびその混合物から選択される少なくとも１つのα，
β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー、
（ｉｉ）Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリレート、Ｃ１～Ｃ４アルキルメタクリレートおよびそ
の混合物から選択される少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽
和モノマー、および
（ｉｉｉ）セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メ
タ）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエ
トキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化メタクリレート、セロチルポリ
エトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メ
リシルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ラセリルポリエトキシ化（メタ）アクリレ
ート、ノニルフェノールポリエトキシ化（メタ）アクリレート、トリスチリルフェノール
ポリエトキシ化（メタ）アクリレート、パルミルポリエトキシ化イタコネート、ステアリ
ルポリエトキシ化イタコネート、ベヘニルポリエトキシ化イタコネート、パルミルポリエ
トキシ化マレエート、ステアリルポリエトキシ化マレエート、ベヘニルポリエトキシ化マ
レエート、パルミルポリエトキシ化アリルエーテル、ステアリルポリエトキシ化アリルエ
ーテル、ベヘニルポリエトキシ化アリルエーテルから選択される、少なくとも１つのエチ
レン性不飽和の疎水性修飾会合性モノマーであって、上記モノマーのポリエトキシ化部分
が１５～約６０個のエチレンオキシド繰り返し単位を含むモノマー
を含む混合物から重合させた十分な量の疎水性修飾ポリマーを添加するステップを含む方
法。
【請求項１０】
　前記疎水性修飾ポリマーは、（ｉ）約３０重量％～約５０重量％の前記少なくとも１つ
のα，β－エチレン性不飽和カルボン酸モノマー、（ｉｉ）約３０重量％～約７０重量％
の前記少なくとも１つの非イオン性、共重合性α，β－エチレン性不飽和モノマー、およ
び（ｉｉｉ）約７．５重量％～約１５重量％の前記少なくとも１つのエチレン性不飽和の
疎水性修飾会合性モノマーを含むモノマー混合物から重合させる、請求項９に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記十分な量の前記疎水性修飾ポリマーを、前記アミノ酸界面活性剤組成物の全重量に
対して０．１重量％～約１０重量％の範囲の量で添加する、請求項９または１０のいずれ
かに記載の方法。
【請求項１２】
　前記アミノ酸界面活性剤が、Ｎ－アシル化グルタミン酸のモノカルボン酸塩およびジカ
ルボン酸塩、Ｎ－アシル化アラニンのカルボン酸塩、Ｎ－アシル化グリシンのカルボン酸
塩、Ｎ－アシル化サルコシンのカルボン酸塩ならびにその混合物から選択される、請求項
９～１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記アミノ酸界面活性剤塩が、そのナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩および
ＴＥＡ塩から選択される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アミノ酸界面活性剤が、ココイルグルタミン酸ナトリウム、ココイルアラニン酸ナ
トリウム、ココイルグリシン酸カリウムおよびその混合物から選択される、請求項９～１
３のいずれかに記載の方法。
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